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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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梶島正樹描き下ろし！

真・天地無用！魎皇鬼設定集








　　　プロローグ







　樹じゆ雷らい皇おうが柾まさ木き家けを訪おとずれてから一週間が過ぎた。

　厳げん密みつに言うと訪れるようになって一週間が過ぎている。樹雷皇は娘むすめである第一皇おう女じよ阿あ重え霞かの結けつ婚こん候こう補ほ者しやを連れて来ては理り不ふ尽じんな現象によって追い返されるという作業を七回繰くり返しているから、何のことはない毎日やって来ているのである。その度たびに阿重霞が「お父様、私には、天てん地ち様が……」と懇こん願がんしても「その天地とやらが私の選んだ男に決けつ闘とうで勝たなければ認みとめることは出来ん」と毎度の科白せりふを言うもんだから、これまた毎度のことながら柾木天地は八回目の決闘をすることと相なるのであった。

　観かん衆しゆうは全部で八人と一いつ匹ぴき、これまた八回とも同じだ。

　樹雷皇、阿あ主ず沙さ。

　樹雷第一皇おう妃ひ、船ふな穂ほ。

　樹雷第二皇妃、美み砂さ樹き。

　樹雷第一皇子、柾木勝かつ仁ひと（遙よう照しよう）。

　樹雷第一皇女、阿重霞。

　樹雷第二皇女、砂さ沙さ美み。

　元もと宇う宙ちゆう海かい賊ぞく、魎りよう呼こ。

　天才科学者、鷲羽わしゆうちゃん。

　生せい体たい宇宙船、魎りよう皇おう鬼き（幼児モード）。

　そんな豪ごう華か絢けん爛らん、一いつ瞬しゆんで太陽系をいくつも破は壊かいしてしまいそうな面々の視し線せんの先にいるのは、はっきり言って大だい迷めい惑わくなのに何も言わないで、この茶番につき合っているお人ひと好よしの普ふ通つうの高校生（休学中）柾木天地とやられ役の婚約者候こう補ほ（金持ちで美び形けい）である。

　阿重霞は天地の身を案じつつも『私のために天地様は闘たたかって下さっているのだわ』という恍こう惚こつにも似た幸せな気分を味わっていた。それとは反対に魎呼は天地の身を案じつつも『負けろ負けろさらっと負けろスパッと怪け我がをしない内に負けろ。さっさと負けて阿重霞を樹雷に帰せ。ついでに砂沙美も樹雷に帰せ。鷲羽はどっかにいなくなれ。美み星ほしもどっかにいなくなれ』という自分の心に思いっきり正直な暗あん黒こく面めんに支配されていた……が、隣となりにいる美砂樹の視線を感じたので、不ふ本ほん意いながら天地を応おう援えんすることにする。美砂樹を怒おこらせると泣きながら頰ほおを引っ張るわ投げるわ突き飛ばすわで、大変な目に遭あうことは八回目だから魎呼にも分かってたし、七〇〇年前に樹雷星を襲おそった時の請せい求きゆう書しよをつきつけられるのも八回目だから分かっていた。もっともそれが分かっていようと、あと数秒後には暗黒面の気持ちを真っ正直に声高々と言葉にしていることだろう。分かっているなら毎度そんなことするなと言われるかもしれないが、そこがまあ魎呼の魎呼たる所以ゆえんなのだ。

　他の面々も反応は様々である。ムスッとしたままの阿主沙、涼すずしげな表情で見守っている船穂と勝仁、天地が勝つと信じて疑わない砂沙美は、魎皇鬼に手伝ってもらってみんなに傘かさを渡わたしつつ頭の中で夜の献こん立だてを考えたりしてるし、鷲羽ちゃんは一人空を見上げ「そろそろ来る頃ころね」なんて言ってる。

　で、八回目の決闘なのだが八回連続で一瞬の内に勝負は決まった。

　空からシャトルが落ちてきたからだ。こういうこともあろうかと樹雷皇が二回目以降決闘の時間を変えているにもかかわらずである。

　その衝しよう撃げきで天地とやられ役の婚約者候補は吹ふき飛ばされ家の前にある池に沈しずむ。天地はまたかと思いながらも泳いで戻もどってくるが、やられ役の婚約者候補はプカプカと浮うかんだまま、やられ役としての運命を全まつとうした。

　観衆は水しぶきを傘で防ぎながら、天地の勝利を見守る。

　そんでもって、滴しずくを垂たらしながらアマゾンの半はん魚ぎよ人じんか河童かつぱかという感じで観客の前によたよたと歩いてくる人ひと影かげが一つ。そこには、幸運の天才、女め神がみにも一いち目もく置かれる少女、不幸という名のパンドラの箱の奥おくから勝かつ手てに這はい出してくる少女等の異い名みようを持つ、ＧＰギヤラクシーポリスの一級刑事、九く羅ら密みつ美星が毎度変わらず立っていた。情けなさそうな表情で目をクルクル回しながら「すみませぇん、今日もやってしまいましたぁ。鷲羽さん、修理をお願いしていいですかぁ」と言い、八回目の気絶をした。

　憮ぶ然ぜんとした表情で事の推すい移いを見守る阿主沙、八回連続で賭かけに負けた彼の今月のお小こ遣づかいはすでに底をついていた。個人的なギャンブルは樹雷皇といえども交際費と認みとめてもらえないのだ。

　決闘のイベントが済すめば最後は宴えん会かいである。

　やられ役の婚約者候補のふがいなさに激げつ昂こうしている阿主沙だが、目の中に入れても痛いたくない砂沙美から誘さそわれれば断ることが出来ない。宴会に関して天地は意見を述のべさせてもらえないから、他のメンバーは全員、宴会賛成派だ。

　まさに夜通しで騒さわぎは続く。

　酔よった勢いで天地に絡からむ魎呼を阿重霞がたしなめ、ちょっとした弾はずみで一いつ升しよう瓶びんが飛んで阿主沙の頭に当たって、唯ゆい一いつ素面しらふでまともな判断力の残っている天地が必死に謝あやまり、その傍かたわらで船穂のグチを勝仁がペコペコ頭を下げながら聞いている。

　しかしなんと言っても、見み物ものは妙みようちきりんな空間を作りだしている美砂樹と美星の会話だろう。

　なんと二人は宴会の最初から正座をして向かい合って挨あい拶さつをしているのだ。（もちろん酔っている）

「私は、砂沙美ちゃんと阿重霞ちゃんのママ、美砂樹と申します」（美砂樹）

「あらあら…」（美星）

「いえいえ、こちらこそ」（美砂樹）

「…ご丁てい寧ねいに」（美星）

「あらあら、こちらこそ」（美砂樹）

「私はＧＰ一級の…」（美星）

「まあまあ、ご丁寧に」（美砂樹）

「…特とく捜そう刑けい事じの美星です」（美星）

「あらあら、こちらこそ」（美砂樹）

「あらあら…」（美星）

「あらあら、こちらこそ」（美砂樹）

「…こちらこそ」（美星）

　ほっとけば夜通しこの調子で挨拶を続ける。早口の美砂樹にスローの美星、会話の内容は全くかみ合っていないのだが、何な故ぜか意思の疎そ通つうはきっちり出来ているのだから不ふ思し議ぎ以外の何物でもない。『何故……？』鷲羽はこの光景を見る度たびに、人類の進歩とか進化とか、そういうことを真しん剣けんに考えてしまうのだった。

　いい加減にしろと叫さけぶ阿主沙の声も届とどかない。阿主沙が怒り出すといつも魎皇鬼が彼の裾すそを引っ張って『いとまきのうた』を振ふり付きで歌い出す。すると全員の視線が集中し、終わってペコリとお辞じ儀ぎする魎皇鬼に全員が拍はく手しゆを送り、阿主沙は仕方なく元の席に着くのであった。迂う闊かつに魎皇鬼を泣かすと美砂樹が怒り出すことを彼は熟じゆく知ちしているのだ。

　で、また喧けん騒そうが始まる。

　罵ば声せいと笑い声と怒ど声せいと厭いや味みと挨拶が、八日連続で柾木家を包む。

　朝日が昇のぼる頃になって、ようやく阿主沙たちが帰ると言い出した。八回目ともなると、別れの感かん慨がいはほとんどなくなってしまい、会社に出かける父親に手を振っているのと同じ程度の気安さになってしまう。

　無言のまま立ち去る阿主沙の横にいる船穂が軽く会え釈しやくする。もう、挨拶も不要だ。

　しかし別れの感動を一人味わっている人物がいる。美砂樹だ。

「さようならぁ、砂沙美ちゃん、阿重霞ちゃん、天地ちゃん、魎呼ちゃん、魎皇鬼ちゃん、鷲羽ちゃん、美星ちゃん」

「あらあら…」（美星）

「いえいえ、こちらこそ」（美砂樹）

「…ご丁寧に」（美星）

「あらあら、こちらこそ」（美砂樹）

「いえいえ…」（美星）

「まあまあ、ご丁寧に」（美砂樹）

「…こちらこそ」（美星）

　ほっとくとエンドレスなので全員で引き離はなして、ようやく阿主沙たちを乗せた船は動き出した。

「さよーならー。さよーならー！」

　美砂樹が見つめている間、手を振って見送っていた天地たちは、船が雲間に消えた途と端たんに軟なん体たい動物の如ごとくヘニャヘニャと崩くずれる。八日間連続でこのような生活をやっていれば疲つかれるのは当たり前だ。

「な、なんなんだよ、お前の両親…」

「あなたのお母様だって…」

　魎呼と阿重霞もこれくらいの厭味しか言えない。

「やれやれ」

　ため息をつく魎呼と阿重霞。訳の分からない親に振り回される、この一点に関しては二人とも意見は一致していた。

　さすがと言うべきか、鷲羽ちゃんはバレないように立ったまま寝ねていた。

　完全に昇のぼりきった朝日が庭先で横になっている天地たちを照らす。

　薄うす目めを開けて空を眺ながめている天地は自分の曾そう祖そ母ぼである船穂に思いを馳はせていた。

　あの人が七五〇年前に樹雷皇と結婚して、じっちゃんが生まれたのか。

　七〇〇年前に地球にやってきたじっちゃんは、ばあちゃんと結婚して母さんが生まれ、親父おやじが婿むこ養よう子しにきて。

　そして俺おれが生まれた。

　俺には樹雷の血が流れてる。

　去年まで平凡な男だと信じてやまなかった自分。

　でもあの力が樹雷の血を嫌いやでも感じさせる。

　光こう鷹おう翼よく。光り輝かがやく三枚の翼つばさ。

　鷲羽ちゃんが言ってたっけ。あの不ふ思し議ぎな力は俺が自力で出したものだって。とは言ってもまだ二回しか使ったことないし、意識して出せないし、普ふ段だんの生活には何の役にもたたないし……。

「何考えてるの、天地兄ちゃん？」

　首を曲げると横にちょこんと立っている砂沙美がいた。肩には魎皇鬼もいる。

「うん。砂沙美ちゃんのお父さんたちのこと、考えてた」

「ごめんなさい。迷めい惑わく、だよね？」

「いや、そんなんじゃなくて、なんか…ほら、砂沙美ちゃんのお父さんが俺のひいお爺じいさんになるわけじゃない」

「あ、そっか」

「だろ？　そう考えると不思議な気分になってくるんだ」

　天地は砂沙美に微笑ほほえんでから再び空を見つめる。

　不思議だ。

　俺の周まわりにはみんながいる。

　まだ一年経たってないのにずっと一いつ緒しよに暮らしてるような気になるのは何な故ぜだろう。

　こんなに楽しいのは何故なんだろう……。

「みゃあ～ん」

　砂沙美の肩にいた魎皇鬼が軽く鳴いた。

　それで天地が気付く。

「そっか、そろそろ畑に行かなくちゃな」

「みゃん」

　立ち上がった天地は重たい足を引きずりながら納な屋やへ向かう。ある意味、彼が連中の中で一番タフかもしれない。

「後でお弁当持って行くから」

「ありがとう、砂沙美ちゃん。でも寝ておいたほうがいいよ。お父さんたちがまた来るかもしれないだろ？」

「あはは。そうだね」

　最後の部分があくびになった。

「ほら。砂沙美ちゃん、みんなを頼たのむね」

「うん」

「じゃあ行こうか、魎皇鬼」

「みゃあ～ん」

　砂沙美に軽く手を上げて、天地と魎皇鬼はニンジン畑に向かう。

　うららかな春の陽ひ射ざしが柾木家を、家族を包んでいる。







　　　津つ名な魅み







　宇う宙ちゆう空間を光速の99％近い速度で疾しつ走そうする一いつ隻せきの船があった。

　中央にある赤いコア・ブロックに巨大な樹じゆ木もくの外がい壁へきユニットを装そう備びしているその船は、極きわめて特とく異いな部類のデザインであり、多くの人間がその形を見ればどの星から来たのかすぐに分かることだろう。いくら宇宙が広いとはいえ、樹きで出来た宇宙船を持っている星は一つしかない。

　その船の名前は、霧きり封と。

　銀河の中でも一国では最大規き模ぼの領りよう宙ちゆう域いきを持つ樹じゆ雷らい星せいが所有する『皇おう家けの船』だ。文字通り樹雷皇家の一族しか持つことの許ゆるされない船で、中央のコア・ブロックには特とく殊しゆなユニットがあり、第一世代の『皇家の樹』が植えられている。

『皇家の樹』とは樹雷星でのみ繁はん殖しよくする（そのように樹雷側が情報操そう作さをしている）樹木の総そう称しようで、今宇宙を駆かけている霧封の動力、生命維い持じ、船体制せい御ぎよ等、ありとあらゆる作業を担たん当とうしている。見た目には普通の樹木と変わらないが、恒こう星せいが放出するものより遥はるかに高いエネルギーを発生させ、スーパー・コンピュータよりも発達した高い知能を有した意い思し（第三世代の樹までだが）を持つ、動力炉ろとコンピュータ・ユニットを兼かね備えた、まさに万能の力を有した樹木なのである。

　無む論ろん、利点ばかりではない。『皇家の樹』は発はつ芽が率りつが低く、育成は困こん難なんを極める。しかも実際に使用するためには『樹選び儀式』と呼ばれる一種のお披ひ露ろ目めが必要で、一つの樹に対して一人しか契けい約やく（樹が選ぶのだが）することが出来ない。樹雷星が皇家の樹の使用を独どく占せんしているのも、樹を育成するための装置──ユニットの情報を公表しないことと、何な故ぜか樹が、皇家か皇家に入る予定の人間にしか『心』を開かないことが原因している。

　現在、船の中には霧封（樹と船の名前は同じである）以外にもいくつかのユニットが存在していた。

　樹雷の皇おう族ぞくが複数の皇家の樹と契約を結ぶことはないのに何故、存在するのか？

　それは他のユニットが全すべて霧封の次世代の樹の育成用だからである。樹雷皇家は皇家の樹の子供を親元で一定期間育成するのが慣かん例れいとなっていたが、それはその親樹が樹雷皇家の船となっていた場合のみで、樹雷星のシンボルとも言える天てん樹じゆにある『皇家の樹の間』では、どういった管理で子供たち（苗なえ木き）が育てられているのか皇家の者達でも知る者はいない。皇家の樹を独占している樹雷星でも、樹の全ぜん貌ぼうは把は握あく出来ていないのだ。

　にしても、過去に三例しか持つ者のいない第一世代の樹、しかも霧封ほどの巨大な樹ともなれば完かん熟じゆくする実、つまり第二世代の樹となる種が生まれ出る確率も高い。樹雷星のさらなる発展の為ために種の発芽と育成用に特とく殊しゆな環かん境きようを構こう築ちくするシステム──ユニットが用意されていた。

　しかし何故、樹雷の船の中でも貴き重ちようとされる霧封がたった一いつ隻せきで行動しているのか？

　それには理由があった。

　中に乗っている唯ゆい一いつの人間は、現在、武む者しや修行中の身だからだ。

　その人物の名は、柾まさ木き阿あ主ず沙さ。

　樹雷皇家の皇太子、次期樹雷皇である。




「ええい、くそっ！」

　霧封のブリッジにいた阿主沙は、それはそれは、と～～～っても機き嫌げんが悪かった。

　イライラしたように柄え型がたのマスターキー（皇家の樹のパートナーである証あかしであり、宝石部分は固まった樹じゆ液えき）を握にぎりしめ、船の速度を上げる。

　内部に変化は起こらなかったが、窓の外の星々が急激に後ろへ流れていく。

「いい加減になさいませ！」

　たしなめるような声がすると同時に正面ディスプレイに映っていた速度数値が下がり、阿主沙の前に直径一〇センチほどの球体が回りながら現れた。

　お目付役のガーディアンユニット司じ仕じ委いの小型端たん末まつ球きゆうである。

　本体は何かにつけ阿主沙の邪じや魔まをしてくる（当然、阿主沙の主観）ので封ふう印いんしてある。この小型端末も実力行使は出来ないとはいえ、いつもつきまとい小こ言ごとばかり言うので、そのうち何ど処こかに封印してやろうと阿主沙は思っていた。

　阿主沙は、横目で司仕委を睨にらむ。

「若わか、いくら何でもあのような断り方は失礼ですぞ！」

「ふん、構かまうものか」

　頭の中に、ニコニコと揉もみ手をしながら寄ってくる下げ衆す張ばった人間たちの姿（顔はすっかり忘れた）が浮かぶ。

「どうせあそこにいた連中も、あのクソババアの知り合いだろ！」

　阿主沙の言うクソババアとは、樹雷皇家の四大皇家、神かみ木き家の当主、内うつ海つみの妻つまである神木瀬せ戸とのことだ。

　長い髪かみ、穏おだやかな眼まな差ざし、涼すずしげな目元、男達は息を吞のみ、女達はため息をつくほどの美形であるが、それは本性を知らない幸せな者達の主観であって、阿主沙の主観で言えば底そこ意い地じの悪いクソババアに他ならない。

　ことの発ほつ端たんは数週間前、武者修行に旅立ってから数日後。

　銀河でも有数の、なんたらかんたらとかいう令れい嬢じようが、宇宙海かい賊ぞくに襲おそわれているという救きゆう難なん信号を受けた阿主沙はただちに現場へ急行した。

　しかしその通信内容は奇き妙みよう……というか、かなり露ろ骨こつだった。

令嬢「あーれー、誰だれか助けてくださいぃ」

海賊「ふはは。宇宙の一人旅は危険だぜ」

令嬢「ああっ、お止よしになって」

海賊「こ～んなところに颯さつ爽そうと現れる正義感溢あふれた男なんていない」

令嬢「そんなはずありません」

海賊「これを聞いてビビッて、見過ごそうとしている姑こ息そくなヤツはいるがな。がはは」

　なんて台詞せりふ棒ぼう読よみの声がしたと思ったら、令嬢に襲いかかっている海賊の芝しば居いがかったリアルな画像が令嬢のプロフィール付きで送られてくる。この時の阿主沙は二一歳、若いとはいえ無茶を勇気と考えてしまう血けつ気き盛さかんなバカではないし、そこまで露骨な芝居につきあうほど酔すい狂きようでも暇ひまでもない。とはいえ正式な銀河法で定められた、救難信号を発している船の救出をしないわけにもいかなかった。その生き真ま面じ目めさが彼の若さ故ゆえの欠点と言えなくもない。

　で、助ける。霧きり封との力…いや、阿主沙一人の力だけでも海賊など敵ではない。もっとも相手もただの芝居なので、ちょっと牽けん制せいしただけでこれまた棒読みの捨て台詞を残しつつさっさと逃げていった。

　動力炉ろを破は壊かいされて航こう行こう不能の船を最も寄よりの星に牽けん引いんして行くと、あっという間に令嬢の家に連れて行かれ、明らかに以前から準備していたであろうという盛せい大だいなもてなしを受けた。

　最初はよかった。武者修行中に起きたちょっとしたアクシデントだと、非公式の外交活動の一いつ環かんだと思ったからだ。

　だがそれが三日おきに起こるとさすがに閉へい口こうする。引き止められている時間を差し引くと、半日移動しただけでどこぞの令嬢が海かい賊ぞくに襲おそわれているのだ。

　救難信号を受ける。仕方なく助ける。引き止められる。断って逃げ出す……の四よん工こう程ていを繰くり返す日々が続く。外壁を金属材で偽ぎ装そうしてもすぐばれるし、救難信号を無む視しすると、泣きながら令嬢に呪のろってやるとか言われるし、今日の救出の時間ですなんて言われたこともあった。向こうの引き止め工作も回が進むにつれて過か激げきになり、帰っては駄だ目めだと銃じゆうで脅おどされたり、艦かん隊たいに包ほう囲いされたりもした。

　もうどっちが海賊だか分からない。

　彼らの目的は、次期樹雷皇となる阿主沙に自分達の令嬢を嫁よめ入いりさせることだ。

　銀河の中でも一国としては最大星域を誇ほこる最強の軍事国家、樹雷と縁続きとなることは自分達の国家、家の格を上げることになる。まず大たい抵ていの王おう侯こう貴き族ぞくにとって樹雷皇との婚こん姻いんは『玉の輿こし』を意味していた。

　表向き皇家の樹は、樹雷の皇族以外持つことを許されない。しかし第五世代以降の樹に関しては極ごく秘ひ裏りにではあるものの樹雷以外にも供与され、入植開発初期の惑わく星せいやコロニーの動力源として使用されている。

　そして樹雷の親族国であれば優先的に供与を受けられるのだ。

　その結果、『美しくも馨かぐわしい令嬢が血も涙もない海賊達に襲われていたところを助け、その令嬢の父親達の武力行使にも近い引き留め工作』と相あい成なるのである。

　阿主沙の武者修行の旅は、今や『お見合いツアー』になっていた。

「おかしいと思わないのか？」

「少々不自然ですな」

　平然と答える司仕委に阿主沙の語気が荒くなる。

「少々ではない。思いっきり不自然だ。司仕委、武者修行の規定は知ってるだろう？」

「はい。樹雷皇家の皇太子による武者修行はその性格上、一いつ旦たん旅立ってしまえばどこで何をするかは樹雷皇にすら報告する義務はありません。もしどこかでトラブルに巻き込まれ、最悪死亡したとしても関知はされない」

「そう、その通りだ。大体こっちは武者修行中で行く先も日によって変へん更こうしているのに、どうしてこう行く先々で、令嬢が襲われてないといけない!?」

「不ふ思し議ぎですな」

「……それもこれも全てあのクソババアの仕し業わざに決まってるだろうが」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で阿主沙が呻うめく。

　ようするに、クソババア──神木瀬戸が何らかの方法で阿主沙の位置を突き止め、その情報を令嬢の父親達に教えていると、そういうことである。それどころか、その内の幾いくつかに関しては明らかに方法すらも瀬戸が仕かけていた。

　阿主沙には美砂樹という三歳の許嫁いいなずけがいる。一八も歳下のその可愛かわいらしい少女は、誰あろう『お見合い大作戦』の黒くろ幕まくである瀬戸の実娘であった。

　では何な故ぜ、瀬戸は娘むすめ婿むこにお見合いをさせようとしているのか？

　娘である美砂樹を渡したくないとかそういうことではない。彼女は別に娘と阿主沙との婚姻に反対してるわけではないのだ。

　但ただし阿主沙が美砂樹に遠えん慮りよして他の女性との付き合い（下世話に言えば若き青年男子の直接的欲求のこと）が出来ないのでは気の毒どくだと感じ、こんなことをしているのである。

　娘の許嫁に女をあてがう……はっきり言って大きなお世話な行こう為いを、相手が嫌いやがっているのを十分承しよう知ちの上で行う。

　瀬戸の他者への愛情表現は、このことからも分かるようにちょっと歪ゆがんでいるのだ。

　とにかく阿主沙は子供の頃ころから瀬戸のお気に入りで、この手の悪戯いたずらはよくやられたため瀬戸のやり口は熟じゆく知ち、というより仕かけの匂においに敏びん感かんなのである。第六感といっても良い。瀬戸が関わっていれば何となく分かってしまうのだ。

　繊せん細さいにして大だい胆たん、破は天てん荒こうにして精せい密みつ、厭いや味みだが憎にくめないと噂うわさされる樹雷最悪の策さく士し（もちろん褒ほめ言葉だ）の瀬戸が、こうもあからさまな行動をしているのは……。

「あのクソババア、こんな厭味なやり方をしなくても、見合いだと言えば……」

「お逃げになるのでしょう？」

「当たり前だ」

　思わず司仕委に即そく答とうしてまう阿主沙であった。

　いい加減慣れはしたものの悔くやしさが募つのる。勝手にお見合いをさせようとしている態度もそうだが、自分の心まで見み透すかしている瀬戸に対して。
















　そう、瀬戸は阿主沙のことを心配しているのは事実だが、それだけで見合いを奨すすめているわけではないのだ。

　武者修行を始めてから銀河標準暦れきで一週間、阿主沙はかつてないほどの解放感を味わっていた。樹雷皇家は、もともと海賊の血ち筋すじで一ひと所ところに落ち着けない性分、その気質は着実に阿主沙にも流れている。特に彼は、銀河系最大宙ちゆう域いきの最高主導者としての権力や豪ごう華かな生活になんの魅み力りよくも感じてなかった。自由という名のチケットを渡されて単身、宇宙空間に飛び出せば、ＤＮＡの奥深くに眠っていたご先せん祖ぞ様さまたちの熱き血ち潮しおが飛び起きてくる。

　しかも困ったことに代々樹雷皇となる器き量りようを持つ者は、この傾向が強かった。

『このまま逃げたい……』

　と、思い始めた矢先の『お見合い大作戦』である。

　つまり阿主沙の性格を知り尽つくしている瀬戸のちょっとした牽けん制せいと悪戯いたずらなのだ。極ごく秘ひである筈はずの…と言うより行き当たりばったりの阿主沙の行動を正確に把は握あくしていることを暗あんに教え、『逃げても無む駄だよ』と言っているのである。

　その回りくどさがいかにも瀬戸らしい。

　八歳の時に初めて会った時から一三年、未いまだに子供扱いされていると知って憮ぶ然ぜんとなる阿主沙であったが、彼とて自分の置かれた立場を理解してないわけではなかった。

　自由を求める気持ちがどれほど強くても、樹雷を捨てて出しゆつ奔ぽんすることなどあり得ない。

　そしてそのことは瀬戸にも分かっている。

　分かっているのにやる。

　何度も言うようだが、瀬戸の愛情はちょっと歪ゆがんでいるのだ。

　阿主沙が諦あきらめ気分で嘆ため息いきをつく。

　自分は瀬戸の掌てのひらの上から抜ぬけ出せない。

　しかも瀬戸がまだまだ本気ではないことも分かっていた。

　樹雷皇となる器量を持つ男でも太た刀ち打うちできない存在──それが神木瀬戸なのだ。

「情けない……」

「若、いっそのこと、お見合いをしてみては如何いかがですか？」

　司仕委が提てい案あんしてみる。

「バカ言え、誰だれがクソババアの言いなりになんかなるか！」

　樹雷の皇は皇おう妃ひを複数持っても構わない、つまり一いつ夫ぷ多た妻さい制だ。新たな家同士の結びつきは有益であるし、樹雷がこれほどまでに勢力を拡かく大だいしたのも、皇家の樹の力と何人もの妻を娶めとり、他の国力を血縁で結び続けてきた結果と言えた。現在はその反対で、向こうから樹雷側に近づいてくることの方が多く、阿主沙さえその気になれば何人でも嫁よめを迎むかえ入れることが出来る。

　でもそうしなかった。彼がそれほどまでにストイックな男というわけではない。

　何人かは良い印象を持った女性もいることはいた。

　しかし。

『阿主沙ちゃん……』

　心の中にそう呼びかける声が阿主沙の行動を鈍にぶらせる。

　優ゆう美びに微笑ほほえみ、身体からだより長い白い髪を夜風に晒さらしている人物。

　人を想おもうようになる度たびに、その人物の声が繰くり返し心に聞こえて来るのだ。

『あのクソババアはそのことを知ってて……。そんな、まさかな』

　阿主沙は心の中から湧わき出た疑問を首を振って否ひ定ていした。

　そんなわけで、自由であることを保障されているわりには完全に監かん視しされている状態で、阿主沙の武者修行の旅は続いているのである。




　ビーン、ビーン──。

　警けい報ほうが微かすかに流れ、正面ディスプレイに救きゆう難なん信号を受け取ったというメッセージが表示された。

「いい加減にしやがれっっっっ!!」

　思わず叫んでしまう阿主沙であったが無理もない、先さき程ほど、令れい嬢じようの乗る宇宙船から逃げ出してまだ二時間も経たってないのだ。いくら銀河法があるとはいえ、もう我が慢まん出来ない。

　瀬戸のせせら笑いが阿主沙の脳のう裏りを過よぎった。

「司仕委、無視だ。無視して行くぞ！」

「お待ち下さい、若。今までのものと様子が違っていますぞ」

「どういうことだ？」

　ディスプレイに視線を移す阿主沙。救難信号を送ってきたのは、たまに樹雷星にも訪おとずれる有名なカンパニーの輸送船団とその護ご衛えい艦かん隊たいらしい。確かく定てい情報が得られないのは、亜あ空くう間かん通信を使っているのにもかかわらずジャミングされているからだ。明らかに襲おそった事実を隠いん蔽ぺいしようとしている。『お見合い大作戦』の線は薄うすい。

「どうやら本物らしいな」

「若、如何いかがなさいます？」

「ふん。なんのための武者修行だと思ってるんだ？」

「御ぎよ意い」

　司仕委は霧封の針路を変更し、最大船速で現場に向かう。

　ディスプレイに映る宇宙空間を見つめていた阿主沙の瞳ひとみが凛りんと輝かがやく。それは正義感などではなく、今までのイライラとクソババア（瀬戸）に対する憤いきどおりを海かい賊ぞくにぶつけたいだけであった。瀬戸の仕し業わざだと知ってても襲われている令嬢を助けたのは、相手が『海賊』であることが大きく起き因いんしており、今も彼の中にある無意識の想いがその行動に走らせている。

『やはり、あのクソババアは気付いてるのかもしれない……』

　自分の中にある想いを知った阿主沙は、ふとそんなことを考えた。

『阿主沙ちゃん……』

　心の奥底から自分を呼ぶ声が聞こえる。

　空そら耳みみではなかった。




　阿主沙が現場に到着した時、全ては終わっていた。

　護ご衛えい艦かん隊たいはほぼ壊かい滅めつ、まさに一方的な蹂じゆう躙りんと言っていい。

　気になる点があるとすれば、襲われた輸送船が二に隻せきだけで他の船は全くの無む傷きずであるということだ。明らかに目的があっての行動で、闇やみ雲くもやたらに金きん品ぴんや人を奪うばう程度の低い海賊ではないと容よう易いに想像がつく。

　ディスプレイに拡かく大だい望ぼう遠えんで映うつし出された海賊の戦せん艦かんを見て、阿主沙はそれを確かく信しんする。

　まるで二に匹ひきの蛇へびが絡からまりあってとぐろを巻いているような白はく亜あの船、どこの星系にも属ぞくしていない形をしているそれは、一いつ介かいの海賊が持つには仰ぎよう々ぎようし過ぎた。

　阿主沙は全チャンネルを開放し、海賊に向かってメッセージを放つ。

『私は樹じゆ雷らい皇おう家け皇太子、柾木阿主沙だ。貴き艦かんが行ったことは明らかに海賊行為である。銀河法に基づいて貴艦の停てい船せん、及および降こう伏ふくを勧かん告こくする。繰り返す……』

　オートリピートにして勧告を発信し続ける。

　通信を聞いた輸送船団のクルーたちは狂きよう喜きしているに違いなかった。何しろ、あの銀河に名だたる皇家の船を持つ、樹雷の皇太子が救助に来たのだ。これで海賊も尻尾しつぽを巻いて逃げるはずだと誰もが思っただろう。

　いや、一人だけそう思ってない人物がいた。当の阿主沙本人である。

　そんな彼の思いを裏付けるかのように、現場から離り脱だつ中だった白亜の戦艦は針しん路ろを修正し、霧封に向かって進んで来た。

「降伏するといった動きではないな。はっ、まるでこの霧封がなんら脅きよう威いにならないと言わんばかりだ」

「若わか。目標は輸送船から十分離れております、このまま一気に殲せん滅めつを！」

「そう急せくな。相手の船を見ろ。輸送船を盾たてにすらしない。……面おも白しろい、どんな奴やつが乗っているのか、挨あい拶さつするとしよう」

「何ですと!?」

「この状じよう況きようで、樹雷第一世代の船など使えば笑いものになるだけだ」

「し、しかし！」

　制止しようとする司仕委を手の甲で叩たたいた阿主沙は、向かってくる白亜の戦艦に対して転送ポートを搭とう載さいした衝しよう撃げき角かくを何カ所かに分散させて打ち込んだ。直すぐさまディスプレイに接せつ触しよく箇所が表示され、その内の条件の良さそうな場所に当たりを付ける。

「よし、行ってくるぞ、司仕委」

「待って下さい、若。私もお供ともさせて頂きます」

「ふん、勝手にしろ」

　阿主沙達の身体からだは瞬しゆん時じにして白亜の戦艦の内部に転送される。

　場所はブリッジがあると思われる船体上部に近い通路であった。

「侵しん入にゆう者しやがいるのに警けい報ほうが鳴らないとは…どうやら無人船のようですな」

「……無人？　いや、一つ、強い力だ…中心にいる」

「では相手は人間ではないかもしれませんな。ここはやはり船での戦いを……」

「皇家の船相手に正面から向かってきたのだ。それくらいの相手だとは予想していたさ。だからこそ挨拶したいと思った……来たぞ!!」

　半球体に手足が生えた、まるで亀かめのようなガードロボットが阿主沙達の立っている通路の前後から現れる。しかしこの程度の戦力で樹雷の次期皇たる阿主沙を止めることは出来ない。マスターキーである剣けんを使うことすらせず、阿主沙は生なま身みのまま戦った。蹴けりを入れれば二、三台まとめて大破していく。端はたから見てれば阿主沙が何かのゲームを楽しんでいるようにしか見えなかった。実際、阿主沙は楽しんでいたのだが。

　二〇〇体以上のガードロボットを倒した阿主沙の前方で、シュンと亜空間の穴あなが開く。

「若、罠わなですぞ」

「分かってるよ。せっかく招しよう待たいしてくれてるんだ、行こうじゃないか」

　ためらいもなく阿主沙が中に入ると一五〇メートル四方はある巨大なホールの中央に出た。そこは柱はしらといい壁かべといい芸術性を感じさせる装そう飾しよくが施ほどこされ、海賊の戦艦の中とは到とう底てい思えない。そんなことを思っていた阿主沙たちの耳に、辺あたりからネオーレ（地球のパイプオルガンに類るい似じした楽器）の繊せん細さいなメロディが聴こえてきた。

　鍵けん盤ばんを叩たたいていた人物が指を離して立ち上がる。色白で長髪、切れ長の瞳ひとみは黄色く、かけている眼鏡めがねと、宇宙の知能を集結させた施設『銀河アカデミー』の正装を模もした衣い装しようは、その人物が内包している知性を弥いやが上にも感じさせた。

　どこから見ても海賊には見えない人物が、うやうやしく礼をしながら言う。

「ようこそ、我が大聖堂に。樹雷皇家皇太子、阿主沙殿どの」

「ネオーレの調べでお出で迎むかえとはな。わざわざ招待してくれた礼に、貴様の名を聞いてやる。答えろ！」

「それは光栄ですな。我が名は、神か我が人と」

　神我人。彼は確かにそう言った。七五〇年後に柾まさ木き天てん地ちと戦い、破やぶれることになる人物がこんな所で後のちの樹じゆ雷らい皇おうと出会っていたとは！

　阿主沙は辺あたりを警戒しつつ、神我人に訊たずねた。

「しかし、海賊稼か業ぎようをするには過ぎた船だな」

「私は知識を求めているだけだ。そして、資格ある者にはその知識を解放している。この美しき双そう蛇じやは、知識の宝ほう庫こなのだよ」

「つまり海賊ではないと言いたいのか？　だが目的はどうあれ、銀河法でお前の行っていることは海賊行為に他ならない！」

「それはお前達が作った法の理り屈くつ。私は私の法に基づいて行動している」

「その結果が他者からの力による排はい除じよを意味していてもか」

「フッフッフ。愚ぐ鈍どんなる者が己おのれの力量も測はかれずに知識を欲しがり、それを使い切ることが出来ない。由ゆ々ゆしきことだとは思わないか？」

　ネオーレが置かれている壇だん上じようから、少し下がった眼鏡を直しつつ神我人が言う。

「法とは力あって初めてその存在を許ゆるされる。ならばその力をもってお前の法を示すがよい」

「……参るっ!!」

　叫びながら阿主沙は跳ちよう躍やくした。

　ガードロボットとの時とは違い、今度は右手に柄え形がたのマスターキーを持っている。その柄からは光の剣けんが伸びていた。

　目の前にいる神我人という人物は見た目とは違うことを悟さとったのだ。判断を見み誤あやまると勝利を得ることは出来ない。一〇歳の時に樹雷星に来てから武術を鍛きたえ込まれてきた経験と知識、そして彼自身の本能が光剣を摑つかませていた。

　一いつ閃せんする。

　が、見えない壁が神我人の前に発生して防がれてしまった！

「なんと！」

　内心舌したを巻く。樹雷でも無敵を誇ほこる自分の剛ごう剣けんが弾はじかれたのだ！

　神我人の目が妖あやしく光る。右腕うでが動く。

　頭の奥底から危険信号が全身に送られてくる。弾かれたショックに身体からだを預あずけ、阿主沙は神我人との距きよ離りをとった。

「ほう、大した力だな。人をベースにした生体強化改造の限界を遥はるかに越こえている。しかもこれだけの力を使いながら、ここまで安定しているとは」

　感かん嘆たんを込めた感想を聞こうともせず、阿主沙は二の太た刀ちを繰くり出して神我人の右手首を斬きり落とす。

　しかし、確認する間もない程の時間で神我人の右腕は再生した。

「人間か、貴様!?」

「判断を見み誤あやまったのはお前の方だ」

　如い何かに樹雷皇家の超ちよう人じん的てきな戦せん闘とう力りよくを誇ほこる阿主沙とはいえ、神我人の再生力の前にいかほどのダメージも与えることは出来ない。逆に神我人の繰り出す強力なエネルギー弾だんに翻ほん弄ろうされ幾いく度どとなく床ゆかに叩たたきつけられる。

　その度に骨が軋きしむほどの衝しよう撃げきを阿主沙は感じていた。

　何故、これほどまでに神我人は強いのか？

　それは神我人の身体には魎りよう呼このプロトタイプ・ボディが使われているからである。銀河最高の頭ず脳のうといわれた鷲羽わしゆうの持てる全てを駆く使しした魎呼の実験試作体。阿主沙が感じた通り、彼は人間ではないのだ！

　傷きずついた阿主沙の元にくるくると回転しながら駆けつけた司仕委が、心配そうな声で助言する。

「若、このままでは危険でございます。霧きり封と殿どののバックアップを!!」

「人ではないにしろ生なま身みの奴やつに船の力を使っては、皇太子の名が泣く！」

　痛いたみを堪こらえながら阿主沙が立ち上がった。

　皇家の樹のパートナーは樹からのバックアップを受け、超人的な…いや、船と同等の力を得ることが出来る。余よ談だんではあるが、阿あ重え霞かが神我人と戦ったときは彼女の皇家の樹である『龍りゆう皇おう』のバックアップを常に受けていた。

　そのバックアップを拒きよ否ひしたということは、あくまで自分個人の力で神我人を倒そうという、阿主沙の決意の表れでもあった。

　ニヤリと微笑ほほえんで神我人を睨にらむ。

「喜べ、司仕委。やっと武者修行をやっている気分になってきた！」

　戦法を変えるつもりはなかった。自分の持てる全てを剣に宿して神我人を斬る。

　それはいずれ樹雷の皇となるために必要な行動と思われた。

　違う。本当に強い男には策さくなどいらぬと思ったのだ。

『そうだ。私が子供だった頃ころ、あの時のクソババアのように……』

　迫せまる阿主沙を迎え撃うつ神我人は、握にぎった拳こぶしから剣を呼び出す。

　剛なる阿主沙と静なる神我人の剣が無音で交こう錯さくした。

　一瞬の間を置いて肉を焼くジュッとした音が微かすかに響ひびく。

「樹雷皇太子の腕うで、しかと見み届とどけた」

　神我人がそう言うと同時に阿主沙が膝ひざを崩くずす。

　その身体には右肩から左脇わき腹ばらにかけて炭化した傷があり、出血こそないものの斬られた時より数倍大きい痛みが走った。

「若っ！」

「ああぁぁぁぁぁぁっっっ！」

　司仕委の声をかき消すように絶ぜつ叫きようしつつも地面に倒れることだけはせず、阿主沙は光剣を発しなくなったマスターキーをギュッと握りしめる。

　叫びながら、なんのために樹雷に来たのかを問うた。父と母を想おもった。瀬せ戸との含ふくみ笑いを思い出した。夜風に漂ただよう白い髪を見た。

　髪の間から見える美しい横顔を……。

　その刹せつ那な、阿主沙の握っていたマスターキーが光を帯おびる!!

　大聖堂に金色の光が舞い降りた。

　神我人が驚きよう愕がくする！

「空間が歪ゆがむ!?　馬鹿な、この双蛇の中ちゆう枢すう結界内部に『道』を作れるなど！」

「若！　お早く」

　霧封の作った道に飛び込むことを一瞬、躊ちゆう躇ちよする阿主沙。しかし霧封が危険と判断したのであればどんなに不満であっても仕方がない。

『……まだ未み熟じゆくということだ』

　金色の光に包まれた阿主沙と司仕委の姿が消えるのと同時に、大聖堂の天窓の向こうに樹木で出来た船が現れた。

　神我人がその船を見つめる。

「……樹雷の船。全てあの船の仕し業わざだと言うのか!?」




　神我人の戦せん艦かんである双蛇から幾いくつもの光が放たれ、阿主沙と司仕委を回収した霧封に襲おそいかかる。船の大きさは三七対一、圧倒的に双蛇が有利な展開であった。しかし双蛇の攻こう撃げきは霧封に傷きず一つ与えることが出来ない。霧封の前方に展開している三枚の光の翼つばさが、物質攻撃や精神攻撃、亜あ空くう間かん攻撃すらも完全に遮しや断だんしていた。

　一方、霧封のブリッジでは阿主沙が痛みを堪こらえながら両手でマスターキーを翳かざし、皇家の樹──霧封とリンクして反撃に転じようとしていた。

「クッ、まさかこんな奴やつがいるとは……」

　正直、多少手て強ごわいとはいえ相手はただの海かい賊ぞくだと阿主沙は考えていた。しかし相手が銀河アカデミーの天才科学者である鷲羽の助手で、魎呼のプロトタイプ・ボディを得た存在であると気付くはずもない。阿主沙は初めての武者修行で、最強と謳うたわれた樹雷の船に対抗出来る存在と出会ってしまったのだ。それは運命であった。

「しかし……」

　防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうだった光の翼の中央に集中したエネルギーが放たれ、その光は双蛇の防御フィールドを薄うす皮かわのように突き破って直撃を加える。六〇メートルの光の剣が双蛇を貫つらぬき、誘ゆう爆ばくを起こした。

「なんという力なのだ。あれが銀河に名だたる樹雷の船が使うと言われる光の翼…光こう鷹おう翼よくなのか!?　なるほどな、確かにこの力は……」

　半壊した大聖堂の中に漂ただよっていた神我人は、正面の霧封を見つめる。その顔には微かな驚おどろきがあったとしても怯おびえはない。

『みゃぉぉぉぉん』

　心に響くような鳴き声と共に船が現れた。中央のコア・ブロックから四本の角つのを生やしたような黒いクリスタルで出来た船が！

　船の名は魎りよう皇おう鬼き。再生を行う前の第一世代のものである。

　今度は阿主沙が驚く番であった。

　現れた魎皇鬼の攻撃力は霧封と同等の力を持っていたのだ。それどころか、僅わずかではあるものの魎皇鬼の方が霧封を圧している。

「なんなんだ奴やつの力は。樹と同じ能力を持っているというのか!?」

　驚く阿主沙の声と重なって強制通信が入る。そのディスプレイに映うつし出されたのは、髪を逆さか立だてて瞳ひとみに炎ほのおを宿しているような少女──魎呼であった。まるで戦いを楽しんでいるかのように舌したなめずりし、阿主沙を見つめている。その首くび筋すじと両手首には真しん紅くの宝玉が光り輝かがやいていた。

「やるじゃないか、あたしと魎皇鬼相手にさ！」

「女!?　いや、貴様も人間ではないな!?」

「そんなことは死んでから考えるんだな。銀河最強の樹雷の船だかなんだか知らないが、あたしと魎皇鬼で叩たたき潰つぶしてやるよ！」

　荒っぽくウインクした魎呼が通信を切った途と端たん、激しい攻撃が霧封を襲う。

　霧封の作り出す光の翼──光鷹翼は三枚、船の全てを覆おおうことは出来ない。魎皇鬼の放つビームがその隙すき間まに直撃を加えた。光鷹翼の防ぼう御ぎよが間に合わなかった……いや、阿主沙や司仕委の目にはそう見えていた。

　魎皇鬼の攻撃の一部は、光鷹翼を中和するように通り抜けていたのだ。

　一つだけ光鷹翼を通り抜けるエネルギー体は存在する、そしてそのエネルギー体を使った兵器も実用化されてはいるが、使用する為ためには凄すさまじいまでの高エネルギー動力炉ろが必要であった。だがそれとて惑わく星せい規き模ぼの戦せん艦かんでなければ使えない上、樹雷の船に決定的なダメージを与えられるものではない。

　魎皇鬼の使用している武器はそれとは別のものであった。

　初めて直接攻撃を受けた霧封の船体が振しん動どうする。樹雷の船が樹の外がい装そうを持っているのは、防御と攻撃という絶対的な役割を果たす光鷹翼を持っているからだ。勿もち論ろん昔からの習わしというものもあったが、樹で出来た船は無む敵てきである樹じゆ雷らいの象しよう徴ちようでもあった。

　それが今、黒いクリスタルの船に破られたのである！

「反応が鈍にぶい!?　糞くそっ、この程度の傷きずで」

「若、そのお体では船とのリンクもままなりますまい。ここは撤てつ退たいを！」

　気き遣づかう司仕委を阿主沙が制す。

「あの船にそんなことをすればやられる！　一気に行くぞ!!」

　光鷹翼から発生するエネルギーを限界にまで船先に収しゆう束そくさせる霧封。

　エネルギーを放出しながらコマのように回転を始める魎皇鬼。

　凄すさまじいエネルギー同士がぶつかる。

　一進一退。二船の力はまさに拮きつ抗こうしていた。

「これでも駄だ目めなのか!?　リンクが不完全とはいえ、第一世代の樹なのだぞ!!」

　困こん惑わくする阿主沙を目め覚ざめさせたのは司仕委の悲ひ鳴めいだ。

「若ッ！　空間が……裂さけます!!」

「何っ!?」

　ディスプレイに映し出されている外の風景──目の前の空間が湾わん曲きよくしていく。二つの力の僅わずかな位い相そうのズレが凄まじい反発を生み、次元転移を引き起こしているのだ。

『みゃ…みゃあああ……』

　その凄まじいエネルギーに悲鳴を上げているのは魎皇鬼もまた同じであった。

　光速で広がるその現象は双蛇をも巻き込む。

「魎皇鬼と互ご角かくに渡り合える船。まだ不安定とはいえ、宝玉の力をもってしても圧倒することが出来ぬとは！」

　ブリッジにいる神我人の身体からだが初めてブルッと震ふるえた。

　転移だけでは済まない。この現象の余よ剰じようエネルギーは、たとえ三〇万光年離れていても何らかの影響を及ぼすことになるだろう。

　空間の裂さけ目に落ちていく三つの船。

　まさに転移が行われようとした、その瞬間！

　神我人は宇う宙ちゆうに人影を見た。

　青く長い髪かみを後ろで二本に分け、額ひたいに二つの丸い紋もん様ようが刻まれているその女性は、透すき通った霊れい体たいのように宇宙空間に浮かんでいた。

「誰だ、貴様……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく神我人に魎呼の呟きが聞こえる。

「…津つ名な魅み……」

　魎呼は彼女を知っていた……いや魎呼と共にある『何か』が津名魅を知っていた。

　津名魅の身体から光の翼つばさが生えた。

　津名魅……それは樹雷皇家の樹の始し祖そである。彼女の身体から一〇枚の光鷹翼が発生し、霧封と魎呼の作り出した次元転移空間を包つつみ込んだのだ！

　宇宙が白く光った。




　双蛇の大聖堂から神我人が見た津名魅の姿を、霧封のブリッジから阿主沙も見ていた。

　しかしその女性は、いつしか別の女性へとその姿を変えていく。

『……阿主沙…ゃん、阿主沙ちゃん……』

　身体より長く白い髪を持つ女性が阿主沙に微笑ほほえみかける。少し陰かげりの見えるその微笑みは、もう久しく見ていない。

　まさかまた会えるなんて。

『……魅み月つき』

　悲しげな表情で阿主沙は彼女の名を呼ぶ。

『阿主沙ちゃん』

　その美しい声にいつまでも抱いだかれていたいと思う。

　今出会っていればお前を守れるのに。お前を守ってやれるのに。

　それはもう叶かなわない現実なのか。

　そんな阿主沙の想おもいを無ぶ粋すいな濁だみ声ごえが現実へと呼び戻もどす。

「大だい丈じよう夫ぶでございますか、若!?」

「……………………」

　目の前にいる司仕委を無言で見つめる。

　このわずかの間が阿主沙の現実に対するささやかな抵てい抗こうであった。




　戦いの場であった空間から、霧封、双蛇、魎皇鬼の三つの船は次元転移現象に巻き込まれ消え失うせていた。信じられないことに、霧封の光鷹翼と魎皇鬼の宝玉から発生した余よ剰じようエネルギーも跡あと形かたもなく消えている。

　その宙ちゆう域いきに唯ゆい一いつ残っている津名魅がエネルギーを吸収したのだ。

　津名魅は宇宙のある一点を見つめていた。そこには彼女が求めている何かがあったのかもしれないが、やがて静かに目を閉じ、溶とけるように宇宙の中に消えていく。

　樹じゆ雷らいの樹の始し祖そであり、一〇枚の光鷹翼を使う始まりの樹──津名魅は、五〇年後の未来に阿主沙の二女である砂沙美と運命的な出会いを果たし同化、さらに七〇〇年後に神我人との戦いで半身を失った柾まさ木き天てん地ちを助けることとなる。

　全ての次元の統一理論完成を目指す科学者、神我人もこの事件をきっかけに樹雷の船── 皇家の樹に興味を示し、僕しもべである魎呼に樹雷最強の樹、津名魅奪だつ取しゆを命じる。

　そして自らも大破した双蛇の改修と改造を始めた。
















　未完成で魎呼の宝玉とのリンクが不安定であった第一世代魎皇鬼は、阿主沙の船である霧封、そして一〇年後に誕生する彼の息子むすこ、遙よう照しようの第一世代の船、船ふな穂ほとの戦いが元で寿じゆ命みようを大きく縮ちぢめる。さらに七〇〇年後、魎呼と阿あ重え霞かのケンカが原因で完全に沈ちん黙もくした魎皇鬼は再生を果たし、第二世代魎皇鬼へと進化する。




　阿主沙と神我人が戦ったのはわずか三時間。

　たったそれだけの出会いが歴史を大きく動かすことになろうとは。




　まさに今が運命の流る転てんする瞬間だったのである。







　　　瀬せ戸と







　霧きり封とが転移した場所は未み確かく認にん宙ちゆう域いきにある恒こう星せい系けいの第三惑わく星せいのそばだった。幸いにして魎りよう皇おう鬼きから受けた傷きずは霧封の急所を外れており航行に支し障しようがないこと、約一週間で船内の被ひ害がい箇所の修しゆう復ふくが終わることを阿あ主ず沙さは知る。どちらかと言えば霧封が受けた被害より、阿主沙が神か我が人とから受けた傷の方が深しん刻こくだった。再生装そう置ちで治ち療りようをしているものの傷は骨を砕くだいて内臓にまで達しており、戦いの余よ波はが残っている樹との同どう調ちよう率りつも低く、思うように治らないというのが現状である。それでも意識はあるし、歩けるまでに回復はしていた。

　阿主沙は司じ仕じ委いに現在位置の特定をさせると、この未み確かく認にん恒こう星せい宙ちゆう域いきの第三惑星が樹雷植民地の登とう録ろくを受けていることを知る。

　後に『地球』と呼ばれる星であった。

「こんな辺へん境きように樹雷の植民地があるとは……」

「登録申しん請せいの年代からしますと、樹雷創そう世せいの頃ころの、おそらく帰き還かんできなかった調査団のどれかが登録したものと思われます。が、少し妙みようなのです」

「妙？」

「はい。風変わりな登録のされ方をしております。誰だれかがこの宙域の確認をとろうとした時に初めて登録されるようになってました。登録申請は十数万年前ですが登録受理は一年ほど前になります」

　司仕委の報告に阿主沙は顎あごをさすりながら思案する。

「ふむ。単純に考えれば、誰か別の人間に発見されるまではこの場所を秘ひ密みつにしておきたかったということになるな。しかしそれが一年前とは」

「どこかの調査団の者達が来たのでしょう。それよりも何な故ぜこのような登録の仕方をしたのでしょうな？」

「確かに樹雷の植民星として登録されているのだな？」

「若、何か心当たりでも？」

「……おそらく大した理由はないんじゃないかな」

　何か思い当たることでもあるのか、阿主沙は苦笑しつつ視し線せんを逸そらす。前方のディスプレイに映し出されている美しく蒼あおき星を眺ながめる阿主沙の瞳ひとみに、興味の色が表れていた。

　美しい地球に興味を持ったのか、それとも……。

「樹雷の植民地であるなら、傷の静せい養ようも兼かねて降り立つのも悪くはないな。司仕委、レベルはどうなっている？」

　瞬しゆん時じにデータを呼び出した司仕委がモノアイをパチパチさせて呟つぶやく。

「……これは驚おどろきましたな。ここには初期段階の人間が住んでおりますぞ」

「ほう、こんな所にまで『シード』が到とう達たつしていたとは」

「数十億年前の先史文明の落とし子達ですな。碓かにこんな辺境にまで到達していたという事例は殆ほとんどありません」

「調査団もよく見つけたものだ。降下地点の選定は？」

「待って下さい、若。エネルギー反応をキャッチしました」

「……この反応の持ち主が一年前にアクセスした調査団というわけだな」

「調査というには使用しているエネルギー値が高すぎます。これは……」

「この近くに船は探知できるか？」

「いえ……、おそらくストーミングを行っているのでしょう」

「……ふむ。母船が故こ障しようしてここに不時着したという可能性は？」

　少し考えてから言う阿主沙に司仕委が答える。

「何らかの救きゆう難なん信号が出てないところをみますと、その可能性は考えられません。条件付きで推すい察さつすると、密みつ猟りよう者しやの類たぐいとみて良いかと」

「そうか」

　立ち上がる阿主沙に司仕委の諌かん言げんの声。

「なりません、若っ！」

「何を唐とう突とつに、何が駄だ目めなのだ？」

「こ奴やつらを退治に行こうというのでございましょう。若の考えなどこの司仕委、先せん刻こく承しよう知ちしておりますぞ」

「そうかそうか」

「……おわっ、若、何をなさいます！」

　平然とした顔をしつつ阿主沙は球体の司仕委をつかみ、木箱の中に押し込めてついでに鍵かぎもかけておいた。これで暫しばらくは出てこれないだろう。

　自室に転送して普段着に着替えた阿主沙は、痛いたむ傷に顔をしかめながらも窓の向こうに見える蒼あおい星を眺ながめる。

「こんなアクシデントだ。いくらクソババアでも追ってはこれまい」

　瀬せ戸とを出し抜ぬいた気分になり、ちょっぴり優ゆう越えつ感かんに浸ひたる阿主沙であった。




　霧封から転送された阿主沙が地球に足を踏ふみ入れたのは、それから二時間後のことだ。それほど高くない山の中腹にある林を歩きながら、この星の匂においが樹じゆ雷らいに似ていることを阿主沙は感じていた。樹雷本星も地球と同じで緑に覆おおわれているからだ。

『自由を満まん喫きつしてるはずなのに懐なつかしさを覚おぼえるのか。私も人の子だな』

　そんなことを思いながら阿主沙はエネルギーの反応ポイントへと足を早める。身体からだの痛いたみは取れないが、冒ぼう険けん心しんがそれを上回っていた。純血ではないものの自分が樹雷皇家の人間だと感じる瞬間でもあるし、司仕委が報告した通りの相手であるなら阿主沙には行かなければならない個人的理由もある。

　朝方は降っていたのか、足元を覆おおっている草は雨あま露つゆに濡ぬれていた。だが阿主沙の衣服が濡れることはない。彼のまとっている服は樹雷皇家の闘とう士しのものでナノレベルのフィールドを展開して防ぼう御ぎよの役割を果たしている。フィールドの展開は変動式で、色が濃こくなればそれだけ防御能力も上がるというものであった。

　神我人の時はフィールドを最大級にして臨のぞんだにもかかわらず手て傷きずを負わされている。それだけでも神我人という人物の強さが窺うかがえた。

『神我人か。名前は忘れぬぞ……』

　ガサッ。不ふ意いに草むらが動く。

　顔を向けた阿主沙はその音から複数の何かが同時に走っていることを知った。何かが先を走り、その後ろを四つの何かが追ってくる。足あし速ばやに近づいて行くと木々の間から必死に走っている娘と、それを追っている山さん賊ぞく風の男達の姿が見えた。男達は現地人と似た服を着ているが、右脇わきに銃じゆうと思おぼしき武器が隠かくされていることを阿主沙は見み逃のがさない。

『やはり海賊か。下げ衆す共め。やることは何ど処こでも同じだな』

　阿主沙は即そく座ざに娘と海賊達の間に割って入った。少女は自分の盾たてとなった阿主沙の広い背中を見て「あっ」という微かすかな声を漏もらし、海賊達は射い抜ぬくような視線を向ける。

「人さらいか」

　そう言う阿主沙に海賊達は答えようとせず、即座に攻こう撃げきを仕かけてきた。目の前にいるのが自分達の行動を阻はばむ者であるならば、それは排はい除じよしなければならない。それを理解しただけで会話をする必要はなかった。斬きるだけだ。

　しかし海賊達は判断を誤あやまった。いくら相手は手傷を負ってこっちが銃を持っていたとしても、相手の正体は樹雷皇家の皇太子なのだ。

　陽炎かげろうのように阿主沙の身体が揺ゆらめいたかと思うと、四人の男達は次々と倒され苦く悶もんの表情を浮かべて身体中を泥どろだらけにする。阿主沙も肩で息をしていたが、それは戦いのせいではなく痛んだ傷のせいだ。

「あ、あの……」

　戦いが終わったことを知り、木の陰かげに隠かくれていた娘が顔を出した。

　黒髪を肩で揃そろえている、まだ女に成長しきれていない娘は、阿主沙を多少警けい戒かいしつつも深々と頭を下げて言う。

「あ、ありがとう、ございました……」

「いや……」

　阿主沙が言いかけた途と端たん、背後から殺気を感じた。見ると海賊の一人が自分に捕ほ獲かく用のショックガンを向けている。

「危ないっ！」

　怪け我がによる反応の遅おくれと娘を庇かばった為ために直ちよく撃げきを受けたが、阿主沙の纏まとっている闘とう士しの服がダメージを半減させた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「構かまいません。行きます！」

　心配そうに覗のぞき込む娘を立ち上がらせ、一いつ緒しよにその場から逃げ出す。

　今はこれ以上の深入りはしないほうがいいと本能が教えていた。幸い海賊達が阿主沙の後を追って来る気配はない。しかしいつまでもここに留とどまれば海賊達の仲間が来る可能性もある。今の阿主沙では娘の身を守りつつ重じゆう装そう備びの海賊と戦うのは得とく策さくではない。

　どれほど走ったのか、林の向こうに広い山道が見える。知っている道なのだろう、安あん堵どした娘の表情を見た阿主沙は、これで彼女が家に戻もどれると思った。

「もう大丈夫だ」

　振り返って言うと娘は微笑ほほえんで頷うなずく。

　その微笑みが安堵を生んだのか、神我人から受けた傷口にショックガンを撃うたれたせいなのか、娘に微笑み返そうとした阿主沙の表情が凍こおりついた。歩けるようになったとはいえ、常人であれば絶対安静の重体なのだ。

「もし……、もし！」

　問いかける娘の顔が近づいてきたと思った時、視し界かいがぼやけて暗くら闇やみに変わる。

　意識を失う前に、『我ながら無茶なことをするものだ』と自分自身に呟つぶやいていた。




『……阿主沙…ゃん、阿主沙ちゃん………』

　身体より長い白い髪かみを持つ女性が阿主沙に微笑みかけてくる。

　女性が頰ほおに手を伸ばして軽くさする。指の間を水すい滴てきが流れた。

　彼女の手の先にある幼おさない阿主沙の瞳ひとみからは大おお粒つぶの涙が流れていたのだ。

『……ちゃん、阿主沙ちゃん』

　大声で怒ど鳴なりながら阿主沙が女性の胸にしがみつく。

　赤子のように首を振る。

　女性の顔から精せい気きが失われていく。

　だがその微笑みが消えることはなかった。

『……阿主沙ちゃん…………阿主沙……ちゃ……大好………………』




「……魅み月つき！」

　咄とつ嗟さに目の前にあった手を摑つかんだ阿主沙は、その手が意識の奥から自分に呼びかけていた女性のものではなく、先程助けた娘のものであることを知った。

『違う、この娘は……』

「…………あ」

　真っ赤になって手を引っ込めた娘は、そそくさと部屋の外に出て行く。まだ意識が朦もう朧ろうとしている阿主沙は娘の行動を黙だまって見つめていた。

　暫しばらくして意識がハッキリしてきた阿主沙は、現状を把は握あくしようと身体からだを起こす。

　彼は部屋の中で寝かされていた。

　古いが落ち着きがあり、持ち主の人ひと柄がらの良さを感じさせるような部屋。

　娘が開け放ったままの障しよう子じの間から、秋の美しい紅こう葉ようが見えた。

「……きれいだ」

　阿主沙は一ひと目めでここが気に入った。

　外を眺ながめていると、庭先に植えられている楓かえでの木から真っ赤に染そまった葉が一枚、そよ風に揺ゆられて枕まくら元もとに落ちて来る。それを手で拾い、しばし眺ながめる。

「気がつかれましたか。よかった」

　視線を上げると後ろ手で障子を閉しめている一人の老人が立っていた。おそらくこの家の主あるじなのだろう。

「介かい抱ほうして頂いたことを深く感謝致します」

　頭を下げる阿主沙に、老人は首を振り、

「いえいえ、孫まごを助けて頂いたお礼です。ですが、身体が治なおり次し第だいすぐここを立ち去る方がよろしかろう」

　口く調ちようは温和だが老人の言葉には阿主沙を拒きよ絶ぜつする『何か』があった。

「理由がおありのようですね？」

「お話しする程のことではありませんがそうした方が貴方あなたの為です」

　大体の理由は察しがつくので、阿主沙は深く聞くのをやめた。
















　今度は老人からこの村に来た理由を訊たずねられたが、阿主沙は自分のことを旅人だと告げる。半分本当で半分噓うそであったが、老人もまた深くは訊たずねてこなかった。

「そういえば名前も言っておりませんでした。私は阿主沙と申す者です」

「阿主沙様ですか。私は浅あす海みと申します」

「いい屋や敷しきですね、外の景色けしきも素晴らしい」

「誰もいない辺へん鄙ぴな山奥の村ですよ。取り柄えといえば静かで考え事をするにはよい所だということくらいです」

　浅海はそれ以上阿主沙との会話を続けようとはせず、後で孫まごに食事を持ってこさせると言って立ち上がり、障子を開ける。その脇わきでこちらの様子を窺うかがっていた娘が、阿主沙の視線を感じると、慌あわててその場からいなくなってしまった。

　閉められた障子を阿主沙は眺める。

『それにしても、何な故ぜ、あの娘が魅月に見えたのだろう？　似ているわけでもないのに…ぼけてたのか？』

　浅海の孫娘の名前は船ふな穂ほ、後に樹雷第一皇おう妃ひとなる人物である。

　これが二人の出会いであり、船穂はまだ一四歳であった。




　最初は阿主沙のことを避さけていた…というか、どう接していいか分からない船穂であったが、何度となく会う度に打ち解け、この家に来て三日経たった頃ころには自ら進んで阿主沙の元を訪おとずれるようになっていた。もちろん阿主沙もそんな船穂を疎うとんじるわけもない。

　辺境の初期文明人、阿主沙達から見れば文明を持たない未開人の船穂は、武者修行中に阿主沙が出会った女性達のようなきらびやかな美しさではないものの、素そ朴ぼくで澄すんだ泉のような清せい楚そさがあった。

　旅の途中の知らない土地での怪け我がや病気は個人差はあるものの心細いものである。自覚はないが阿主沙とてそれは例外ではなかった。そんな阿主沙にとって自分を介かい抱ほうしてくれる少女に悪い印象を抱いだくはずはない。そして食事が口に合うというのも有り難いものである。薄うすめの味付けで素材の味を楽しむような食事は樹雷のそれと酷こく似じしていた。

　阿主沙が船穂とこの土地の素朴さに樹雷にいた時以上の安あん堵ど感かんを持つのも無理からぬことと言える。




　浅海宅に阿主沙が世話になってから五日目の朝が来た。

　その日も船穂が阿主沙の寝しん所じよにわざわざ食事を運び、阿主沙の頼たのみもあって共に食事をしていた。

「あの…阿主沙様、一つお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「なんですか？」

「……その、魅月様というのは阿主沙様のご家族の方なのですか？」

　船穂の言葉に思わず彼女の顔を見る。

「すみません、不ぶ躾しつけなことを。うなされていた時おっしゃっていたものですから。ご家族の方ならご連れん絡らくでもと。……すみません」

「いや、気になさらないで下さい。他に何か言ってませんでしたか？」

「いえ、その、別にお名前らしきことは。……ただ、その、クソババアとか言っていたのも聞こえましたが」

　言いにくそうに俯うつむく船穂に、阿主沙の顔が引きつった。

「そ、そうですか、ハハハハ……。家族への連絡は気にしなくても構いません」

「でも、ご家族の方はご心配なさっておいでだと」

　箸はしを置いて船穂は身を乗り出す。二人の距きよ離りが少しだけ近くなった。

「これ、船穂！　そのような立ち入ったことをお訊たずねするものではない」

　開け放たれた障子戸の向こうに立っているのは浅海だ。思わず身体をビクッと震ふるわせた船穂は俯うつむいてしまう。

「気になさらないで下さい。私の方こそこうやってご厄やつ介かいになっておきながら、何もお話し出来ぬが故ゆえに船穂殿どのに色々と気を遣つかわせてしまいました」

　阿主沙は浅海に謝しや罪ざいし船穂に助け船を出す。

　しかし。

「……申し訳ありません」

　呟つぶやくようにそう言うと、船穂は部屋から出ていってしまった。

「……船穂殿」

「阿主沙様！」

　船穂を追いかけようと立ち上がる阿主沙を呼び止める浅海。その目は普段の温おん厚こうな好こう々こう爺やのものではなかった。

「旅の途中の戯たわむれならば、どうかお止やめ下さい」

「…………!!」

　浅海の言った意味に気付き、阿主沙が目を見開く。

「では、失礼します」

　そう言うとそのまま奥へと消えて行った。どうすることも出来ない阿主沙は、しばし浅海の消えた方向を見つめ、そして自じ嘲ちよう気ぎ味みに頭を手で叩たたく。

「迂う闊かつだった、な」

　浅海は船穂が阿主沙に特別な想おもいを抱いだきつつあることに気付いていた。あのおとなしい娘があそこまで無む邪じや気きに微笑ほほえんでいるのを見たことがなかったからだ。しかし阿主沙のいでたちと物もの腰ごしから、彼がどこかの高貴な出であるということは容よう易いに察することが出来る。孫娘の想いが悲ひ恋れんに終わることを感じていたのだ。

『……まったく、迂闊だな』

　阿主沙も浅海の言葉で気付く。

　自分の中にも船穂と同じような気持ちが芽め生ばえていたことに。




　何な故ぜ、船穂に惹ひかれたのだろう。

　素そ朴ぼくさ、可か憐れんさ、優やさしさ…確かにそうだ。しかしそれだけではないようなものを阿主沙は船穂から感じていた。それがなんであるかを考えていると、庭の隅すみでぼんやりと景色を眺ながめてる船穂を見つけた。

「……船穂殿」

　浅海の忠告を感じながらも、船穂の悲しげな横顔を見た途と端たん、阿主沙は思わず声をかけていた。

「阿主沙様。あの、先程は失礼しました。あの、私……」

「船穂殿のご家族は、浅海殿だけなのですか？」

「いえ、妹が一人、叔お父じの所に」

「ご両親は？」

「母は妹を産んで間もなく……。父は大蛇おろち退たい治じに行ったきり、帰ってきませんでした」

「大蛇？」

「あっ、いえ……」

　迂闊なことを言ってしまい、慌あわてる船穂。

「あの時、貴女あなたを襲おそっていた連中のことですね。そうでしたか。申し訳ない、思い出させてしまいましたね」

　自分も不ぶ躾しつけだったと気付いた阿主沙は言葉を繫つなげる。

「しかし、船穂殿のお父上は生きておいでだと思いますよ」

　大蛇が宇宙海賊の兵器であると知っている阿主沙は、船穂の父親が連中に捕とらえられているだけだと予想していた。この時代になると人間と変わらないアンドロイドやバイオロイドを安価に作ることは出来る。しかしそんな時代だからこそ銀河法で厳きびしく保ほ護ごされている未開惑星の知的生命の奴ど隷れいというのは、逆に希き少しよう価か値ちがあるのだ。そして海賊は商品価値があるものを無む闇やみに殺したりはしない。

　確信的な阿主沙の言い方に船穂は微かすかに笑顔を向ける。

「そうだといいのですが……」

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　そう言って勢いよく阿主沙は顔を近づけた。

「あっ、あの、阿主沙様の…ご両親は……、あっ、いえ、すみません」

　赤面しそうなのを必死で誤ご魔ま化かそうと話題を変えようとした船穂であったが、先程浅海に叱しかられたことを聞こうとしてしまったことに気付き、頭を下げる。

「……すみません」

「いいえ、構いませんよ」

　再び俯うつむいてしまった船穂を慰なぐさめようと、阿主沙は明るい調子で、だが船穂に違い和わ感かんを持たれないように呼こ称しよう等は慎しん重ちように作り話を交え、ゆっくりと自分の両親について語り出す。

　そしてそれは、阿主沙と船穂の住む世界の隔へだたりを、自分自身に言い聞かせる意い図とも含ふくまれていた。




　阿主沙の父、四よつ加が一かず樹きは銀河警察機構ＧＰギヤラクシーポリスの士官候こう補ほ生せいであった。彼は樹雷のＧＰ支部に赴ふ任にんして来た時に生しよう涯がいの伴はん侶りよとなるべき相手、柾まさ木き阿あ麻ま芽めと出会うことになる。一いつ介かいのＧＰ隊員と、樹雷の四大皇おう家けと呼ばれる柾木家の娘、それが阿主沙の父と母であった。




　強力な軍事国家であり国民のほぼ全てが戦せん闘とう要員の樹雷に、ＧＰという警備要員や機材、情報の補ほ充じゆうシステムなどは本来必要なく、実際、樹雷のＧＰ支部には事務要員と僅わずかな警備要員しかいなかった。しかしそれでも他の警備組織が樹雷の国内にいるということが、僅かではあるものの屈くつ辱じよくに感じる者達が樹雷の中にいることもまた事実である。

　その樹雷人達の気質がやがて赴任してくるＧＰ士官に、ある儀式（行事と言ってもいい）を生み出す結果となった。儀式の内容は簡単で、町で酔よっぱらいに絡からまれている女性を助ける、というものだ。絡まれている女性を無事逃がすことが出来れば合格になる。

　この儀式は公式のものではなく闘とう士し達の悪戯いたずらであるが、それでもこの儀式に合格出来なければ樹雷支部に赴任することは許ゆるされない。もちろん生なま身みで樹雷の闘士の相手になるはずもなく、この儀式は腕うでっ節ぷしを見るというより気き概がいを試ためすものである。

　しかしその強さが銀河中に知れ渡っている樹雷の闘士達相手に、儀式を合格出来る者はそうはいなかった。

　阿主沙の父もその日、儀式を受ける手て筈はずになっていたのだが、ちょっとしたアクシデントが起こる。やらせではなく本物の酔っぱらいに遭そう遇ぐうしてしまったのだ。

　相手が酔っていたこともあり、何とか女性を逃がすことが出来たものの、阿主沙の父は男達にいいようにやられてしまう。しかも周まわりの人間も例の儀式だろうと思っていた為、誰も助けようとはしなかった。

　そんな阿主沙の父を助けたのが阿主沙の母である。彼女はこの儀式の担当をした友人に誘さそわれて見物に行く途中だった。しかし友人に聞いた場所と違ったため確かく認にんをとってみたところ、それがアクシデントであることを知ったのである。

　酔った男達を軽くいなした阿主沙の母が、顔中アザだらけの阿主沙の父に言った。

「貴方あなた、何な故ぜ、銃じゆうを使わなかったの？」

「周りに人もいましたし、万が一にも相手に怪け我がでもさせたら……」

「まったく、貴方程度に撃うたれる間ま抜ぬけはこの星にはいないわ」

「はあ、それはそうなんですが」

「まあ、絡まれてた娘もちゃんと逃がすことが出来たし、合格ってところね」

「ありがとうございます」

「でも、もう少し鍛きたえたほうがいいわよ」

　呆あきれつつも阿主沙の父の意志を認みとめた阿主沙の母は、お詫わびの意味も込めて阿主沙の父に樹雷の武道を教えた。




「それで、お二人のお付き合いが始まったわけですね？」

「ええ、そういうことになります」

　船穂の問いに阿主沙は曖あい昧まいに頷うなずいた。実は阿主沙自身この辺の詳くわしいことは知らない。

　二人の馴なれ初そめも母と同じように樹雷から出しゆつ奔ぽんした母の兄、阿主沙の伯お父じが教えてくれたことであって、そんなことをわざわざ教えてくれる親もそうはいないだろう。

　少し割かつ愛あいしつつ、阿主沙は話を続けることにした。




　阿主沙の父が任期を終え故郷の星にあるＧＰに転任になった時、阿主沙の母は皇家の立場を捨てて阿主沙の父を追って行き、そして結ばれた。四大皇家である柾まさ木き家の娘の出奔ともなれば大事件かと思いきや、皇家としての立場を放ほう棄きすること自体は結構簡単で、皇家の証あかしである皇家の樹を樹雷の大地に根付かせればそれでいい。但ただしそうして皇家の立場を放棄した者の子し孫そんは、その者の皇家以外の三家の内の二家の承しよう認にんがなければ皇族として復帰することは出来ない。もちろん皇家を捨てたことにはかわりがないので、阿主沙の母は相当悩なやんだに違い。幼おさない頃ころの阿主沙はそう考えていたが、実のところ兄弟のような皇家の樹との別れを悩みはしたものの、皇籍を捨てることについては全く悩んではいなかった。

　元来、海かい賊ぞく民族である樹雷人は逞たくましい。見知らぬ異星での生活にもあっという間に馴れた二人はやがて長男である阿主沙を誕たん生じようさせる。

　ささやかではあるが幸せな家庭であった。




　それから八年。

　突とつ然ぜん、樹雷から阿主沙の母を訪ねて一人の女性がやって来た。樹雷四大皇家の一つ神かみ木き家の瀬戸、その人である。

　それが阿主沙と瀬戸の初めての出会いでもあった。阿主沙の母は瀬戸の弟で子しであり友人だったのだ。

　瀬戸は阿主沙を柾木家の次期当主として迎えたいと申し出てきた。阿主沙の母が皇家から出た後、様々な事情が重なり柾木家に有力な跡あと継つぎがいなくなった為である。阿主沙の皇家復帰は瀬戸の神木家、現樹雷皇の天木家、竜木家の三家一致で了りよう承しようされていると言う。

　しかし阿主沙は樹雷へ行くことを拒こばんだ。八歳の少年に両親から離れろというのは多少無理があるかもしれないが、阿主沙の両親としてみれば恩おん義ぎある柾木家のためにという気持ちがあったのも事実である。両親が幾いく度どとなく説せつ得とくをしたが阿主沙は頑がんとして首を縦たてに振らなかった。今の生活に満足していたということの他に、もう一つ大きな理由があった。

　一度皇家を捨てた阿主沙の母は樹雷へ戻もどることが出来ない。もちろん規則通りに承認が下りればそれも可能であったが、今回は阿主沙のみで彼の母は皇家への復ふつ帰きは許されてはいなかった。阿主沙の中にはそういう樹雷への反発もあったのだ。

「お前達なんか嫌きらいだ！　帰れ!!」

　阿主沙は、やって来た瀬戸を睨にらみ付けながら怒ど鳴なった。

「あら、元気がいいわね」

「うるさい。帰れって言ってるんだ!!」

「クスッ。おお、怖こわい怖い」

　その様子を見ていた阿主沙の母は、ため息と共にポツリと呟つぶやく。

「これで阿主沙は逃げられないわね」

「これで？　樹雷で一度決定されたことなんだから、どちらにせよ逃げられないんじゃないのかい？」

　阿主沙の父が聞いてきた。

「瀬戸様はそういう一方的な決定事をする方ではないわ。阿主沙の意い思し次第だったんでしょうね、でも……」

「でも？」

「でも瀬戸様は、ご自分が気に入ったものは、必ず自分のものにするわ。多分、阿主沙の方から行くって言い出すように仕向けるわね」

「阿主沙のことを？　あれで？　思いっきり怒ど鳴なりつけられて、怒ってらっしゃるんじゃないのか？」

「思いっきり面おも白しろがってるわ。瀬戸様はそういうのがお好きなのよ」

　阿主沙の母が言った通り、その後も瀬戸は暇ひまを見つけては阿主沙の元を訪れたが、別に説得をするでもなく、ただ阿主沙の膨ふくれっ面つらを見て笑っているだけである。そして阿主沙はそれを見てさらに膨れっ面になるのであった。

　とにかく瀬戸は阿主沙をわざと怒らせている節ふしがあった。スクールの父兄参観があれば親だと言って現れ、寝てると枕まくら元もとに座すわって一晩中無言で見つめている。一緒に風ふ呂ろに入ろうとする、阿主沙のおやつを取る、くすぐる、キスする、追いかけ回す。

　もはやただのイジメっ子だ。

「瀬戸様ァ……母親の楽しみを取らないで下さい～～」

「うるさいわね、あなた達は次のを作りなさい。阿主沙ちゃんはもう私のよ」

　瀬戸の嫌いやがらせ…もとい、可愛かわいがりにますます拍はく車しやがかかり、阿主沙の顔はますます膨ぼう張ちようしていった。

　しかし気に障さわるというのは気にしているということと同義語である。瀬戸の存在が阿主沙の中で大きくなっていることを、まだ幼おさない彼は気付くことはなかった。




　そんなある日。

　阿主沙達の住むコロニーに大がかりな海賊の襲しゆう撃げきがあった。

　コロニーが隕いん石せき群にある資源回収のプラントを兼かねた物だった為、海賊達がその資源を目当てに襲来して来たのである。コロニーの性格上、かなりの戦力が配備されてはいたものの、相手の海賊達はそれを上回る大だい規き模ぼな戦力を投入してきた。戦力差にもかかわらず阿主沙の両親に指し揮きされているコロニー軍は善ぜん戦せんした。しかし圧倒的な火力の違いは戦局を変えるまでには至らず、ついにコロニー内への侵しん入にゆうを許してしまう。

　その時、一〇歳の阿主沙は、コロニー内部にある自じ警けい団だんとは別に海賊達と戦っていた。

　一いつ般ぱん市民が避ひ難なんしている場所を襲おそう海賊達は、自警団の主力を正面に集中させその隙すきに後ろから挟きよう撃げきしようとしてくる。なんと阿主沙はその部隊を相手に一人で戦いを挑いどんだのだ。両親はコロニーの外で海賊の艦隊と戦っている、あてには出来ない。

　一〇歳とはいえ樹雷の皇族であった母の手ほどきを受けた阿主沙は、何とか海賊たちの攻撃を防いでいた。相手の油ゆ断だんもあったし、瀬戸との追いかけっこが戦闘に応用出来たのも幸いしていた。しかし自警団が正面より襲しゆう来らいした海賊たちに突とつ破ぱされ、阿主沙は完全に孤こ立りつしてしまう。最後まで諦あきらめずに戦った阿主沙であったが、主力部隊に挟撃を受けてしまえば一〇歳の少年にはどうすることも出来なかった。

「まさかな、こんなガキ一人にいいようにされてたなんて」

　海賊達に捕つかまった阿主沙は、幾いく度どとなく暴行を受ける。

　その時の阿主沙の心は、死の恐きよう怖ふに怯おびえていた……わけではなく、コロニーの人々を守れなかったという自じ責せきの念に駆かられていた。

　もっと力があったら、こんな奴やつらの好きにはさせないのに。

　もっと力があったら、みんなを守ってあげられたのに。

　身体中の痛みより悔くやしさの方が勝まさっていた。だから弱よわ音ねは吐はかない。そしてそんな阿主沙の態度は、海賊達の気分を逆さか撫なでする結果となった。

「生意気なガキだ……」

　数人の海賊がホルスターから銃じゆうを抜いて構かまえる。

　死神が阿主沙の首に鎌かまを当てた。

　その時。

「その子はあなた達の汚きたない手で触さわっていい子じゃないわ」

　阿主沙を取り囲む海賊達の前にそう言って転送してきたのは、神木瀬戸であった。とても戦闘中とは思えないほどの優ゆう美びな仕し草ぐさで、一歩、二歩と阿主沙に近づいて来る。

「な、何しに来たんだ。逃げろよ、クソババア」

「あら、心配してくれるの？」

　阿主沙にクソババアと呼ばれると、瀬戸は嬉うれしそうに笑う。

　美しい瀬戸を目の前にした海賊達が嫌いやらしい目つきで取り囲んできた。彼女に何をしようとしているかすぐに分かる。ズボンに手をかけようとしている者さえいた。しかし海賊達は一つだけ見落としているものがある。

　それは瀬戸の着ている衣い装しようが、樹雷皇族の正装であるということだ。

「逃げろったら、クソババア！」

　叫ぶ阿主沙に海賊の一人が蹴けりを入れる。体重の軽い阿主沙は二、三度転ころがって痛みと悔くやしさの入り交じった呻うめき声を漏もらす。

「汚い手で触るな、そう言ったはずよ」

　瀬戸の雰ふん囲い気きが一変した。瀬戸から放出される強きよう烈れつな『気』を感じた阿主沙は、性的な快感と共に鳥とり肌はだを立たせる。

　下げ劣れつな笑い声を上げつつ海賊の一人が瀬戸の胸に触さわろうとした…その瞬間、爆発が起こったように海賊達が弾はじき飛ばされた。

　コンマ数秒の間に近くにいた海賊達が斬り倒される。それと同時に空にいくつもの爆発の光が輝かがやき、悲鳴にも似た通信が目の前の海賊達のレシーバーから流れてきた。

『光の帆ほが…あれは樹雷の船です！』

「投とう降こうなさい」

　自分を取り囲む数百人の海賊達に瀬戸は静かに告げる。その言葉には強烈な威い圧あつ感かんが含ふくまれていたが、海賊達は誰だれ一人としてそれに気付くことはない。

「たった一人で何が出来るかよ」

「へへっ、樹雷の皇族を捕つかまえられりゃ……」

　海賊達が一いつ斉せいに瀬戸に銃を向けた。

『……！　何を。馬ば鹿かかこいつら!!』

　瀬戸の『気』を感じた阿主沙が恐怖に身を硬かたくする。この少年一人だけが目の前にいる人物が怪かつ物ぶつであることに気付いていた。

「クスッ」

　瀬戸が小さく笑う。
















　海賊達には瀬戸が消えたように見えたであろう。阿主沙にも僅わずかに揺ゆらめきしか見えなかった。何が起こったのか正確には分からない。

　だが数分後には、その場にいた数百人の海賊達は全て昏こん倒とうさせられていた。

　倒された海賊達の中に立つ瀬戸は衣服の乱れもそして息一つ乱しておらず、穏おだやかな表情で阿主沙を見つめている。

「よくやったわね」

　いつもの瀬戸と雰囲気がまったく違う。おびただしい数の海賊達の中に立つその強烈な美しさ、猛たけ々だけしさに阿主沙は震ふるえた。

　恐怖ではない、樹雷の血が滾たぎっているのだ。

　阿主沙の瞳ひとみに涙が滲にじむ。自分が願っていたことを目の前で行われ極度に興こう奮ふんしていた。

「……俺おれも強くなりたい。母ちゃんや、みんなを守れるくらい」

「本気でそう思っているなら、私と一緒にいらっしゃい」

　阿主沙に手を差し伸のべる瀬戸。しかしそこにも強烈な威圧感があった。

　常人ならば立つことはおろか目を合わせることも出来ない程の圧倒的な威圧感を真正面から受けつつ、差し出された瀬戸の手を阿主沙は必死の思いで摑つかむ。

　それは樹雷行きの承しよう諾だくを意味していた。

　阿主沙の母が言った通り、瀬戸は阿主沙に自ら樹雷に行くと言わせたのである。




　海賊の艦かん隊たいは瀬戸の水み鏡かがみ（瀬戸の皇家の船）によって機関部のみを破は壊かいされただけであった。但ただし非武装船を盾たてにしたり攻撃しようとしたものは容よう赦しやなく破壊されていた。光こう鷹おう翼よくを持つ水鏡に海賊の戦艦がいかほどの役にも立つはずがない。戦闘能力の差は圧倒的である。コロニーに入り込んだ海賊は駆けつけたＧＰに全員逮たい捕ほされて戦いは終わった。

　コロニー軍の勝利であった。







　　　船ふな穂ほ







「……こうして私は樹じゆ雷らいへと行くことになったのです」

「そうだったのですか。クスッ…でも、クソババアだなんて」

　目を細めて笑う船穂であったが、その微笑ほほえみはどこか悲しげであった。

「私も今は武者修行の身。皇おう家けからは束そく縛ばくされぬとはいえ、いつまでものんびりしていては、そのクソババアに何を言われるか分かりませんからね」

　冗じよう談だんめかして言う阿あ主ず沙さは、真ま面じ目めな顔つきで船穂を見つめる。

「もう数日ご厄やつ介かいになったら、また旅立とうと思っています」

「そう、ですか……」

　俯うつむく船穂の横顔が阿主沙の胸を締しめつけた。

『私はいつまでもここに留とどまる訳にはいかない。……これでいいんだ』

　阿主沙は心の中で自分に言い聞かせる。自分の過去を話すことで船穂との隔へだたりは弥いやが上にも感じていたし、浅あす海みの忠告にも素す直なおに同意出来た。しかしそれは理性という檻おりの中での結論であって、その中にいる感情は激しく抵てい抗こうを繰くり返している。

『これでいいんだ。これで』

　心の中で何度も念じる阿主沙の瞳ひとみに、船穂の寂さびしげな顔が映った。

　せめてそれだけでもなんとかしてやりたい。素直に思う。

「……そうだ、これを」

　阿主沙は今まで看かん護ごしてくれたお礼だと言って、一いつ対ついの櫛くしを差し出した。マーブル状に紫むらさきの樹じゆ液えきの宝石の入った、皇家の樹で作られた櫛である。

「綺き麗れい……。でもこんな高価な物を……」

「そんなに大たい層そうな物ではないんだ。それは私の手て彫ぼりだし、材料にしても私の土地ではよくある物で特別な物ではない。だから気にしないでくれ。今の私にはそんな物しかお礼は出来ないんだが、よかったら……」

　それ以上言葉を続けようとはせずに阿主沙は船穂に櫛を手渡した。それ以上話していたら自分の感情を押おさえられないかもしれない。自分が手渡した櫛を両手で大事そうに抱かかえている船穂を観みているだけでも、そうなってしまいそうだ。

「未み熟じゆく者もの」と横目でせせら笑うクソババアが見えたような気がした。

　その時である。

　空気を切り裂さく音が聞こえ、二人のいた場所から三〇メートル程離れた所にある神社に白しら羽はの矢が撃うち込まれる。

「動かないで！」

　船穂をかばうように辺あたりを警けい戒かいする。

　だがそれ以上、矢が飛んでくることはなく村は本来の静けさを取り戻した。

　矢を見つめる船穂の肩が微かすかに震ふるえていること以外は……。




「阿主沙様、すぐにこの村から立ち去って下さい」

　社しや務む所しよで阿主沙を待っていた浅海は開口一番そう告つげる。その表情はこれから起こることを暗示しているかのように暗く、また船穂も祖父と同じ表情をしていた。

「あの矢は、船穂殿どのを襲おそっていた者達の仕し業わざではないのですか？」

「その通りです。ですが山賊達だけではなく……」

「と言うと？」

「いや、知らぬほうがいい。知らぬほうが貴方あなた様のためです」

「お願いします、お聞かせ下さい」

　強く訳を問う阿主沙の熱意に押され、浅海はついに重い口を開き始めた。

　浅海の話を要約すると以下のようになる。

　一年程前から山の奥地に巨大な八や岐またの大蛇おろちが現れ、その使者であるという山賊達から財宝や娘を寄よ越こせと要求を突きつけられるようになった。始めは反発した村人はもちろんのこと、討とう伐ばつ隊たいの武士達も山に入ったのだが、それっきり戻もどらず、やがて八岐の大蛇の祟たたりを恐れた人々は次々と村を離れてしまう。

　しかし浅海は神社を守る為ためここに残った。

　浅海は息子むすこと船穂を含ふくめ二人の孫まご娘むすめと一いつ緒しよに暮らしていたが、息子──つまり船穂の父も討伐隊に参加したきり帰って来ず、船穂のまだ三歳の妹は船穂の叔お父じ夫婦に預あずけられている。船穂もそこへ行くようにと浅海は諭さとしたが、祖父が心配でどうしてもここに残ると言い張り何ど処こへも行こうとはしない。

　さすがに人がいない村に大蛇からの要求はなく、平へい穏おんな日々が暫しばらく続いた。

　しかし船穂が襲われたことでいつかこの日が来ることを浅海は悟さとっていた。白しら羽はの矢は八岐の大蛇がその家の娘を生いけ贄にえとして求める合あい図ずなのだ。

　そこまで言うと、浅海は船穂を静かに抱きしめる。

　船穂が大蛇の生贄にされるのは今こ宵よいであると書かれていた。別れの時が刻一刻と近づいてきている。

「分かりました。私が行って、その大蛇とやらを退治しましょう」

　悲ひ痛つうな面おも持もちでいる二人に向かって阿主沙はそう提てい案あんした。

　八岐の大蛇と山賊は、未開の惑わく星せいから財宝や奴ど隷れいを略りやく奪だつする宇宙海賊だ。神か我が人とより受けた傷もマスターキーからのバックアップを受けてほとんど完かん治ちしている。

　まあ、阿主沙にしてみれば船穂の飲ませてくれた薬草が効きいたのだと、そう思う気持ちが強かったのだが。

　しかし阿主沙の素す性じようを知らない浅海と船穂は、その提案に驚おどろくことしか出来ない。

「止やめてください、阿主沙様」

「その通りです、大蛇に殺されてしまいます！」

「こう見えても私には武術の心得があります。任まかせて頂けませんか？」

「阿主沙様がお強いのは、助けてもらった時に見て知っております。ですが……」

　潤うるんだ目で阿主沙を見つめる船穂。彼女とすれば阿主沙を信じたい気持ちもあったが、それ以上に阿主沙を失うことを恐れていた。自分が犠ぎ牲せいになって、それで阿主沙様が助かるのであれば…そう思ってしまうのが船穂なのだ。

　だが阿主沙は断だん固ことして大蛇退治に行くと言う。その気持ちが嬉うれしくもあり悲しくもある船穂であった。

　数時間後、最後の晩ばん餐さんというわけではないが三人は揃そろって食事をした。阿主沙は思い沈んでいる浅海と船穂の二人に再三再四心配いらないと告げる…が、やがて睡すい魔まに取り憑つかれたように机に突つっ伏ぷしてしまった。

　阿主沙を引き止める為に浅海と船穂が食事に眠り薬を混ぜていたのだ。

「申し訳ありません、阿主沙様……」

　眠っている阿主沙の頰ほおに船穂の瞳ひとみから流れた雫しずくが当たる。そしてその涙を拭ぬぐった船穂の手の温ぬくもりを阿主沙は感じていた。

『前にもこんなことがあったな…そうか、あの時だ……』

　それは八年近い前の記憶──魅み月つきを連れ出そうと庭園に忍しのび込んで瀬戸に気き絶ぜつさせられた時だ。あの時も今日の船穂と同じように魅月の押し殺した泣き声と、頰に触ふれる温あたたかい手の感かん触しよくがあった。

『やはり、似ている……』

　阿主沙が眠ったことを確かく認にんした浅海は、床とこの間まに飾かざられていた刀を取り愛いとしい孫娘を見つめる。

「船穂、大蛇の元へは私が行く。阿主沙様は小一時間程で目を覚さますはずだ。そうしたら阿主沙様と共にこの地から出来るだけ離れろ。よいな？」

　浅海の言動から、祖そ父ふが死ぬ覚かく悟ごを決めていることに気付いた船穂が、阿主沙の枕まくら元もとから立ち上がって抱きつく。

「駄目です。行かないで下さい、お爺じい様！　生いけ贄にえは私のはず。行けば必ず…うっ！」

　船穂は最後まで言葉を続けることは出来なかった。浅海が自分を止めようとする孫娘に向かって当て身を放ったからだ。崩くずれる船穂の身体からだを抱きしめた浅海は阿主沙の横に寝かしつけ、頰にかかった髪を払はらってやる。

「すまぬ、船穂……」

　しばし見つめていた後、浅海は立ち上がり傍かたわらで眠っている阿主沙に告げた。

「阿主沙様、孫をお頼みしますぞ……」

　浅海が静かにその場を後にした時、阿主沙はゆっくりと目を開けた。多少の眠り薬なら樹じゆ雷らいの闘とう士しには効きかない。それでも寝たふりをしていたのは、二人が自分のことを思っていてくれたことに対する感謝の気持ちと、血の繫つながった祖父と孫娘との別れの時間を部外者である自分が邪じや魔まするわけにはいかないと感じた為だ。

『浅海殿の願ねがい通りに、このまま船穂殿を連れて行けば……』

　横にいる船穂の寝顔を見ながら一瞬ではあるがそういう考えが頭を過よぎる。

　しかし、慌あわててその考えを阿主沙は振り払った。

『……何を馬ば鹿かなことを！　私は何のために両親と別れて樹雷に来た。皇になりたかったからか？　そうじゃない。私が海賊達に銃じゆうを突きつけられた時に何を感じたか思い出せ』

　そう、それは。

　強くなって、みんなを守りたいという気持ち。

『今なら、それが出来る。出来るはずだ！』

　ガバッと起き上がった阿主沙は、船穂に簡単な置き手紙を残して浅海の後を追う。常人を遥はるかに超こえた速度で獣けもの道みちを走りつつ、懐ふところからマスターキーを取り出す。

「司じ仕じ委い、聞こえるか？」

　言いながら精神を集中させ封ふう印いんしていた司仕委の本体の結けつ界かいを解とくと、直すぐさま連れん絡らくが返ってきた。

『若ッ！　一体今まで……』

「説教は後でゆっくり聞いてやる」

　先を急ぎつつも阿主沙は今までのあらましを司仕委に説明する。

『むむむ。何という…お任まかせ下され、敵てき艦かんは霧きり封と殿どのがストーミングを破って探知済みです。その下げ衆す共どもに目にものを見せてくれましょうぞ』




　白羽の矢にくくり付けてあった手紙の指定した場所に浅海が着いたのは、もう真夜中であった。辺りは静まり返っており誰もいる気配がない。いや違う、動物達の声が聞こえないということは、彼等が怯おびえる何かが近くにいるということだ。

　浅海がそう感じた時、森の中に赤い目が幾いくつも光ってゆっくりと近づいて来る。

　まさしくそれは八や岐またの大蛇おろちであった。

　時とき折おり不気味な機械音が響ひびくが、それが何であるかこの時代に生まれた浅海に分かるはずもない。彼の目には伝説の怪かい物ぶつとしか映ってなかった。

　八本の首を幾いく重えにも揺ゆらしながら大蛇が話しかけてくる。

『イケニエハ、ドコダ。ドコニイル……』

　並の人間なら大蛇の姿を見ただけで腰こしを抜かしてもおかしくはない。だが一人になっても村を守り抜こうとした気き丈じような男は、笑えみを浮かべてこう言い放った。

「ふはは。孫娘は阿主沙様と共にお前の手の届かない所へ行ったわ。残念だったな」

　そして刀を抜き大蛇に斬きりかかった。

　怒いかりの雄お叫たけびを上げ大蛇も浅海に襲おそいかかる。だが浅海はその年に似合わぬ素す早ばやさで攻こう撃げきを避さけつつ、大蛇の首の一つに刀を振り降ろした！

　キィィンというかん高い金属音がしたと思うと、浅海の持っていた剣けんが根元から折れていた。相手が生き物としての大蛇であれば首を斬り落とす程の威い力りよくある一いち撃げきだが、剣の代だい償しように手に入れたのは、大蛇の首の所の鱗うろこが剝はげた場所から鈍にぶく光る金属だけであった。

「化け物めがっ！」

　得え物ものを失った浅海は大蛇から後退して距離をとる。常識的に考えて大蛇の攻撃は接近戦のはずだ。相手の攻撃を見み極きわめようと浅海は考えた。

　しかし大蛇の正体は宇宙海賊のロボットである。浅海を追おうともせずにその首を向けて巨大な口を開く。その奥にはビームの発はつ射しや口こうが備えつけられていた。

　浅海にターゲットをロックしてビームが放たれる！

「なんじゃ……!?」

　驚おどろく声すら最後まで言うことも出来ない程早く、浅海はビームに包まれた。

　いや包まれていない。ビームは四し散さんしていた。

　まるで驚いている風に大蛇の咆ほう哮こうが木こ霊だまする。

　なんと、浅海の前には光の翼つばさ── 光こう鷹おう翼よくが光っていたのだ!!

「なんだ、あの光は!?」

　そう叫んだのはコクピットで大蛇を操そう作さしていた海賊達の頭かしらである。発展途と上じようの地球にあるはずのない科学力を見せつけられ慌あわてているのは、衛星軌き道どう上の母ぼ艦かんでモニターしていた海賊達も同じであった。

「なんだ、何が起こってるんだ!?」

　海賊達がその答えを見つけ出せない内に光の筋すじが一いつ閃せんし、大蛇の首の一つが斬り落とされる。誰が何をやったかすら分からなかった海賊の頭は、探知システムを全開にして目標を捜さがすものの、それを捕とらえることは出来ない。

「小型のストーミング装そう置ちでも持っているのか、糞くそっ！」

　微かすかにシステムが反応した箇所を見つけた頭は、その一点にビームを集中させた。しかしその攻撃も空むなしく、大蛇の首が次々と斬きり落とされる。

「探知しているのは残像だというのか!?」

　大蛇を攻撃し、森の中をまるで何もないかのように高速移動しているのはマスターキーの光剣を構えた阿主沙であった。

　樹雷星は木々の茂しげる星。そう、樹雷星武技の極ごく意いたるものは、茂った木々の中に入り組んだ障害物の中の戦闘でこそ、その真しん髄ずいを発はつ揮きするのだ。大蛇の高性能探知システムをもってしても阿主沙の残像しか捕らえることは出来ない。それほどの疾はやさで阿主沙は移動していた。

　阿主沙はマスターキーから伸びた光剣を振るい、次々と大蛇の首を破は壊かいする。

　一本の首と胴どう体たいだけにされてしまったロボットは、本物の大蛇のようにのたうち回り、やがて動かなくなった。

　その様さまを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた浅海の元に阿主沙が現れる。

「……あ、阿主沙様！」

「約束を破って申し訳ありません、浅海殿」

　そう言って阿主沙はニコリと微笑ほほえむ。

「貴方様は、一体、何者なのですか？」

「私はただの旅人です。そうただの……」

　しかしそれで戦いが終わったわけではなかった。

　林の奥から微かすかな少女の悲ひ鳴めいが聞こえたのだ。知覚能力が発達した樹雷の闘とう士しである阿主沙だからこそ聞き取れるその声の主ぬしは……。

「……船穂殿！」

「何が起きたのですか、阿主沙様？」

「申し訳ありません。またしても私が軽けい率そつな行動をとってしまったようです。船穂殿が奴やつらの手に……」

「なんですと!?」

　二人は大蛇の横にいつぞやの山賊に化けた宇宙海賊が、船穂に銃を突きつけ立っているのを見た。

『娘の命が惜おしかったら出て来い！』

　拡かく声せい器きを使っているのか林中にその声が響き、阿主沙の聴ちよう覚かくには必死に痛いたみに耐たえている船穂から微かすかに漏もれる声が聞こえてくる。

「船穂殿！」

　いても立ってもいられず海賊達の元へ向かおうとする阿主沙を浅海が制した。

「行ったら殺されます」

「いえ、守ってみせます。ここで守らなければ、なんのために私は樹雷に来たのか分からなくなります！」

　止める浅海を振り切って阿主沙は海賊たちの前に姿を現した。

「阿主沙様っ！」

　感かん極きわまったのか、涙を流す船穂に阿主沙はニコリと微笑ほほえんだ。

　そんな阿主沙を見た海賊達はただただ驚いていた。大蛇ロボットを倒したことから考えても、相手は戦闘用機動スーツを身につけた兵士か戦闘用ロボットと思っていたのだ。それがただの生なま身みの男に倒されたとは信じられない！

　そんな中、ただ一人だけその事実を冷静に受け止めていたのは海賊達の頭かしらである。

　頭は阿主沙のいでたちを見て樹雷の人間であると推すい察さつしていた。最初に浅海を倒そうとした時に使われたシールドは、樹雷の皇おう族ぞくにしか使えない光鷹翼ではないのか？　もしそうであるなら生身で大蛇ロボを打ち倒したことも納なつ得とくがいく。

　怯おびえる船穂を横目で見つつ、海賊の頭が阿主沙に訊たずねた。

「貴様、樹じゆ雷らい皇おう家けの縁ゆかりの者か？」

「いかにも、私は樹雷皇家皇太子、柾まさ木き阿主沙……」

　阿主沙の正体を知った海賊達は狂きよう喜きした。阿主沙を捕とらえれば莫ばく大だいな身みの代しろ金きんはおろか、樹雷最高機密たる樹雷の皇家の樹をも手に入れられるからだ。

「ははは。こんな辺へん境きようでまさに光り輝かがやく宝を見つけたようだぜ。皇太子さん、あんたの身み柄がらはこの娘と俺おれ達の船にいる人質と引き換かえってことでどうだい？」

　海賊の一人が船穂の髪かみを摑つかんで阿主沙に見せつける。痛みに顔をしかめる船穂の表情を見た阿主沙は海賊達を睨にらみ付けた。

「その人はお前らの汚きたない手で触さわっていい方かたではない」

　言ってから阿主沙は気付く。あの時──海賊にコロニーが襲われて窮きゆう地ちに立たされた時と場面が似ていた。今は自分がクソババアの役回りであったが。

『あの時は何もできない子供だった。……それにしてもこういう連中はいつもやることは同じだな』

　思わず苦笑してしまう阿主沙である。

「逃げて下さい、阿主沙様！」

　船穂の悲ひ痛つうな声が響く。

　そんな船穂に阿主沙は微笑ほほえむ。あの時の瀬戸と同じように。

「心配して下さるんですか、ありがとうございます、船穂殿」

　今度は意識して言葉も似せてみた。そして海賊達を睨にらむ。今の自分にあの時のクソババア程の『気』が放出されているだろうか。

「……投とう降こうしろ」

　立場がまるで分かってないような阿主沙の態度に海賊達がいきり立ち、罵ば声せいを飛ばしながら迫せまってくる。だが立場が分かってなかったのは海賊達の方だった。

　海賊の一人が阿主沙に辿たどり着く瞬しゆん間かん、空が瞬またたく！

　ほんの数秒の間だが、まるで昼間のような明るさが続いた。

「な、何が起こった!?」

　眩まぶしい光に目を当てられ視し界かいがぼやけている海賊の頭が叫ぶと、彼の持っていた通信機から連絡を知らせるコール音が響く。

『貴様らの船は樹雷皇家皇太子の船であらせられる霧きり封と殿どのによって完全に制止した。銀河法に基づいて貴様たちに降こう伏ふくを勧かん告こくする……』

　聞こえてきたのは司じ仕じ委いの声であった。衛星軌き道どう上にいる海賊達の船を霧封と共に制圧したのだ。

　またそれとは別にマスターキーを介して司仕委が阿主沙にも通信を送ってきた。

『若、船穂様のお父上は無事救きゆう出しゆついたしました』

「そうか……」

　ほんの数分で自艦が占せん拠きよされたことを知った海賊の頭かしらは、慌あわてて最後の人質である船穂を盾たてにしようとする。が、船の方に気をとられた僅わずかの隙すきに船穂を捕らえていたはずの手下達は全員昏こん倒とうさせられており、人質の姿はどこにもない。

「どういうことだ!?」

　見ると自分を背にして手に手を取り合っている阿主沙と船穂の姿があった。

「……ご、ご迷めい惑わくをおかけしまして申し訳ありませんでした、阿主沙様」

「貴女あなたも無茶な人だ。一人で追いかけて来るなんて」

「置き手紙を読んでいてもたってもいられなくなったのです。お爺じい様と阿主沙様がいなくなると思ったら、私、私……」

「申し訳ない。また悲しい思いをさせてしまいました。ですが喜んで下さい。船穂殿の父上は無事だそうです」

「ほ、本当なのですか？」

「間違いありません」

「……あ、ありがとうございます。阿主沙様ぁ！」

　泣きながら船穂は阿主沙の胸に飛び込んだ。父と祖そ父ふが生きていたことで気が昂たかぶっていたのかもしれないが、鎌かま倉くら時代の一四歳の少女にとって、その行こう為いは告白にも等しい。そしてそのことが分かっている阿主沙は、少女の勇気にためらいつつ背中に腕うでを回した。

　……全ての危機が去ったかのような状じよう況きように惚ほうけていた海賊の頭は、それが阿主沙の余よ裕ゆうの態度だと知ると、怒いかりに我を忘れて走り出し、大蛇の胴どう体たい部分と最後の首を鬼き人じん型のロボットに変形させる。

「き、ききき、貴様ぁ！」

　鬼人ロボが立ち上がり、阿主沙に向かって歩き出す。

　船穂を抱きしめながら、クスッと阿主沙が笑った。

　あの時の瀬戸のように。

　すると一歩足を踏ふみ出した途と端たん鬼人ロボはバラバラになり、乗っていた海賊の頭が阿主沙の前に転ころがってくる。

「あ、ああっ……」

　失しつ禁きんしそうな程に怯おびえている海賊の頭に向かって阿主沙が冷ややかに言った。

　船穂殿の父上が無事だったから、貴き様さまの命を助けたのだと──。




　海賊船から救出した船穂の父親達は時間凍とう結けつをかけられていたため、捕つかまった後の記き憶おくが欠けつ落らくしていたのは幸いであった。しかし海賊達によって施ほどこされた色々なマインドコントロールを解とくためには、暫しばらく占せん拠きよした海賊船での治ち療りようが必要である。阿主沙は捕とらわれた人達の救出が済すみ次し第だい、再び旅に出るつもりでいた。

　しかし。

　あれから数日が経たったというのに、阿主沙は未だ浅海宅に滞たい在ざいしていた。

『若。そろそろ旅立たれませんと、未開人との必要以上の接せつ触しよくは……』

「分かっている。だが船穂殿の父親の治療が済むまではここを動けまい？」

『それはそうでございますが……』

　何らかの理由付けをして阿主沙は地球に留とどまろうとする。それは司仕委への言い訳ではなく、自分を納なつ得とくさせる為ためのものであった。理性では割り切ったつもりでも、やはり感情は誤ご魔ま化かせない。海賊との戦いで船穂を抱きしめたことが、さらに想おもいを断たち切れない要因になったことは言うまでもなかった。

　だがここにいつまでも留とどまるわけにはいかないことも自覚している。せっかく揃そろった家族を引き離し、船穂を樹雷へ連れて行くことは出来ない。

　寿じゆ命みようのまだ数十年しか確かく保ほできない地球人にとって、宇宙での生活サイクルは余りにも長すぎた。樹雷に船穂を連れて行けば生体強化と延えん命めい調ちよう整せいの術を受けさせられるが、地球に残った家族にそれを施ほどこすことは不可能である。

　そしてそれは、船穂が家族との永遠の別れを意味するのであった。

『魅み月つき、私はどうすれば……』

　悩なやみ続ける阿主沙に答えは出ない。




　だがそんな時に事件は起こった。

　一人山道を歩いていた阿主沙の元に海賊の兵士が現れたのだ。

「樹雷皇家皇太子、阿主沙殿ですな？」

「残党というわけか。性しようこりもないとはこのことだな」

「申しわけありません」

「今ここでやるのか？」

　阿主沙は懐ふところに手を入れてマスターキーを摑つかんだ。

「まさか、樹雷皇家皇太子殿と私如ごときでは戦いになるはずもありません。ですが、貴方あなたの大切な方は私達が預あずからせて頂きました」

「何っ!?」

「我々の要求はお分かりですね？」

「……分かった。降こう伏ふくする」

　淡たん々たんとした会話を続けながらも、阿主沙は己おのれのふがいなさを激しく恥はじていた。仲間の海賊達がどこかにいたのだ。みんなを守る強さを手に入れたはずなのに、現実はそこまで甘くない。まだまだ未み熟じゆく者ものであることを痛つう感かんさせられた。

　海賊は阿主沙に近づいて手を伸ばす。

「よろしければ、マスターキーを渡して頂けませんか。……知ってますよ、マスターキーを介かいして船の力を使うことが出来るということくらいは」

　マスターキーを手渡しつつ阿主沙が言う。

「樹雷へスパイを送り込めるということは……、さしずめシャンクギルドか？」

「はい。お察さつしの通りです。阿主沙殿の疑問が氷ひよう解かいしたところで、こちらへご同行願えますか？」

　海賊一人を打ち倒すことなど造ぞう作さもないことであったが、人質をとられている以上手出しは出来ない。阿主沙は海賊に言われるまま転送装置で海賊達のシャトルに送られ、海賊艦かん隊たいに向けて発進した。

「私をどうするつもりだ？」

「現実的に考えると樹雷側との取り引きに使うことになりますね」

「私は武者修行中の身だ。その生死は樹雷が関かん知ちするところではないぞ」

「そうですか。しかし、このような形での交こう渉しようなら、樹雷の対応も変わってくると思っているのですが、違いますか？　樹雷は血けつ縁えんという力に支えられている社会、貴方を放っておくとは思えません」

「血縁でも全員仲がいいとは限らないさ。殴なぐり飛ばしたい奴やつもいる」

「お喋しやべりはこのくらいにしましょう。船の力がなくなっても貴方個人の力は我々にとっては脅きよう威い以外の何物でもありませんから」

　厳げん重じゆうなる警けい備びに守られながら海賊の兵士が手で合あい図ずすると、ゲートが開いてカプセルが現れた。

「捕ほ虜りよ拘こう束そく用の時間凍とう結けつシステムか」

「ご安心下さい。貴方あなたにマインドコントロールをするつもりはありません。もっとも生体強化された樹雷皇族にそのようなものは効きかないことは分かっておりますが。樹雷側との交渉が終わるまで、ここでお待ち下さい」

　兵士に促うながされた阿主沙は、反抗の意思を示すことなくカプセルの中にその身を横たえた。

「次に気がついた時には樹雷星です。暫しばらくのご辛しん抱ぼうを……」

　カプセルのシャッターが閉まると同時に阿主沙の時間が静止する。姿勢を崩くずさずに目を開けたまま横たわっている阿主沙は、人間という名の精せい巧こうな美術品のようだ。

　海賊達は阿主沙から奪うばったマスターキーも厳げん重じゆうに封ふう印いんし、船と阿主沙の繫つながりを断たった。

　そうして初めて重火器が搭とう載さいされている霧封の外装部分を、コア・ユニットと切り離して武ぶ装そう解かい除じよを行う。

　このようにして、海賊達は完全に阿主沙と霧封を手中に納おさめたのだ。

「ふはは。無敵の樹雷の皇太子もこうなっては手も足も出ないな」

　カプセルの中にいる阿主沙に向かって海賊の一人が声をかけてくる。

　無む論ろん、阿主沙は反応を示さない。

　しかし。

『……ふん。船穂殿の父上達の治ち療りようを行っている海賊船はそのままか。霧封と私を手に入れて浮かれているようだな』

　なんと時間凍結が行われているというのに、中にいる阿主沙は通常時間での意識を保っていた。しかもマスターキーもないのに霧封とリンクまでしている。

　マスターキーは皇家の樹とのリンクを補ほ助じよするものでしかなく、契けい約やくはあくまでも樹と本人の意思の繫つながりだ。とはいえマスターキーなしでのリンクはかなりの制限が加わる、ここまで徹底的に繫がりを切り離されればリンクできるはずはなかった。しかしマスターキーではない何かが阿主沙と霧封を結びつけていたのだ。

　カッと阿主沙は目を見開いた。

『見てろよ海賊共め。樹雷流の脱だつ出しゆつ劇げきを見せてやる！』

　まず阿主沙は船穂が捕とらわれている場所を確かく認にんする。船穂にプレゼントした櫛くしは、樹雷の樹から彫ほり出した物だ。霧封を介せば位置の特定はたやすい。

　即そく座ざに霧封からの答えが返ってきた。それによると船穂は隣りん接せつする海賊達の宇宙船の中に捕らわれているようだ。

『まずいな…船穂殿の位置が近すぎる。外装の外されたユニットでは攻撃力がありすぎて巻き込む恐れがある。だが、これ以上時間をかければ拿だ捕ほした海かい賊ぞく船の中にいる人達まで回収されてしまう』

『クスクス。……助けてあげようか？』

　思し案あんする阿主沙の意識の中に何者かが割り込んでくる。

『誰だ!?』

『時間がないんでしょ。いいから、行くわよ』

　何者かの声がそう言ったと同時に、激しい衝しよう撃げきが阿主沙の乗っている宇宙船を襲おそった。




　霧封に拿だ捕ほされた宇宙船からの緊きん急きゆう信号を受けた海賊達は、比ひ較かく的てき近くの恒こう星せい系けいにいた仲間を呼び集め、一八隻せきの艦かん隊たいとなって太陽系に来ていた。海賊としては大だい規き模ぼな数であるが、海賊の中でも一大勢力を誇ほこるシャンクギルドであれば逆に少ないと言える。

　臨りん時じに艦隊司し令れいとなった男は、樹じゆ雷らい皇おう家け皇太子と皇家の船を手に入れた喜びで打ち震ふるえんばかりであった。これ程の手て柄がらは他ほかにはない。ギルド内における地位も名めい誉よも何もかもが自分のものになったような錯さつ覚かくに陥おちいっても無理はないだろう。

「樹雷の船の回収、急げよ！」

　威い厳げんを持って命令を下すが、緩ゆるむ笑えみを戻もどすことが出来ない。

　その時である、凄すさまじい火線が艦隊を襲ったのは。

「何事だ!?」

　激しく振しん動どうする艦かん橋きようで叫ぶ司令に、オペレーターの一人が状じよう況きようを報告する。

「衛星からの攻撃です。何者かは不明！」

「反撃はどうした、各艦攻撃を集中し砲ほう火かを浴あびせろ！」

　密集隊型をとっていなかったのが幸いし、直すぐさま方向を変えた海賊の宇宙船は、砲ほう門もんから有らん限りのビームを撃うちまくった。宇宙空間に吸い込まれたビーム光は肉眼では視し認にん出来ない長距離の目標へと向かう。

　コンソールにあるメイン・コンピュータが攻撃の成せい否ひを告げる。

「駄だ目めです。全てシールドされています！」

「馬鹿な!!　艦隊砲火で破れぬものなど……ま、まさか!?」

「敵てきシールドのエネルギー反応、ありません！」

　事実を知った司令は、見えない敵の正体を知った。

「光鷹翼！　樹雷の船が他にもいるというのか!?　馬鹿な、こちらには皇太子という人質がいるのだぞ。攻撃している船に伝えろ。急げ!!」

　司令の声は悲鳴に近い。

「……そ、その皇太子の乗っている船が…沈しずみました」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくオペレーターの言葉に司令は絶ぜつ句くするしかなかった。




　それから数時間後。

　完全に壊かい滅めつした海賊艦隊の残ざん骸がいの中に光り輝かがやくもの──光鷹翼に包まれた阿主沙と船穂の姿があった。

　阿主沙の作戦はこうである。

　光鷹翼で守りながら、自分を捕とらえている海賊船をわざと攻撃して破壊する。その後船穂の持つ櫛くしの反応を頼たよりに霧封の力を借りて転移、後は船穂と共に光鷹翼で守られたまま海賊船が全滅するのを待つだけでよかった。無む茶ちや苦く茶ちや強引な脱だつ出しゆつ劇げきではあるが、光鷹翼を使える樹雷の闘とう士しだからこその作戦だと言える。

　宇宙空間を漂ただよいながら阿主沙は船穂を抱きしめていた。

「本当に済すまないことをした。怖こわかったろう？」

「いいえ。助けに来て下さると、思っていましたから……」

　俯うつむきかげんに船穂は頰ほおを赤らめる。

　このような状況になってしまっては隠かくし事など出来ず、阿主沙は船穂に対して出来得うる限りの説明をした。船穂はかなり柔じゆう軟なんな思考の持ち主らしく、パニックになったりせずに、ありのままの事実を受け入れてくれたようだ。

　知識として理解出来ない部分はあったが、ある程度理解した船穂は阿主沙に寄り添そいながら地球を見つめる。

「それにしても…夢みたいです。ここが空の彼方かなたで、あの丸く蒼あおいものが私の住んでいる所だなんて」

「余りにも巨大で地上ではなかなか球体だとは分からないんだ」

「綺き麗れいです。でも、お月様は地上から見る方が綺麗ですね」

　阿主沙達のいる地点からでは、月はクレーターだらけの丸い固まりでしかなかった。

「そうだな……。しかし船穂殿が無事で本当によかった。浅あす海み殿やお父上に顔向けが出来ぬところだった」

「阿主沙様も余りご無理をしてはご家族の方が悲しまれますよ。ご両親や…魅月様という方もきっと。……お聞きしたかったのです。あの、魅月様という方は…阿主沙様のご兄弟なのですか？　……それとも奥方様なのですか？……でも、ご家族の方ならきっとご心配されてますよ。私…そう思います。違いますか？」

　興こう奮ふんしているのか、いつもは言えないような質問を、しどろもどろになりつつも船穂がしてくる。

　そんな船穂の耳に悲しみを込めた阿主沙の言葉が響ひびく。

「……魅月は…死んだんだ」

「……えっ!?」

「もう八年になるかな……」

「……あ、あの、私…すみません」

　急に酔よいから覚さめたように俯いた船穂は、阿主沙の右目がうっすらと光っていることに気付く。

　阿主沙は船穂の肩を抱いて微笑みかける。

「司仕委が回収に来るまで、まだ間がある。少し私の昔話につき合ってくれないか？」

　優やさしげな阿主沙の言葉に船穂は静かに頷うなずいた。







　　　魅み月つき







　両親のいるコロニーから離はなれて阿あ主ず沙さが樹じゆ雷らいに行くことを決めた時、瀬せ戸とは阿主沙の母の希望もあって阿主沙の後こう見けん人にん兼けん教育係になることを承しよう知ちした。知り合いのいない初めての土地、子供の阿主沙にとって瀬戸は母であり姉でもあった。

　普ふ段だん、瀬戸は阿主沙のことを「阿主沙殿どの」と呼んでいたが、プライベートの時にはたまにからかい口く調ちようで「阿主沙ちゃん」と呼んでくる。しかし阿主沙は「ちゃん」付けで呼ばれるのがたまらなく嫌いやだった。何な故ぜかは本人にも分からなかったが、おそらく海かい賊ぞくに襲おそわれた時に思った強くなりたいという願いが、子供扱あつかいされるかのような呼ばれ方を無意識のうちに拒きよ否ひしていたのだろう。

「明日はいよいよ出発よ。覚かく悟ごは出来てる、阿主沙ちゃん！」

「出来てるよ。だからその呼び方はやめろっ！」

　強がってはみたもののやはり両親との別れは寂さびしいことに変わりがない。その日の夜だけは両親の間に割り込んで一いつ緒しよに眠ねむった。

　心の中で『強くなる』ことを誓ちかって……。

　もちろん後で散々瀬戸にからかわれることになるのだが。




　それから数日後。

　樹雷に到着した阿主沙は見たこともない盛せい大だいな歓かん迎げいを受けた。それは樹雷へ来らい訪ほうする他国の元首クラス以上の歓迎規き模ぼであったが、それも当然である。幼おさないながら阿主沙は樹雷の四大皇家、柾まさ木き家の当主なのだ。

　集まった群ぐん衆しゆうの規模に、さすがの阿主沙も面めん食くらった。

「なんか、すっげぇな」

「ほら、きょろきょろしないでちゃんとなさい、阿主沙ちゃん」

「分かってるよ！」

　瀬戸に怒ど鳴なる阿主沙であったが迫はく力りよくはない。

　何な故ぜなら彼の頭には大きなリボンが結ばれていたからだ。親元を離れ初めての長旅に疲つかれて眠っている間に、瀬戸が付けたものであった。

　何も気付かずに緊きん張ちようした面おも持もちでいる阿主沙に、沿道に待ち受ける観かん衆しゆうたちが押し殺した笑いで出迎える。しかしそれは阿主沙への嘲ちよう笑しようではなく、阿主沙への同情と親しみを込めた笑いであった。

　元々樹雷には男性も装そう飾しよく品ひんの一つとしてリボンを付ける風習がある。しかし阿主沙がいま付けている物は明らかに可愛かわいさを表現したもので、少女が付ける形式のものであった。

　もちろんそれが阿主沙の横でにこやかに立っている瀬戸の仕し業わざだと全ての国民が分かっていたし、そういうことをするのは瀬戸が気に入っている相手だけだということも知っていた。だから笑っているのである。

　さすがに様子がおかしいと感じ始めた阿主沙は、パレード中ちゆう継けいの模も様ようを映した大型モニターに映っている自分の姿に気付く。

　リボンを付つけている自分の姿に！

「ゲッ、いつの間に!?」

　真っ赤になって阿主沙はリボンを取ろうとする。

「あら、可愛いのに取っちゃうの？　阿主沙ちゃん」

「なっ、なんて事するんだ、このクソババア!!」

　大口を開けて阿主沙が絶ぜつ叫きようした途と端たん、辺りが水を打ったように静まり返った。

　観衆は瀬戸を罵ば倒とうした阿主沙の行こう為いに息を吞のむ。阿主沙の世代には余り知られてはいないのだが、瀬戸は銀河最大の海賊ギルドと戦争を行っていた頃ころは、その勇ゆう猛もうさと力で『樹雷の鬼おに姫ひめ』と呼ばれ恐れられていた。その瀬戸に面と向かって「クソババア」などと言えるとしたら、現樹雷皇か夫の内うつ海つみくらいのものだ。
















　真っ赤になって怒っている阿主沙を見て、瀬戸が大笑いを始める。

　静けさの中に瀬戸の笑いが木こ霊だまし続けた。

「……帰る!!」

　そう言い放ち自分を乗せた車から降りようとする阿主沙を、瀬戸が涙を流して笑いつつも後ろから抱かかえる。その頃になってやっと金かな縛しばりから解とけた観衆が、盛大な拍はく手しゆと歓声と笑い声を贈おくった。

　樹雷星に来た阿主沙の受じゆ難なんは、このようにして始まったのだ。




「なっ、なんと無礼な!!」

　嫌いやがる阿主沙を大笑いしながら抱えている瀬戸を、どアップで映し出したテレビ中継を見ていた皇族の一人、天あま木き舟しゆう参ざんは、大広間に集まっていた皇族たちの目も憚はばからずに言い放つ。彼は阿主沙──皇位継けい承しよう者しやが増えることに危機感を持ち、柾木家の皇家候こう補ほ復ふつ帰きに反対していた一人である。

「皇おう陛へい下か！　このような者を皇族として迎むかえ入れるなど、私には納なつ得とく行きません!!」

　彼に賛さん同どうするものが数名、口々に阿主沙の批判を始めるが、当の本人である瀬戸はモニターの向こうでバカ笑いをしてるし、夫の内海は更に大きな声で笑っていた。神かみ木き家の当主も嫁よめ同様に阿主沙のことを気に入ったらしい。

「皇陛下！」

「舟参、止やめじゃ」

　詰きつ問もんする舟参に樹雷皇が口を開く。

「ではこのまま、あの無礼者を追い返し……」

「そうではない」

「はっ、では、何を……」

「若き我らの一族、家族が帰って来たのだ。こんな形式張ったやり方は止めようではないか。無ぶ礼れい講こうじゃ。のう、内海？」

「御ぎよ意い」

「……それにしても、クソ…クソババアは傑けつ作さくじゃの。ワハハハ～～～ッ!!」

　先ほどから我が慢まんしていたのか、樹雷皇は吹ふき出すように笑い始めた。その余りの豪ごう快かいさに、阿主沙の皇家復帰を反対していた者たちも毒どつ気けを抜ぬかれてしまう。先頭に立って反対を唱となえていた舟参だけは歯は嚙がみしていたが。

「そうと決まれば行くぞ」

　言うや否いなや、真っ先に樹雷皇は大広間を飛び出して行く。

　もう儀式もへったくれもない、阿主沙の歓かん迎げい大だい宴えん会かいの幕まく開あけであった。

　阿主沙と瀬戸の見せた凱がい旋せんパフォーマンスと樹雷皇の全国民に対する無礼講のお達し、それらが樹雷国民に受け入れられ、あっという間に阿主沙という存在を認みとめさせるきっかけとなった。当の本人は死ぬほど恥はずかしかったのだが。こうなることを見み越こして瀬戸が阿主沙にリボンを付けたのであれば、彼女も相当な演出家である。

　そして。

　柾木家の当主として樹雷にやってきた阿主沙を待っていたのは、樹雷の皇族となる為の鍛たん練れんの日々であった。後こう見けん人にん兼けん教育係の瀬戸とは四し六ろく時じ中ちゆう一いつ緒しよで、思春期には彼女に対して淡あわい恋心も抱いたが、青い性的欲求はその頃から始まった瀬戸による闘とう士しとなる為の猛もう特とつ訓くんによって発散させられてしまう。瀬戸自身は阿主沙の気持ちに気付いていたので、阿主沙の扱あつかいに関しては彼女なりに細心の注意を払っていた。

　当時、阿主沙の熱い視線に気付いた友人の一人が、瀬戸に問い詰めたことがある。

　その時彼女はこう笑いながら答えた。

「旦だん那ながいなきゃね」

　……と。

　阿主沙は武術に関しては、どんなきつい修行にも弱よわ音ねを吐はくことはなかった。

　しかし阿主沙にも苦にが手てなものはある。それは樹雷の皇おう族ぞくとしての生いけ花、茶さの湯ゆ、絵かい画がといった教養教育だ。特に演えん舞ぶは瀬戸が自分の偏かたよった趣しゆ味みで演舞科目を決めている為に、いつも逃げ回っていた。

「冗じよう談だんじゃない。あんな女みたいな格かつ好こうが出来るか！」

　そう言う阿主沙に、瀬戸は女性的な格好をする演舞科目ばかりをさせようとするのである。しかも無意味にリボンを付けたがるのだ。

「こら、待ちなさい！」

「そんな格好が出来るか、このクソババア！」

「逃げても無む駄だよ。諦あきらめなさい、阿主沙ちゃん！」

「阿主沙ちゃんって呼ぶなぁぁぁっっっ!!」

　実際、どんなに阿主沙が逃げても瀬戸から逃げきることは出来なかった。しかし瀬戸は捕つかまえた阿主沙を怒ることはしない、それが一つの修行にもなっているからである。




　樹雷に来てから三年が過ぎ、阿主沙が一三歳となったある日のこと。

　その日も阿主沙は瀬戸から逃げていた。

　最近は前もって色々なトラップを仕かけることを覚えた阿主沙であったが、その上の上を行く瀬戸は、トラップの幾いくつかを仕かけ直していた。

　その内の一つである転送ポートに、阿主沙は引っかかってしまった。

「あのクソババアぁぁっっっ!!」

　叫びながら転送を終えた阿主沙は、目の前に腰こしに手を当てた瀬戸がいると思っていた。

　しかしトラップを仕かけた瀬戸はおらず、辺あたりを見回すと阿主沙が今まで見たこともない美しい庭園が広がっている。

「なんだ……？」

　困こん惑わくする阿主沙の耳に樹雷琵び琶わの音ね色いろが聞こえてきた。その音に興味を持った阿主沙は、まるで取り憑つかれたようにふらふらと足を向ける。

　ガサッと木々をかき分けた阿主沙は、庭園にひっそりと作られているテラスで樹雷琵琶を奏かなでている女性の姿を見た。間違えてここに来てしまったことを知った阿主沙は、女性にこの場所のことを聞こうと思い声をかけようとしたが、不思議な旋せん律りつの曲に心惹ひかれていつの間にか聞き入ってしまう。

　それから幾許いくばくの時間が過ぎただろう。
















　ビンと弦げんを弾はじくのを止めた女性が、木々の間から見ている阿主沙に声をかけた。

「あら、お客様なんて久しぶり。嬉うれしいわ」

　その声を聞き我に返った阿主沙は、直すぐさま立ち上がる。

「クスッ。瀬戸様は、ここにはいらっしゃらないわ、阿主沙殿」

「……な、何な故ぜそれを。どうして俺おれ…いえ、私の名前を…知ってるん…いや、あの、ご存じなんですか？」

「クスクスッ。瀬戸様をクソババアなんて……。樹雷に阿主沙殿のことを知らない者はいませんわ」

「そう…ですか。あの、すみません。お騒さわがせしてしまって。失礼します」

　クソババア発言のことを言われるのはいい加か減げんうんざりしていたが、その女性が余りにも儚はかなげで自分の存在自体がこの空間を壊こわしてしまいそうな気がした阿主沙は、何も言わずに一礼するとその場を後にする。

「阿主沙殿。よろしければ、少しお話の相手をして下さいませんか？」

　後ろから声をかけられ、阿主沙の動きが止まった。

「でも……」

「ご迷惑ですか？」

　樹雷琵琶を傍かたわらに置いた女性が向けた悲しげな瞳ひとみに、断る術すべを知るほど阿主沙は大人おとなではない。そして彼が内心ここにいたいと思っていたことも事実であった。

「いえ、そんなことは……」

「……良かった」

　そう言って阿主沙に微笑ほほえむ。

　彼女の名は、天木魅み月つき。

　儚げな雰ふん囲い気きをそのままに、名前の通り月のような美しい女性で、白はく髪はつと見まごうばかりの水色の髪を身長より遥はるかに長く伸ばしていた。歳としは瀬戸と同じ位だろうか。

　生まれてから殆ほとんどの年月をこの庭園で過ごしていて、元々病弱な為、皇族としての公務に耐たえられないのだと彼女は言った。

　その後、お互いの境きよう遇ぐうについて二人は語り合う。樹雷の風習に馴なれた阿主沙とはいえ、衆人環視もなくこれほどリラックスしたのは久しぶりだと感じていた。しかしいつまでもここにいるわけにはいかない。

「そろそろ帰らなくっちゃ」

「もうそんな時間……。ごめんなさい、引き留めてしまって」

　テラスから伸びた長い影を見た魅月は、名残なごり惜おしそうな瞳を阿主沙に向ける。歳が大きく離れてはいるが捨てられた小犬のような魅月の瞳を見た阿主沙は、思わずこう言ってしまう。

「……また来るよ」

「本当？」

「約束する。また瀬戸様にリボンを付けられそうになったら逃げてくるから」

「クスッ。お待ちしてます。……そうだわ、ねえ阿主沙殿、ここに来たことや私に会ったことは内ない緒しよにして下さいな。誰だれにも話しては駄だ目めですよ」

「何な故ぜ？」

　俯うつむく魅月の悲しげな表情を見た阿主沙は、それ以上追及しようとは思わなかった。

「分かった。誰にも言わない」

「ありがとう」

　挨あい拶さつをしてその場から離れる。いつまでも見送っている魅月に向かって阿主沙は振り返る度たびに大きく手を振った。それが全然苦にならない。

『……へへっ、魅月か』

　瀬戸のトラップミスか偶ぐう然ぜんか分からないが、阿主沙はこのアクシデントに感かん謝しやした。

　樹雷に来てよかったと心の底から思えたから──。

　それから阿主沙は、魅月の元を度々訪おとずれるようになった。




　今日も散々だった。

　皇家を招待しての踊おどりの発表会で、またしても女のような格かつ好こうをさせられて、女のような舞まいを踊らされたのだ。

　愚ぐ痴ちを言いつつむくれている阿主沙に、魅月が微笑ほほえみながら言う。

「クスッ。頰ほおを膨ふくらませてお月様みたいですよ、阿主沙ちゃん」

　魅月は阿主沙が子供っぽい仕し草ぐさをすると、瀬戸と同じように阿主沙ちゃんと呼んだ。しかし瀬戸のからかい口調とは違い、魅月のは優やさしさがあり、嫌けん悪お感かんを抱いだくことはない。

　いつしかその優しい呼ばれ方をしたいが為に、阿主沙はわざと魅月の前で膨れてみせるようになっていた。

「ねえ、阿主沙ちゃん…あ、ごめんなさい。こう呼ばれるのはお嫌いやでしたわね」

「そんなことはないよ。瀬戸様は、からかうように言うから嫌なだけだ」

「じゃあ、これからずっと阿主沙ちゃんって呼んでいい？」

　魅月の問いに阿主沙は頷うなずく。

「……うん」

「私のことも魅月って呼んで下さる？」

「……考えとく」

「ありがとう、阿主沙ちゃん。ねえ、今日は満月よ。テラスへ行きましょう」

　小高い丘の上にあるテラスは満天の星と樹海と呼ぶに相応ふさわしい程木々に覆おおわれた樹雷の大地が一望出来る。空には本星の一三分の一の大きさである樹雷の『月』が輝いており、その月明かりが大地を微かすかに照らしていた。森と森との間に街まちが見えたが、景けい観かんを損そこなうことなく見事に自然と調和している。

　しばし無言で景色けしきを眺ながめていた阿主沙達であったが、次第に濃こい霧きりが辺りを覆った。

「見えなく…なっちゃったね」

「霧の封ふう印いんだわ」

「霧の封印？」

「お伽とぎ噺ばなしよ。……昔、地上には月の女め神がみの美しさに恋をした神々が大勢いたの。でも誰だれ一人として空の月には手が届とどかなかった。そんな神々の中でたった一人、水の神がその水面に月を映すことで自分のものにしたの。水の神を羨うらやんだ他の神々は水面を揺ゆらして月を消したわ。そして再び水面から空に戻もどった月の女神を水の神は霧で隠した。他の神々にその姿を見せないように。だから月が一番美しい満月の夜はよく霧が出るの……」

　空を眺めながら語る魅月の美しさに阿主沙は見とれていた。

「……阿主沙ちゃん、それが霧の封印…うっ！」

「魅月様っ!?」

　急に目め眩まいを起こして、しゃがみ込んでしまう魅月の元へ阿主沙が駆かけ寄る。

「医者を。誰か呼んできます！」

「駄だ目め！　そんなことをすれば、あ、阿主沙ちゃんが……」

　険けわしい表情を浮かべたまま、魅月は阿主沙にしがみつく。

「俺が？……いや…でも」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。ちょっと目眩がしただけですから。……よくあることです」

「……本当に大丈夫？」

　コクリと頷うなずく魅月に阿主沙は安あん堵どしたが、間近で魅月と接した為その心は相手に聞こえそうな程高鳴っていた。

「……目が………」

　間ま近ぢかに魅月の顔を見て、初めて彼女の左右の目の色が違うことに気付く。

「色が左右ちょっと違うんだね。……あっ、ごめん」

「いいのよ、気にしないで」

　阿主沙は魅月に肩を貸しながら室内庭園の大きなベンチに連れて行こうとしたが、向こうから聞こえてくる女性の声に歩みを止めた。

「魅月様、魅月様……」

　何らかの方法で魅月の体調の異変を知ることが出来るのであろう、緊きん急きゆう時以外はガーディアン・ユニットの端たん末まつしか入れない筈はずの庭園に誰かが入ってきた。

　魅月は阿主沙から離れる。向こうからやって来る相手を気にしているようだ。

「いけない、早く！」

「でも……」

「私は大丈夫。だから……」

　縋すがり付くような眼まな差ざしに後ろ髪を引かれつつ、阿主沙はその場を後にする。

　その時、物もの陰かげから一人の侍じ女じよが様子を見ていたことに阿主沙は気付いてなかった。




　翌日、魅月のことが気になった阿主沙は、朝の修練をさぼって庭園に向かった。転送装置を抜けて庭園のテラスへと向かうと、ベンチに座って佇たたずんでいる魅月の姿を見つける。

「魅月様」

　阿主沙に声をかけられ振り向いた魅月は悲しそうな表情を見せ、そして俯うつむく。

「もう大丈夫なのですか？」

　それが病やまいのせいだと思った阿主沙が問いかけると同時に、後ろにある木々を揺ゆらして一人の男が現れた。

「これはこれは柾木家当主、阿主沙殿。こんな場所でお会いするとは意外ですな。……いや、さすが柾木家の当主、血は争えぬというところですかな」

　嫌いやらしい笑みを浮かべて立っていたのは天木舟しゆう参ざんだ。

「舟参殿、お早うございます」

「お早うございます？　……クックック、これは傑けつ作さくだ。ハハハハ！」

　事情を知らずに挨あい拶さつした阿主沙を、舟参は大声で笑い飛ばす。

「何がおかしいのですか!?」

「フハハハ。これ程の大罪を犯しながら吞のん気きなものですな。さすが柾木家の当主、豪ごう気きでいらっしゃる、クククク」

「大罪!?」

　思わず魅月を見たが彼女は俯いたままだ。

「ほう、ご存じない？　それはそれは由ゆ々ゆしき事態だ。さすれば瀬戸殿の教育係としての責も問わねばなりますまいな」

「舟参！　これは…阿主沙殿の……」

　言葉とは裏腹に嬉うれしそうな表情を浮かべる舟参に、初めて魅月が口を開いた。

「叔お母ば上うえ！　たとえどのような理由があろうとも、この庭園に入ることは許ゆるされることではありませんよ」

「何な故ぜ、ここに来てはいけないんだ!?」

　訳を知りたくて訊たずねた阿主沙を、舟参は嘲あざけるような目で見る。

「ふん、それはな……」

「舟参！　お願い…それは……」

「黙だまれ、この天木家の恥はじさらしめ!!」

　舟参から声を荒らげて叱しつ咤たされた魅月は、悲ひ痛つうな表情でうなだれた。二人を見つめる阿主沙の表情が強こわばる。

『恥さらし？　魅月に何があったんだ？』

「その様子だと何も分かってないようですね、阿主沙殿。いいでしょう、教えて差し上げます。この女と貴方あなたの柾木家が何をしたのか……」

　舟参は魅月の素す性じようを語り始めた。

　魅月はある特とく殊しゆな能力を持っている。

　それは皇宮のある天てん樹じゆに意識を溶とけ込ませることで、天樹で起きた出来事を知ち覚かくする、という能力であった。天樹とは、皇宮や皇族の住い、そして樹じゆ雷らいの政治中ちゆう枢すうの全てが集中している巨大樹である。

　つまり魅月は皇家の極ごく秘ひ事項を、公的私的にかかわらず知ることが出来るのだ。

　魅月がまだ善ぜん悪あくの判断もつかない幼おさない頃ころ、偶ぐう然ぜん、彼女の能力を知った柾木家の者が樹雷皇、天木家の内部情報を手に入れて当時の樹雷皇失しつ脚きやくを謀はかった。

「その事が発覚して以来、叔母上は樹雷皇にしか会うことが許されなくなった。そして特に次期樹雷皇位継けい承しよう候こう補ほにある者は、ここに入るだけで重罪なのですよ」

『そうか。ここに来たことを他人に言わないようにあれほど念を押したのはこの為なのか』

　事情を理解した阿主沙は、うなだれたままの魅月を見る。

「……私はここにいながら天樹の全ての事を知ることが出来る。だからずっと…見ていたの。貴方あなたと瀬戸様の追いかけっこ。とっても楽しそうだったから、ちょっとお話がしてみたくて、だから転送ポートを操そう作さしてここに来るように……」

　魅月の言葉に阿主沙の胸が高鳴る。

　瀬戸との追いかけっこを見ていた魅月。

　自分に会うことを楽しみにしてくれた魅月。

　そして自分を選んでくれた魅月。

　嬉うれしかった。自分をこれ程までに必要としてくれた魅月の想おもいが嬉しかった。

「つまり覗のぞき見だ。こんな恥さらしな力で閉じ込められるとは……」

　魅月を見下ろしながら舟参が嘲ちよう笑しようする。

「……やめろ」

「それだけでは飽あきたらずに今度は男を引き込むか」

　阿主沙を無視して続ける舟参。

「やめろ!!」

「駄目、阿主沙ちゃん!!」

　剣けんに手をかけた阿主沙を魅月が抱えるようにして止めた。

「阿主沙殿、それは決けつ闘とうの申し込みと受け取ってよろしいのかな？」

「やめて、お願い」

「…………クッ」

　魅月の必死の言葉に剣にかけた手を緩ゆるめる。

「そうそう、それが利り口こうというものですよ。阿主沙殿は無理にここに引き込まれた犠ぎ牲せい者しやということで報告させて頂きます。全てはその恥知らずな売女ばいたの仕業しわざということですよ」

　自分のことより魅月のことを悪く言われる方が阿主沙にとって我が慢まん出来ないことを見み抜ぬいていた舟参は陰いん湿しつに挑ちよう発はつした。

「き、貴様ぁ!!」

　激げつ昂こうして剣けんを引き抜いた阿主沙を見て微笑ほほえむ舟参は、自らも剣を抜いて構かまえる。

「それでこそ樹雷の男ですよ。さあいつでも構いません、お好きな時に…どうぞ」

「いけない。やめて、舟参！」

「黙だまれ、私の剣に汚きたない手で触さわるな!!」

　近づいてきた魅月の頰ほおを舟参は左手で殴なぐる。

「魅月！」

　倒れた魅月に駆かけ寄る阿主沙。

「ちっ。とんだ茶番だ」

　舌した打うちをしてその場から出て行こうとする舟参を、阿主沙が怒ど鳴なりつけた。

「逃げるのか！」

「逃げる？　せっかく命拾いをしたものを、相手の実力も見抜けない未み熟じゆく者ものめ。死にたいのならかかってくるがいいわ」

　剣を構え直した阿主沙は、舟参に向かって本気で斬きりかかる。

「駄目！」

　咄とつ嗟さに止めようとする魅月はそのスピードに対応できず、阿主沙の袖そでを摑つかむのが精せい一いつ杯ぱいだった。皮肉なことにそれは、阿主沙を完全になめていた舟参には幸いした。袖を摑まれた僅わずかな遅おくれがなければ、阿主沙に斬られていただろう。

　相手の実力を見抜けなかったのは舟参の方だったのだ。

　しかし本気になれば舟参の方が剣術に於おいては僅わずかに上である。阿主沙の渾こん身しんの突きも寸前で見切られ、華か麗れいな舞まいを踊るかのような舟参の動きに翻ほん弄ろうされていく。

「……畜ちく生しよう！」

「柾木家の当主ともあろう者が、そのような下品な言葉を使うなどと！」

　舟参の振り下ろした光剣が阿主沙の身体からだをなぶる。二人の剣先は紙かみ一ひと重えで、どちらの剣が相手を斬り倒してもおかしくない状じよう況きようであった。

「阿主沙ちゃん！」

　魅月が倒れた阿主沙に駆かけ寄る。咄とつ嗟さに剣で防いだ為に傷きずは浅かったが、プラズマの衝しよう撃げきで身体が麻ま痺ひしていた。

「とどめだ」

　相手は子供だとタカをくくっていた舟参であったが、逆に斬られそうになったショックで極きよく度どに興こう奮ふんしている。

「やめて！　もう決着は付いてるわ。これ以上は決闘ではありません！」

　魅月が阿主沙に覆おおい被かぶさるように庇かばう。

「どけっ！」

「舟参！　これ以上は私が許ゆるしません」

「なんだと、この……」

　舟参は二の句が継つげなくなった。魅月の威い圧あつ感かんに気け圧おされたのだ。

「……ふん、まあいい。これで柾木家も、神木家も…フフフ、ハハハ」

　正気に戻もどった舟参は剣を納おさめて庭園を後にした。

「阿主沙ちゃん、大丈夫？」

「く、糞くそっ、あんな奴やつに負けるなんて。糞っ！」

　三年前の思い出が蘇よみがえる。身体の瘦しびれを忘れてしまう程の激しい感情が吹き出す。

　強くなる。俺おれは強くなる。みんなを守れるくらい強くなる。

　残された魅月と阿主沙を、真円の月が照らす。

　その月を霧きりが覆おおい隠かくすことはなかった。




　目が覚さめた時、阿主沙は軟なん禁きん状態にあった。

　舟参に魅月と会っていたことを報告され、皇宮の牢ろうに閉じ込められているのだ。

　牢は皇家の樹で出来ており、一流の樹雷の闘士であろうともおいそれと抜け出すことは出来ない。

　しかし阿主沙は、瀬戸との追いかけっこの経験があった。

『樹と親しくなりたいなら、樹に語りかけなさい』

　瀬戸の言葉を思い出し、阿主沙は樹に語り始める。直接的な言語としてのコミュニケーションではなかったが、感覚的に樹の気持ちを理解した阿主沙は、牢を開けてもらい、見事、脱だつ出しゆつに成功した。

　樹と語り合う能力──阿主沙は気付いていないが、それは樹雷の皇となるべき人物に必要な資し質しつである。そのことを教えていた瀬戸は、阿主沙がいずれ樹雷皇となるべき人物であることを見抜いていたのだろう。

　あっさりと軟禁場所から抜け出した阿主沙は魅月の元へ向かおうとするが、いつも使っていた庭園への転送ポートが皇家によって封ふう鎖さされていた。

「魅月を脅おどかそうとして用意してたのが役に立ったな」

　天樹の外壁を下りて行く。

　阿主沙は庭園のテラスから見える風景から位置を割り出し、途と中ちゆうに施ほどこされている結界を突とつ破ぱしたルートを以前から作っていたのだ。これもまた、樹と語らう能力を身につけ始めていた阿主沙だからこそ出来たことである。

　複雑極きわまりない道を進み、ようやく庭園の天窓に辿たどり着いた。

『魅月…あ、あの方は!?』

　魅月の姿を見つけて喜ぶ阿主沙であったが、彼女の隣となりには長い髭ひげを結び威い厳げんある眼光をしているこの星の最高権力者 ── 樹雷皇が立っていたのだ。

　今も禁を破ってきているのに、樹雷皇に見つかったら自分と魅月の立場もまずくなる。

　仕方なく阿主沙は天窓から二人の様子を眺ながめることにした。

「全ては私の罪つみでございます。阿主沙殿は……」

「分かっておる。……しかし、たとえそうであろうと樹雷を守るためには仕方ないのだ。それが我らのような立場の者の宿しゆく命めいである」

「……ですが、私にも、心はあります。……あ、あの時、私を死なせて下されば…こんな苦しみを味わうこともなかった。……私は…私…ううっ、す、すみません。お爺じい様のせいではないのに。でも……」

　今までの過去を思い出したのか、気き丈じような魅月が嗚お咽えつを繰くり返している。

『……魅月』

　天窓から二人の様子を覗のぞいていた阿主沙は、このまま魅月の所に飛び込んで慰なぐさめてやりたかったが、これ以上彼女の立場を悪くしてはいけないと必死で堪こらえる。

　泣き崩くずれる魅月の肩に樹雷皇はそっと手をかけた。

「謝あやまるのは儂わしの方だ。お前と柾木家をこんなに苦しめることになるとは思わなかったのだ。許してくれ。……だが、お前を失うことに儂は耐えられなかった」

「……お爺様」

　魅月は樹雷皇にすがって泣く。

「出来るだけのことはする。元気を出しておくれ、魅月」

「は、はい……」

　樹雷皇が庭園を後にしてから暫しばらく間を置き、阿主沙は魅月の庭園に忍しのび込んだ。

「魅月！」

「あ、阿主沙ちゃん!?　どうやってここに……」

　それには答えず、阿主沙は魅月の手を強引に摑つかんだ。

「魅月、俺おれと一緒に樹雷を出よう！」

「えっ!?」

「天樹にいるから魅月はこんな所に閉じ込められてるんだろ？　だったら樹雷を出ればいいじゃないか。……俺が、きっと守ってやるから」

「阿主沙ちゃん……」

　真しん摯しな瞳めを向ける阿主沙に、魅月の瞳がジワリと滲にじむ。

「外の世界を見たいって言ってただろ？　だったら連れてってやる。一緒に見に行こう」

「阿主沙ちゃん……。でも、せっかく樹雷に戻もどれたのに……」

「俺は強くなりたかった。母さんやみんなを守れるくらい強く。別に皇族や樹雷皇になりたいわけじゃない。そんなものどうでもいいんだ!!」

　心の中にあった想おもいを阿主沙は全て吐はき出した。

　魅月に対する気持ちを具体的な言葉にして言えるほど阿主沙は大人ではなかったが、魅月にはそれだけで十分であった。しかし…

『私には…その資格がない』

　しかし魅月には、彼の想いを受け入れることが出来ないのだ。

　その時、突とつ如じよとして阿主沙の後方からパンパンと手を叩く音が聞こえた。

「誰だ!?　……ゲッ、瀬戸…様」

　なんと、阿主沙の後ろには瀬戸が立っていたのである。

「樹雷なんかどうでもいいなんて言い切ったのは貴方あなたが初めてよ。阿主沙ちゃん」

「あ、阿主沙ちゃんって呼ぶな、このクソババア!!」

「……もう、阿主沙ちゃんって呼べないわね」

　瀬戸は少し寂さびしそうに呟つぶやき、真ま顔がおになって阿主沙を見つめた。

「でもね、魅月殿は連れては行けないわ」

「何な故ぜだ？」

「……私が、行かせないから」

「…………!?」

　困こん惑わくする阿主沙の目の前で瀬戸の身体からだから凄すさまじい闘とう気きが吹き出す。三年前のコロニーでの事件の時など比べものにならないくらいの威い圧あつ感かんだ。

　それは瀬戸の覚かく悟ごである。三年以上も阿主沙を教育してきたからこそ、半はん端ぱな力では無む傷きずで倒せないことを悟さとっているのだ。

　しかし阿主沙は瀬戸の闘気に怯ひるむことはなく剣を構えた。

「……えっ!?」

　自分自身、何故こんな行動を起こしたのか分からないが、反射的に瀬戸に向かって跳ちよう躍やくする。
















「クスッ」

　驚おどろきと嬉うれしさの混じった表情を瀬戸は浮かべた。

　普通これ程凄まじい『闘気』を目まの当たりにした者は大抵逃げ出す。しかし自分より強い力を持つ者から逃げようとしても逃げきれるものではない。この場合、逃げるという無む駄だな動作をして体勢を崩くずすより、前に出て戦うことが生き残る一番の方ほう策さくなのである。

　飛び込みながら剣を振り降ろす阿主沙を、瀬戸も剣で受け止めた。

　両者の剣からは激しいエネルギーがスパークし、プラズマが放出される。

　瞬またたく光の中、阿主沙は瀬戸の口くち許もとが笑っているように見えた。

「強くなったわね」

　誰だれにも聞こえない小ささで瀬戸が呟つぶやく。

　そして阿主沙の意識は途と絶だえた。




　目を覚さました時、阿主沙は自室での謹きん慎しんを言い渡された。抜け出そうにも四し六ろく時じ中ちゆう、瀬戸に見張られて魅月に会うことも出来ず、悶もん々もんとした日々を送ることになる。瀬戸に魅月のことを聞いても、じっと阿主沙の目を見つめるだけで答えようとはしなかった。

　数日後、執しつ事じ官かんが謹慎の解かい除じよと議事室で最高評議会が開かれることを伝えてくる。たとえ一三の少年とはいえ、彼は柾木家の当主なのだ。

　会議の議題内容は考えるまでもなかった。

　阿主沙にとって樹雷に留とどまる意味はなかったが、魅月を連れ出すことが出来ない以上、せめて彼女の罪の分も背負って樹雷を去らねばならない。阿主沙は覚かく悟ごを決めていた。

　約束の時間が訪おとずれ、阿主沙は柾木家当主の通路から議事室に入る。すでに天木家当主以外は着席していたが、政治事に殆ほとんど口を出すことがなかった瀬戸が珍めずらしく樹雷皇の横に座っていた。もっとも後で知ったことだが真の最高評議会は別にあり、瀬戸はその一員で、重要な決め事はその裏の最高評議会で大体の方向性が決められている。

　阿主沙が着席してから数分後、もったいぶった風に舟参が入ってきた。

　瀬戸と阿主沙に一いち瞥べつをくれてゆっくりと天木家当主の席に着こうとする。

「舟参殿。本日、その席は貴方あなたの座るべき場所ではありません」

　悠ゆう然ぜんと座ろうとした舟参に、瀬戸が威い厳げんある声で告げた。

　明らかに不満げな表情になった舟参であったが、瀬戸のいつもと違う雰ふん囲い気きに吞まれ、座るのを止やめ立ち上がる。

「瀬戸殿、それはどういう意味でしょう？　この席が天木家の当主である私の席ではないと、こうおっしゃりたいのですか？」

　口く調ちようは穏おだやかだが硬かたく握にぎられた拳こぶしは怒いかりに震ふるえていた。

「舟参殿は、当主代理のはず」

「……確かに。だがこの数百年空位のまま。ならばこの舟参が当主も同じことではありませんか。現に今までそう認められて来たはず。……それとも今日ここに天木家の当主殿がおいでになるとでもおっしゃるのですかな？」

「魅月!?」

　舟参の言葉は阿主沙によって遮さえぎられた。

　いつの間にか舟参の後ろには魅月が立っていたのだ。

　議事場にざわめきが広がる。魅月の存在を知ってはいてもその姿を見るのは、最高評議会の参加者でも初めての者が殆ほとんどだからだ。評議会に現れたのも驚きであったが、皆、魅月の美しさに息を吞のんでいる。それは阿主沙も同じであった。

　実際、髪を整えた正装姿の魅月は別人のように美しい。

　だが、そんな参加者や阿主沙よりも驚いていたのは、舟参であった。

「叔お母ば上うえが何な故ぜ…ここは貴女あなたのような者の来るところではない。あの庭園で裁さい定ていの下くだるのをおとなしく待って……」

「舟参。長い間当主代理、ご苦労様でした」

「何ですと!?」

「控ひかえよ！　天木家当主の御ご前ぜんであるぞ」

　瀬戸が声を上げる。

「おっ、叔母上……」

　魅月の威い厳げんに気け圧おされる舟参を見て、口くち許もとを押さえて瀬戸が微笑ほほえむ。

　再び議場内にざわめきが広がる。

『魅月が…天木家の当主？』

　自分が会っていた人物の正体を知って、阿主沙はただただ啞あ然ぜんとするしかない。

　憮ぶ然ぜんとした表情で舟参は控えの席に座るしかなかった。理由はどうあれ魅月が天木家の当主であることには変わりがなく、それ以上の反論は自分を不利にするだけだからだ。

　全員が着席した後、樹雷皇が全員を見回して言う。

「では本議題に入る前に、天木家から提出されていた提てい訴そは棄き却きやくされたことを伝える」

　自分にとっての本議題をあっさりと棄却された舟参は、思わず立ち上がって叫んだ。

「なっ、何ですと！　それは一体どういう訳ですか!?　柾木家当主の……」

「舟参殿！」

　瀬戸が発言を遮った途端、舟参と二人だけで話せるように結界が作られた。これは会議中に個人的に会話や助言をしたい時に使われるもので、結界内は時間が加速されていて他ほかの者からは一瞬の出来事として映る。

　議会に参加しているメンバーが止まって見える結界内では、舟参が瀬戸に嚙かみつかんばかりに喚わめいていた。

「ど、どういうことですかな、瀬戸殿？　魅月叔母が天木家の当主権限で私の提訴を握にぎり潰つぶすというのならば、天木家当主の不ふ信しん任にん動どう議ぎを行うということもできるのですぞ!!」

「貴方が送り込んだ侍じ女じよの裏うらはとってあると言っても…ですか？」

「そ、それは…何かあってはいけないと……。現に柾木家当主があそこに入り込んだではありませんか。これは瀬戸殿の責任でもあるのですぞ」

「入り込んだということならば、舟参殿も同じではないのですか？」

「二人の違い法ほう行こう為いの現場を押さえるためにあえて行ったこと。緊きん急きゆう時じであるために致いたし方かたなかった」

「決め事には『理由の如何いかんを問わず』とあるはず」

「しかし……」

「樹雷皇が内部監かん査さも付けてないとお思いか？　魅月様、阿主沙殿、舟参殿、それぞれの意い図とがどこにあったかはすでに樹じゆ雷らい皇おうはご存じです。しかし自らの息のかかった者を潜せん入にゆうさせるというのは、それ自体が……」

　瀬戸がそこまで言った途端、結界が解とかれる。

「……異い議ぎは、ありません」

　スパイのことを知られてしまっては勝ち目はなく、舟参は力なく座り込むしか術すべを持たなかった。

「それでは本議題に入る。今日ここに皆の者を集めたのは他でもない、柾木家当主、阿主沙のことだ」

　静かに、しかし威い厳げんのある声で樹雷皇が話し始める。

　魅月の横顔を見つめながら、阿主沙は覚かく悟ごを決めた。舟参の提てい訴そが棄き却きやくされたとはいえ、それで阿主沙の罪がなくなったわけではない。

　ふと見ると、舟参が口許を歪ゆがめて阿主沙を見ている。自分の思惑おもわくは失敗に終わったが、せめて阿主沙だけでも追い落としてやる、そんな顔をしていた。

　それを無視した阿主沙は議長席を見る。

　表情を変えぬまま、樹雷皇は本題を言った。

「まだ若じやく輩はいとはいえ、柾木家の当主ともあろう者が『皇家の樹』を持っていないのでは示しが付くまい。そこで阿主沙に樹選びの儀式を行うことにした」

「えっ!?」

　驚いて樹雷皇を見る阿主沙。

「よいな、阿主沙？」

「は、はい。樹雷皇のお言葉、有あり難がたく頂ちよう戴だい致します」

　阿主沙の樹選びの儀式は四家の当主全員一致で承しよう認にんされ、翌日に儀式が執とり行われることとなった。

　議会が閉へい会かいした後も、まだ惚ほうけている舟参の姿があったことは言うまでもない。




　その夜、阿主沙は隠しルートを通って魅月の庭園に向かった。

「魅月。……魅月」

　木々を抜けてテラスに出て魅月を探さがす。

　しかしそこで阿主沙を待っていたのは魅月ではなく瀬戸であった。

「ここに来ると思っていたわ」

「……瀬戸…様。……魅月は？」

「明日には会えるわ。彼女も阿主沙殿の儀式に立ち会うことになっているから」

「本当ですか？　俺おれのために何か罰ばつを受けることはないんですね？」

「ええ。今日の会議で聞いたでしょ。大丈夫」

　瀬戸の言葉を聞いて安心した阿主沙はテラスを離れ、庭園に向かう。

「転送ポートは通じてるわ。今からそこを上ったんじゃ遅くなるわよ」

　いつになく優しげな表情をしている瀬戸が、走っていく阿主沙の背中に声をかけた。




　翌日、皇族達により樹選びの儀式がしめやかに行われた。

　儀式は三人以上の立会人がいれば成立するのだが、柾木家、天木家、神木家、竜木家の主立った皇族達が要よう請せいもないのに続々と儀式に参加してきたのは、皆、阿主沙の晴れ姿が見たかったからだ。まだまだ幼いが自分に噓うそをつかず思い込んだら前しか見ない、少し我がままなこの少年を皆が好すいていた。

　しかしそんな周囲の思惑おもわくとは裏うら腹はらに本人は儀式に緊きん張ちようするでもなく、皇族達の中に魅月の姿を見つけて安心している。さすがに話しかけることは出来なかったが。

　天樹の中空のテラスで皇家の樹を取り囲むようにして立つ人々の間を抜け、阿主沙は前方にある転送ポートの扉とびらへと向かう。

　樹選びの儀式──それはパートナーとなる皇家の樹を選ぶ為に行われる。その内容は至って簡単で、樹が現れた人物を自分の元へ転送させるか否いなかだ。転送されなければ第三世代の樹が授じゆ与よされ、転送されれば第二世代の樹と謁えつ見けんし、語りかけてくる樹があればパートナーになれる。皇族達の大たい抵ていの者がここで第三世代の樹を与えられており、転送される者は少ない。

　魅月と出会えたことで安あん堵どした阿主沙は、躊ちゆう躇ちよすることなく転送ポートに乗った。

　次の瞬間、辺りの景色けしきが変化し、第二世代の皇家の樹が浮かんでいた。天樹の中に阿主沙は転送されたのだ。

「おめでとう、阿主沙殿。これで少なくとも第二世代の樹に選ばれた事になるわ」

　後ろから瀬戸の声がする。瀬戸、樹雷皇、竜木家の当主、そして魅月の四人が以後の立会人としてやって来ていた。

　次々と転送ポートに乗り、皇家の樹の歓かん迎げいを受けながら阿主沙が進む。

「ほら、よそ見しないで樹の声を聞きなさい。魅月様には後でゆっくりお話し出来るわ」

　瀬戸が小声で囁ささやく。

「阿主沙殿を呼ぶ声は聞こえない？」

「みんな、歓迎してくれてるけど……」

「パートナーになってくれるって？」

「それは聞こえてこないよ」

　何本もの樹の前を通ったものの、阿主沙を選んだ樹は現れなかった。

「阿主沙殿の樹がないというのは、どういう事でしょうか？」

「木々達が歓迎しているのは事実だ。声を聞き損そこなったか……」

　困ったように言う竜木家の当主に樹雷皇も考え込む。

　そして一つの結論を見いだした。

「そうでないとすれば…まさか！」

　ハッとして顔を上げた樹雷皇に魅月が頷うなずく。

「阿主沙殿。どうぞこちらへ」

　天木家の当主としてではあったが、初めて阿主沙に話しかけた魅月は、少し奥にある転送ポートに立った。

「そこは、第一世代の間への道では……」

　竜木家の当主が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。転送ポートの先には皇族達でも、わずか三人しか踏ふみ入ったことのない、第一世代の間へ続く扉とびらがあった。

『確かに、歓迎されたというのに、樹の中に阿主沙を選んだものがいなかったというのであれば……、納なつ得とくせねばならんか』

　魅月が振り返って阿主沙を誘いざなう。

「さあ、阿主沙殿」

「でも、その先は……」

「大丈夫です」

　そっと肩に触れた魅月の温ぬくもりを感じた阿主沙は、彼女の言葉を信じてゆっくりと前に歩き出す。

　転送ポートを潜くぐろうとする阿主沙達を、瀬戸、樹雷皇、竜木家の当主の三人はその場から動こうとはせずに見送っていた。

「これでよいのだな？」

「分かりません。ですが、魅月殿が望まれたことです」

　瀬戸に頷いた樹雷皇が消えていく魅月の後ろ姿を見る。心の中で追いかけたい衝しよう動どうに駆かられたが、それを顔に出すことはないし、ましてや実行することもなかった。樹雷皇としての立場がどうのではなく、悲しい運命を背負った孫娘を愛するが故ゆえにそうするのだ。

　彼女の最後の願いを叶かなえてやるために──。

　そして、阿主沙達の姿が消えた。




　阿主沙の目の前には第二世代とは比べものにならない程の大きな樹があった。

「…………すごい……」

　一瞬、天樹の中から外に出たのかと思ったほどだ。見渡す限りの湖みずうみと青空、今、阿主沙の立っている転送ポートから五つの道が延のび、その果てに第一世代の皇家の樹があった。

「こっちよ。阿主沙ちゃん」

　五つの内の一つの道の入り口へ歩いていく魅月に誘さそわれた阿主沙は、黙だまって彼女の後をついていく。儀式の最中ということもあって私語を交わすのも憚はばかられた阿主沙は、道の突き当たりにつくまで無言のままで通す。

　そして、その突き当たりには第一世代の樹が立っていた。

「魅月…様。この樹は？」

「今は私と貴方あなたの二人きり…いつものように魅月って呼んで下さい」

「……うん」

　魅月は樹に手を当てて阿主沙に振り向く。

「阿主沙ちゃん、これは私の樹なの」

「えっ、魅月の!?　だってこれは第一世代の樹なんだろ？」

　阿主沙が驚くのも無理はない。絶対ではないにせよ、皇家の樹の格によって皇家内での地位が決まる。第一世代の樹を持つ者なら本人にその気があれば、樹雷皇の決定がなくとも次期樹雷皇になることすら可能なのだ。

「ねえ、阿主沙ちゃん…この樹、まだ名前がないの、阿主沙ちゃんが付けてあげてくれない？」

「名前を付けるって、もしかしてそれ……」

「……そう、この樹を貰もらって欲しいの」

「な、何を言ってるんだよ魅月。貰ってって言われてもこの樹は魅月のものじゃないか。それに、俺おれにはこの樹の声が聞こえないよ」

「声は聞こえているわ」

「……どういうこと？」

　意味不明な言葉に戸と惑まどいながらも阿主沙は魅月を見る。

　微笑ほほえむ魅月の姿が薄うすくなったような、透すけたような、そんな気がした。

「……魅月!?」

　突然、膝ひざを折って魅月が倒れる。

　駆かけ寄って慌あわてて抱だき起こす阿主沙。

「魅月！　しっかりして、魅月!!」

「大丈夫です」

「顔が真っ青じゃないか。医者を…戻もどろう！」

「待って！……まだお話ししなければならないことが…お願い」

　必死に阿主沙の袖そでを摑つかむ魅月の顔から、どんどん精せい気きがなくなっていく。

「何を言ってるんだ。そんなことより！」

「お願い…阿主沙ちゃん」

　すがるように魅月は阿主沙を見つめている。袖を摑んでいる手が微かすかに震ふるえていることを知った阿主沙が、最後の抵抗をしようと言葉を紡つむぎ出す。

「でも、魅月……」

「お願い。もう、余り時間がない…から……」

　微笑む魅月を見た阿主沙は、彼女の死期が近付いていることを悟さとった。

　なんとかしたかった。なんとかしてやりたかった。

　しかし死期の迫った魅月がそうまでして伝えたいことがあるなら………。

　泣き出したい気分を堪こらえ、阿主沙は皇家の樹の根元に魅月を座らせた。

　彼女の身体からだから生命いのちの炎ほのおが消えていく。

『何な故ぜだ。何故なんだ!!』

　涙を流すまいとギュッと目を瞑つむった阿主沙の手を魅月が握にぎる。

「……わ、私ね、阿主沙ちゃんに沢たく山さん謝あやまらなくちゃならないことがあるの」

「俺おれを庭園に呼んだことだろ。別に気にしてないよ」

「その事だけじゃないわ。阿主沙ちゃんのお母様が樹雷に戻ることが許ゆるされないのは、全て私の罪のせい」

「えっ？」

「舟参が阿主沙ちゃんに言ったことは事実ではないの。もちろん舟参は…いえ、樹雷皇と瀬戸様以外は真実を知らないわ」

　雲一つない青空を眺ながめながら、ゆっくりと魅月は真実を語り始める。

　魅月の父親は阿主沙の父と同じく他国の人間である。その父親の正体は、樹雷と敵てき対たい関係にある海かい賊ぞくギルドから送り込まれた諜ちよう報ほう員いんで、娘の能力を知った彼は幼い魅月から樹雷の情報を得ていたのだった。純じゆん粋すいで幼い魅月は言われるがままに天樹と心を同調させる、愛する父の喜ぶ顔を見るために。

　そしてある日、樹雷の友好国の元首が樹雷に来る途中、極ごく秘ひであった航こう路ろを察さつ知ちされて海賊艦かん隊たいに襲おそわれた。魅月の能力で得た情報が原因である。幸い海賊が大がかりな襲しゆう撃げきを行ったため、作戦行動中に瀬戸の情報網に引っかかり、一番近くにいた柾木家の皇家の船によって事なきを得たが、元首の船以外は殆ほとんど全ぜん滅めつという状態であった。

　その事件をきっかけにして瀬戸が内部監かん査さを行ったところ、魅月の父親がスパイという事実が発覚、魅月の異能力も含め樹雷皇の知るところとなる。

「……その事実を公表することは、もちろん出来ることではありません。他国の信頼関係や国内での樹雷皇への不信、他国の者への排はい斥せき……。私の得る情報は一国を崩ほう壊かいさせかねないものだったから。……そして幼いとはいえ私の罪は重じゆう背はい任にん、国外追放は免まぬかれなかった。……私が普通の身体からだだったら、お爺じい様はそうなさったかもしれない…でも私は、ここでしか生きることが出来ない……」

　魅月は悲しげに阿主沙を見つめ、そして再び視し線せんを逸そらす。

「ここでしか、生きていけない？」

「……この力のせいなのか…それは分からない。でも皇家の樹の力がなければ生きてはいけない。それもここの第一世代の五本の樹、全てが私の延えん命めいに力を分けてくれなければ生きていくことが出来ないの」

「じゃあ、樹雷から離れたら……」

「それを知った柾木家の、あの海賊から他国の元首をお守りした方が私のために……。ご自分が全ての罪を背負われて、全てを奪うばわれて樹雷を追われてしまった。……それが貴方のお母様のお兄様」

　魅月の頰ほおを涙が一ひと筋すじ流れた。

「それだけじゃない。私は阿主沙ちゃんにまで取り返しのつかないことをするところだった。……舟参のことも…全て。……それなのに私は何もしないまま、みんなの不幸を糧かてにして生きてきた」

「そんなの魅月のせいじゃない！　魅月もそんな力がなけりゃもっと、普通にもっと…もっと、もっともっと!!」

「もう…十分長く生きてきたわ。皇族としては短くても、普通の人並みには……」

「でも。でも、普通の幸せはなかったじゃないか！」

　いたたまれない想おもいが阿主沙の声を大きくする。

「……阿主沙ちゃん」

「母さんも、伯お父じさんだって不幸なんかじゃない！　樹雷に帰れないことなんかどうでもいいんだ！　俺おれが怒おこってるのが馬鹿馬鹿しいくらい。俺が怒ってるとあのクソババアと一緒になって笑ってるんだぞ！　魅月の言った俺の伯父さんだって、母さんの話を聞いて一緒になって笑ってるんだ。……不幸なのは…魅月のほうだ!!」

　魅月の胸にすがりついて阿主沙は泣いた。

　こんなに悲しい現実があるのか。

　こんなにも人は不幸でいいのか。

　なんでそれが魅月でないといけない。

　魅月はこんなに優やさしいのに。

　こんなにも優しいのに。

　なんでこんなことになるんだ!!

　泣きじゃくる阿主沙の頭を魅月が撫なでる。

「阿主沙ちゃん、泣かないで。……私ね、不幸じゃなかった。お爺様も瀬戸様もよくして下さったし、それに最後に阿主沙ちゃんに会えたんだもの。幸せだったわ」

　阿主沙を優しく抱きしめる魅月。

「最後なんて言うな！」

「ねえ、阿主沙ちゃん。この樹を貰もらってくれる？」

「何言ってるんだよ、この樹は魅月の命なんだろう。それに俺にはこの樹の声は聞こえないんだ……」

「聞こえてるわ。聞こえてる……」

　阿主沙の頰に手を当てゆっくりと自分の方に顔を向けさせる。

「……ずっと、ずっと阿主沙ちゃんのことを見ていたわ。樹雷に来た時から」

「……！　魅月、その目…皇家の樹の……」

　魅月の右目は皇家の樹の樹液の宝石で作られた物であった。

「そう、ずっと、阿主沙ちゃんを…見て……」

　阿主沙の頰にあった手に力がなくなる。

　頰を伝い落ちて行く。

　その手を摑つかんだ阿主沙があらん限りに叫ぶ。

「魅月！　おい魅月!!」

「……連れてって、阿主沙ちゃん。……外の世界を見せてくれるって、あの時そう言ってくれたわね」

「連れてってやる！　魅月が行きたいなら、どんな所だって連れてってやる!!　だから……」

　阿主沙の言葉に嬉うれしそうに魅月が微笑ほほえむ。

「……阿主沙ちゃん…………阿主沙…ちゃ…大好………………」

　そして彼女は静かに目を閉じた。

「噓うそだ。噓だ噓だ。目を開けてくれ。連れてってやるから、俺が連れてってやるから、頼たのむよ。目を開けてくれ、魅月。魅月ぃっっっっっっ!!」
















　阿主沙はだだっ子のように首を振る。現実を振り払うように。




　冷たくなった魅月の手を握にぎったまま、どれくらいの時間そこにいたのだろうか。いつしか日も暮れかかり赤々とした夕暮れが二人を包み込んでいた。

　泣き腫はらした阿主沙の目には涙の跡あとがこびりついている。

　動く気力もないまま魅月の顔を見つめていた阿主沙がピクリと動いた。

　辺りからどこかで聞いた音、というより曲が聞こえてくる。

　美しく繊せん細さいなメロディが彼の耳を優しく撫なでた。

「……これは、魅月が弾ひいていた…………」

　小さな光が木々の間を走っている。

　その音がまるで音楽のように聞こえているのだ。

「……皇家の樹が…そうか、お前達も…………」

　阿主沙は樹が奏かなでるメロディに身体を預あずけ、そして瞬またたき始めた星を見る。

「……連れていってあげるよ、魅月。約束だ。この樹と一緒に…ずっと一緒に」

　阿主沙は魅月を抱えて皇家の樹のうろの中に入って行く。

　うろの中は樹液の溜たまった物が結けつ晶しよう化かして、まるで小さな泉いずみのようであった。

　そこに魅月を横たえる。

　静かに結晶の中に魅月が沈しずんで行く。

　優しい声も寂さびしげな微笑みも、心の中にある全ての想おもいが樹の中へ溶とけていく。

　握にぎった魅月の手が沈んでいった瞬間、阿主沙の瞳めから一ひと筋すじの涙が流れた。

「…………魅月……」




　うろから出るとすっかり日が暮れていた。

　天空に浮かぶ綺き麗れいな満月が阿主沙を照らしている。

「……月。霧きりの封ふう印いん……」

　その月を見ていた阿主沙は、魅月が以前話してくれたお伽とぎ噺ばなしを思い出す。

　霧の封印で月の女め神がみを隠してしまう水の神の物語。

「……霧きり…封と……」

　阿主沙が小さく呟つぶやく。

　霧封──それを樹の名前にしようと決めた。

　樹と共に、魅月と共に、俺は生きてゆく。

　船となってどこにでも連れて行く。

「いいだろ、魅月？」

　そう呟いた途と端たん、阿主沙の心の中に声が響ひびいた。

『……ズサ、アズサ…………』

　それは霧封の声であった。




「子供で、未み熟じゆくな俺は彼女を守ってやれなかった……」

　月を見つめながら阿主沙が船穂に言う。

「……でも、魅月様は阿主沙様にお会い出来て、きっとお幸せだったと思います」

「そうだといいが」

「きっと、……きっとそうです！」

「…………ありがとう」

　声を大きくして言う船穂に少し驚きつつも阿主沙は礼を言った。自分を慰なぐさめようとしている彼女の気き遣づかいが嬉うれしかった。

「私、その方が羨うらやましい……」

　船穂がポツリと呟く。

「えっ、何か言ったかい？」

「いえ、なんでもありません……」

　頰ほおを赤く染めながらも、慌あわてて船穂は首を振る。

　光こう鷹おう翼よくの光に包まれながら宇宙を漂ただよう二人の元に、光点が近づいてきた。

『若わかッ。お迎むかえに参りましたぞ』

　興こう奮ふんしたような司仕委の声が聞こえてくる。

　光点は外されたユニットを再び装そう着ちやくした霧封であった。




　船穂を地球に送り届ける為、阿主沙は浅海宅へ向かった。

　玄げん関かんで待っている浅海の姿を見つけた船穂が駆かけ出し、喜びの抱ほう擁ようを交わす。

「お爺じい様っ！」

「船穂、よかった。よかった……」

　少し離れた場所からその様子を見ている阿主沙に気づいた浅海は、孫まご娘むすめを愛いとしそうに抱きしめながらも軽く頷うなずく。阿主沙も頷き返した。

「船穂殿、浅海殿、申し訳ありませんが、私は少し寄りたい場所がある故ゆえ、これにて失礼します」

「どちらへお出かけですか？」

「いえ、大したことではありません。知り合いが近くにいるようですので、挨あい拶さつに行ってこようと思いまして……」

　訊たずねる船穂に阿主沙は笑顔を向ける。

「戻もどってきて……」

「えっ？」

「……いいえ、いってらっしゃい、阿主沙様」

　全ての想おもいを吞み込んで船穂が言った。

　浅海宅を離れ霧封に戻った阿主沙は、海賊艦かん隊たいから脱だつ出しゆつしようとした時に聞こえてきた謎なぞの声のことを司仕委に話して聞かせる。

　すると霧封が反応して、謎の声は月から来たものであるとディスプレイに映うつし出す。

「なるほど、行ってみるか」

　進路を月に向けた霧封は月面に不ふ時じ着ちやくしている朽くちた宇宙船を発見し、その隣となりへ着陸する。間近で見るとその船は樹雷のものであることは分かったが、材質が金属で出来た、かなり古いタイプのものであった。

「若、船のプレートから持ち主が分かりましたぞ」

「誰だ？」

「聞いて驚かないで下され。なんと持ち主は樹雷皇家初代総そう帥すいの妹、真ま沙さ希き様のものであらせられます」

「やはりな。登録申しん請せいの年代が樹雷創そう世せいの頃ころだからおそらくと思っていたが、まさか樹雷皇家初代総帥の妹とは……」

　霧封から阿主沙が外に出る。

　朽ちた宇宙船の内部はその殆ほとんどが機能を停てい止ししていたが、その中心にはまだ稼か動どうしているユニットがあった。特に驚くことはない。海賊の船に捕とらわれていた時の声の主がいるとすれば、稼動しているユニットがあるのは当然のことだ。

　阿主沙の持っている第一世代の樹のマスターキーが反応してユニットへの扉とびらが開く。

　中は皇家の樹のユニット特有の緑溢あふれる場所であった。

　全天に宇う宙ちゆうを映し出しているドームには、美しく蒼あおき星、地球が浮かんでいる。

　そしてユニットの真ん中に植えられている小さな樹を見付けた阿主沙は、それが皇家の樹であるものの、本体ではなく接つぎ木されたものであることを知った。

　つまり、海賊艦隊を攻撃したエネルギーは霧封から送られたもので、この樹は中ちゆう継けい機きの役割をしていたということになる。

「なら、あの声の主ぬしは……」

　独ひとりごちた阿主沙のマスターキーが光り、それに反応した樹から霊れい体たいが出現した。

「アストラルコピー……」

　ある人の全ての肉体、記憶、精神、霊れい体たいさえも樹に複ふく写しやするという第二世代以上の樹を持つ皇族のみが使える秘ひ術じゆつ──それがアストラルコピーだ。

　現れた霊体は樹雷皇家初代総帥の妹、真沙希であった。

「初めましてということになるかしら、樹雷皇家皇太子、阿主沙殿」

「真沙希様ですね」

　うやうやしく礼をした阿主沙は、これから真沙希に起こった重大な運命を聞かされる……なんてことは、これっぽっちもなかった。

「ホント、人と話したのは何千年振りかしら。しっかし、いくら辺へん境きようの星せい域いきとはいえ全然来てくれないんだもん。樹雷は調査団派は遣けんしてないの？　どうなの？」

「いえ、そんなことは……」

「あ、じゃあ私のことなんかどうでもいいと思ってたってこと？　そういうことなんだ、ふ～ん、今の皇家って薄はく情じようなのね。あの頃ころの私なんか、あ～～～～んなに苦労して旅を続けて、や～～～～～っとの思いでここまで来たのに」
















「は、はあ、すみません。でも見つかりたくなかったのではないのですか？」

「えっ？」

「誰かが問い合わせをしなければ植民星登とう録ろくをされないように細さい工くしていたでしょう？」

「……まあいいわ、許ゆるしてあげる。ねえところで今、樹雷では何が流は行やってるか教えて。そうだ、私の時はね……」

　阿主沙の問いには答えず、真沙希は一方的にまくし立ててきた。数千年の間、退たい屈くつしきっていた真沙希の思いが噴ふん出しゆつし、閉へい口こうする司仕委と阿主沙に話して話して話しまくる。

　最初こそ樹雷創そう世せい前ぜん史しの生き証人と、この出会いを喜んでいた司仕委だったが、捕つかまった人達の治ち療りようの様子を見るという名目で五日目で逃げ出した。彼女の話が余りにも下げ世せ話わで歴史を知る上では全然、参考にならなかったからである。

　だがそれは仕方のないことかもしれなかった。彼女の知る人達が、阿主沙や司仕委にとっては歴史上の偉い人じんであっても、彼女にとっては家族や友達だったのだから……。

　樹雷の創世期は開かい拓たくの歴史だ。領りよう宙ちゆう、領星を増やす為幾いく万まんもの調査団が樹雷星を中心に飛び立って行った。だがその全てが還かえってきた訳ではない、ある者は事故で、またある者は戦いで、旅の途中で命を落としていく。真沙希もそんな一人であった…のだが、彼女の長話を要よう約やくしたところ、うるさい親元や兄の監かん視しから逃のがれ、運よく見つけたこの星が気に入ってそのままそこで天てん寿じゆをまっとうしたらしい。

　少し樹雷初代総帥やその両親が気の毒に思った阿主沙であったが、数十年後に自分の息子むすこや娘が、同じことをするとはこの時の彼が知る由よしもない。

　その後、真沙希は皇家の樹本体を地球へ持って行き、偶ぐう然ぜんにも今まで阿主沙のいた島国に根づかせ、そこに自分も暮らしたということだった。もしかしたら船穂の系図を辿たどって行けば真沙希の名前が出てくるのかもしれない。

　そして地球へ行く前に植民星の手続きと樹雷の子し孫そんが来た時の為に、真沙希はアストラルコピーを変動の少ない月に残したということだった。

　阿主沙は真沙希に樹雷へ一緒に来るよう勧すすめるが、真沙希はもう暫しばらくここで地球を眺ながめていたいと言う。

「本当によろしいのですか？」

「ええ……」

　真沙希の返答に長話から解放されたことを知った阿主沙は安あん堵どのため息をついた。




　余談ではあるが、この時より約八〇〇年後の未来、柾まさ木き天てん地ちの息子が一生彼女の長話の相手をすることになる。




　霧封に戻ってきた阿主沙を待っていたのは、青ざめた…と言っても機械だから分からないが、慌あわてふためいている司仕委であった。

「若、一大事でございますぞ！」

「何があった、司仕委。真沙希様が呼んでいるのなら代わりにお前が行ってくれ」

「そんな事ではございません。じ、樹じゆ雷らい皇おうが危き篤とく状態に！」

「なんだと!?」

　その連れん絡らくは皇家の樹のネットワークで送られてきたので、間違いはないと言う。

　直すぐさま樹雷に戻るよう進しん言げんする司仕委。第一世代の皇家の樹を得たことは樹雷星では絶対的な力を意味する。だがそれだけでは樹雷という大国を動かすことは出来ない。政治的な力や後見人の数も必要である。

　皇太子とはいえ立場的にはまだまだ基き盤ばんの弱い阿主沙が、強力な後見人でもある現皇の危篤時に、ましてや崩ほう御ぎよといった事態に樹雷星にいないとなれば、現皇についている他の後見人もどういう態度に出るか分からない。もし他の皇族の中から第一世代の樹を得る者が出れば、直ぐさま皇位を追われることになる。どの世界にも共通することだが政治というものは綺き麗れい事ごとではない。最も樹雷にはそういったことが他の国と比べ少ないと言われているのは、楽らつ観かん的てきで明るい樹雷皇家の気き質しつと、客観的な監かん査さ役やくとでも言うべき皇家の樹が存在しているからだ。

「若、早急に樹雷星へお戻り下され」

「しかし……」

　阿主沙の脳のう裏りに別れ際ぎわの船穂の言葉が蘇よみがえる。

『戻ってきて…いいえ、いってらっしゃい、阿主沙様』

　あの時は聞こえなかったふりをしたが、彼女の願いは無む視し出来ない。

　彼は心の中にいる魅月に『そうだろ？』と問いかけた。

「船穂殿のことを迷われているのですか？　若はそれ程までにあの方を……」

「私が手て傷きずを負った時に看病してくれた礼ぐらいはしたい」

「若っ！」

「頼たのむ、司仕委……」

　阿主沙はしつこく食い下がる司仕委を無視して、霧封の針路を地球に向けた。




　船穂の願いを叶かなえてやりたかったが、ひと目見るだけで黙だまって去るという考えも阿主沙の中にはあった。会ってしまえば余計に別れが辛つらくなる。しかし会わずに行く程、船穂のことをいい加か減げんに考えている訳ではない。

　どうしていいものか悩む阿主沙は、いつぞやの時のように庭の隅すみでぼんやりと景色けしきを眺ながめてる船穂を見つけた。

「船穂殿……」

　そして前と同じように思わず声をかけてしまうと、振り返った船穂が信じられないといった顔を見せ……それが段々と笑顔に変わっていく。

「阿主沙様、お、お帰りなさいませ……」

「ただいま……」

　そう言おうとして慌あわてて止やめた。これから樹雷へ帰る身であるのに、そのような言葉を口にするわけにはいかない。

　庭先で見つめ合う二人に浅あす海みが近づいてくる。

「やっぱり、戻って来られましたか、阿主沙様」

「浅海殿……」

　以前、孫まご娘むすめの想おもいが悲ひ恋れんに終わるから立ち去って欲しいと告げた浅海との約束を破ってここにいることを十分に承しよう知ちしている阿主沙である。しかし現れた浅海の顔は普段と同じように柔にゆう和わに微笑ほほえんでおり、あの時に見せた悲痛な表情はどこにもない。

「ほほう、昨日とは打って変わったような笑顔じゃな。ん、船穂？」

「そ、そんなことはありません。大蛇おろちを退たい治じして村に平和が戻り、お父様と妹を迎むかえ、またみんなで暮らせることが嬉うれしいのです」

　船穂が慌あわてて反はん論ろんする。

　すると浅海が今度は阿主沙を見て、

「阿主沙様、船穂は貴方あなた様がいなくなってから、もう戻ってきては下さらないのではないかと、毎日毎日心配ばかりしていましたぞ」

「…………あ……」

　まるでからかうように言う浅海に、船穂の頰ほおが真っ赤に染そまる。

「そうですか、申し訳ありませんでした。しかし……」

「しかし？」

「突然なのですが、私の祖そ父ふが病やまいで倒れ、危き篤とく状態になったとの知らせを受けました」

　阿主沙は慎しん重ちように言葉を選んで言った。樹雷皇のことを祖父と呼んだのも事実をありのまま話すと浅海が混こん乱らんすると思ってのことだ。

「そうですか。では国に戻られるのですね？」

　沈ちん痛つうな面持ちでそう言う浅海に阿主沙が頷うなずく。

「……そんな」

　声が微かすかに聞こえて振り向くと、悲しげな顔で俯うつむいている船穂がいた。

「船穂殿……」

「あ、あの…私、水汲くみに行ってきます」

　走り出してしまう船穂に阿主沙は声をかけることが出来ず、傍かたわらに立っていた浅海に自じ嘲ちよう気味な笑顔を向ける。

「申し訳ありません、浅海殿。貴方あなたのおっしゃる通りになってしまいました」

　しかし老人の返答は阿主沙にとって意外なものであった。

「私にはそうではないような気がするのですが……」

「それはどういう意味ですか？」

「まあ、いいでしょう」

　微笑みながら答えをはぐらかす浅海に、阿主沙は怪け訝げんそうな表情を見せる。

『それにしても、私はどうしたらいいのだ……』

　このまま船穂と別れてしまうことに抵抗を感じて立ち去ることが出来ずにいた阿主沙のマスターキーが反応し、痺しびれを切らした司仕委の声が聞こえてきた。

『若、急いで下され！』

「あ、ああ。そうだな」

　誰だれかにそう言って貰もらわないと踏ふん切りがつかなかった阿主沙は、浅海にその旨むねを伝え、ある種救われたように転送ポートのある所へ歩き出す。

　しばらく歩き、見送りはもうここまででいいと浅海に言った時、どこからか阿主沙を呼ぶ船穂の声がする。

「阿主沙様ーっ！」

　息せき切って走って来た。

「船穂殿……」

「……はぁはぁ、阿主沙様。これ、お土産みやげです。よろしかったら国のお爺じい様に持っていってあげて下さい」

　船穂が持っている籠かごの中には柿かきや栗くり、きのこが入っている。

　それらはここで暮らした間、阿主沙が気に入った物ばかりであった。

　阿主沙に持たせたいが為、野山を走り回り懸けん命めいに集めたのであろう。船穂の手足は泥どろだらけで無数の引っ搔かき傷きずがあった。

　その顔に別れの涙はない。そこにあるのは笑顔だけだ。

　彼女の強さ、優やさしさ、素そ朴ぼくさ、はかなさ、全てが阿主沙に染しみ込んでくる。その純じゆん粋すいな一いち途ずさが阿主沙の心の隙すき間まに入り込む。

　いや、彼は船穂のために心の扉とびらを開けた。

『こりゃもう駄目だ』

　阿主沙は籠を前に差し出している船穂に手を伸ばしたかと思うと、腰こしをかがめてそのまま彼女を抱え上げる。

「あ、阿主沙様!?」

「すまんが、私と一緒に樹雷へ来てくれないか？」

　そう言うと後ろにいる浅海に振り返って、

「浅海殿、申し訳ない！」

　船穂を強ごう奪だつするように阿主沙は走り出した。

「阿主沙様……」

「船穂殿、私と一緒にいてくれ。頼む」

　真剣な表情の阿主沙を見た船穂は、首筋に顔を埋うずめて頷うなずく。

「はい。連れていって下さい……」

　ああ、連れていってやる、どこへでも。

　守ってやる、どんなことがあっても。
















　子供の頃に夢見た願いを思い出しながら、阿主沙は船穂を抱き上げている腕うでに力を込めて走る。

「ふはは。やっぱり、そうなったか。はははは！」

　見送る浅海の笑い声が二人の耳に聞こえてきた。

　樹雷皇家皇太子、阿主沙は、武者修行の旅で生しよう涯がい連れ添そう最高の伴はん侶りよを見つけたのだ。




　そして……。




　一人の少女が小さな神社の境けい内だいに座っていると、誰かに名前を呼ばれているような気がして振り返った。

　そこに立っているのはどこか逞たくましいお侍さむらい様のような青年と、待っていた少女をそのまま成長させたような女性である。

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだ少女は、名前を連れん呼こしながら女性に駆かけ寄っていく。

　自分の半分ほどの背せ丈たけしかない少女の為にしゃがんだ女性は、自分は遠くに行くから少女とはもう会えないことを告つげた。

　せっかく会えたのに。

　泣き出してしまった少女に、女性はこれを自分だと思うようにと告げ、一いつ対ついになっている手彫りの櫛くしの片方を渡した。

　青年と女性が去った後眠ってしまった少女は、迎えに来た父親の声で目を覚ます。

　久々に会えたのだろう、喜びで父親に飛びつく。

　少女が握にぎり締しめている櫛に気付いた父親が訊ねると、姉様から貰もらったと言う。

　櫛を握り締めて無邪気に喜ぶ少女の姿を見つめていた父親は、もう娘には会えないことを悟さとった。

　が、櫛を見つめると不思議と寂さびしさは感じない。

　幸せになるのだろう。

「そうか、船穂は一いつ緒しよに行ったか……」

　微笑みながら父親は夜空を見上げる。

　雲間から綺き麗れいな満月が見えた。




　それからしばらくして村全体に濃こい霧きりが発生した。




　その後、この地方には、霧の封ふう印いんという昔話が語り継つがれていくことになる。







　　　美み砂さ樹き







　現樹じゆ雷らい皇おうが危き篤とく状じよう態たいに入ってから一三日目に、船ふな穂ほを連れた阿あ主ず沙さが樹雷星に到とう着ちやくした。

　それから数日後、意識が戻もどらないまま樹雷皇は静かに息を引き取る。

　樹雷皇が崩ほう御ぎよしたことで数千年続いた現樹雷政府に終しゆう止し符ふが打たれた。

　後日、国こく葬そうが執とり行われ、その喪もが明けた時には阿あ主ず沙さの戴たい冠かん式しき、さらにその後で新樹雷皇の婚こん姻いんの発表を執り行う手て筈はずとなった。

　しかしその婚姻の発表内容で物ぶつ議ぎが巻き起こる。

　第一皇おう妃ひが美み砂さ樹き、第二皇妃が船穂ならばさほど問題にはならなかったのだが、阿主沙は断だん固ことして船穂を第一皇妃として迎むかえることを主しゆ張ちようしたのだ。

　しかしその主張は、第一皇妃候こう補ほである美砂樹の父、神かみ木き内うつ海つみとの対立を意味していた。

　当初、阿主沙のことを心配して色々と意見をしていた内海ではあったが、いつも話し合いは平行線を辿たどり、ついには決けつ裂れつ寸前の状態にまできている。意識のなくなった樹雷皇に船穂を第一皇妃にする許きよ可かを貰もらうことが出来なかったのが最後まで尾を引いていた。

　そして今日も内海と阿主沙の交こう渉しようは、お互いの意見を言い合うことのみに終始した。




「フン。話にならんわっ、あの馬ば鹿か者ものめ！」

　大声で阿主沙に対する文句を言いながら、樹雷王宮の外周通路を歩いているのは美砂樹の父、内海である。

　余りの大声に周まわりにいた女官や衛えい兵へい達が振り返るが、構わず床ゆかを叩たたくように歩く。

　それと対照的に落ち着き払い、少し離れて内海の後をついて行くのは妻である瀬せ戸とだ。

「駄目だ駄目だの一点張り。なんという頑がん固こ者ものだ。そう思わんか、瀬戸っ!?」

　振り向き瀬戸を見る内海だが、彼女は無視したように外の様子を見ている。

「おいっ！　瀬戸っ、聞いておるのか!!」

「……あら、あなたでしたの？　私はてっきりゴゴが皇宮に迷まよい込んで来たのかと思いましたわ。オホホッ！」

　無表情で内海を見つめ、彼の勢いきおいを少し殺すように間を開けてから瀬戸が答えた。

　ゴゴは地球でいうゴリラに似た動物で、ギャアギャアとうるさく叫さけぶことを知っている女官と衛兵達が、必死に笑いを押し殺している。

「フンッ！　……帰るぞ」

　ようやく周りの雰ふん囲い気きを察したのか、内海が恥はずかしそうに早足で歩き出す。

「ホッホッホッホのホッ」

　追い討うちをかけるようにわざとらしく瀬戸が笑った。

「……何か言いたそうだな？」

「いいえ、別に」

　とは言ったものの、内心では阿主沙がこれ以上、夫の内海と仲なか違たがいすれば好ましくない状じよう況きようになることを彼女は心配していた。しかしここで何か言っても逆ぎやく効こう果かであることも、どちらかが折れるということがないということも十分分わかる。さらにまずいことに、いずれは息子むすことなる阿主沙が夫に嚙かみついているのを見るのが楽しくて仕方がないと、瀬戸本人が思っていることであった。

　瀬戸は二人のよく似た馬鹿さ加か減げんが気に入っている。だから二人共大好きなのだ。

「これは、内海殿、瀬戸殿」

　通路を歩いていた瀬戸たちに声をかけてきたのは、天あま木き舟しゆう参ざんと竜たつ木き言こと申のの二人であった。権力欲に取り憑つかれている舟参が、様々な局面で好ましくない状況を作る首しゆ謀ぼう者しやになっていることを瀬戸は知っている。瀬戸は彼が嫌きらいだった。




　樹雷皇家の皇族は、柾木家、神木家、天木家、竜木家の四大皇家から成り立っている。樹雷皇も大たい抵ていこの四家から選ばれ、名前で分けられているものの一つの家族といっていい。

　樹雷皇が存そん命めいの時の次期樹雷皇候こう補ほも四家から一人ずつ選出されており、神木内海、天木舟参、竜木言申、そして柾木阿主沙の順であった。

　特に舟参は次期樹雷皇になることに熱心であり、第二候補であるものの、彼なりの勝しよう算さんを持っていた。

　まず第一候補、神木家の内海は第三世代の樹しか持てず、何より彼は余り樹雷皇の地位にこだわっていない。舟参が一番怖こわかったのは内海より彼の妻、瀬戸である。彼女は神木家の本来の女当主であり近きん郷ごう近きん在ざいに鳴り響ひびいた女じよ傑けつで、彼女が望めば次期樹雷皇ともなれる人物であったが、内海と結婚し養子に入った彼に当主を譲ゆずり、樹雷の女皇になることを拒きよ否ひした。その時の樹雷皇の残念がりようは凄すごいものがあった。

　第三候補の言申は第二世代の樹を得ているものの気が弱く、樹雷皇の地位に恐怖すら感じていた。その為ため、何らかの取り引きをすれば竜木家の内部の意見を調ちよう整せいし、自ら候補を辞じ退たいさせられると舟参は踏ふんでいる。

　第四候補は一番勢力の弱い柾木家の阿主沙だ。

　次期樹雷皇は現樹雷皇の指名により決定される。

　阿主沙は現樹雷皇のお気に入りだったとはいえ柾木家の勢力が弱く、強力な後うしろ盾だてのない阿主沙を指名など出来ないことを舟参は知っていた。

　舟参自体、第三世代の樹しか得ることが出来なかったが、彼の息子むすこが第二世代の樹を手に入れることが出来、自分の代わりとばかりに半ば無む理り矢や理り候補として擁よう立りつした。たとえ阿主沙が彼の息子と同じ第二世代の樹を得ようと次期樹雷皇は自分の息子となり、ひいてはその権力は自分の物と考えた。しかし阿主沙が長い樹雷皇家の歴史の中でも僅わずか三例しかない第一世代の樹を手に入れたことと、元々阿主沙に好意的だった内海が阿主沙の次期樹雷皇を容よう認にんしたことで舟参の目もく論ろ見みは崩くずれてしまったのである。

　以上の結果をもって次期樹雷皇は阿主沙に決定した訳だが、彼の連れ帰った船穂が本来彼の強力な後ろ盾となる神木家と柾木家との確かく執しつを生む要因になっている点は、舟参にとって好ましいことであった。

　皇家の樹の間の門を管理する立場の舟参は、船穂が未だ皇妃としての順位が決定していない為、今の段階では皇家の者と認められないと言い、彼女の樹選びの儀式を執とり行うことを拒きよ否ひしている。もし迂う闊かつに儀式を行うことを認めて、第一、第二世代の樹に認められでもすれば、第一、第二皇妃の肩書きが決定しなくても、船穂に樹雷での皇族としての立場を与えてしまう。だが皇家の樹がなければ、船穂の立場の保証は阿主沙自身の責任となる。すでに第一皇妃にすると公言してしまった以上、それを守らねば次期皇としての名に傷きずが付くことは必ひつ至し、万が一、名は守れても神木家との確執が生まれれば、政治的立場が危あやうくなる。さすれば船穂への風当たりも強くなり、船穂を守ることが難むずかしくなった阿主沙に精神的ダメージを与えられる…そう舟参は考えていた。

　樹雷星では皇はスターでありカリスマである。異星から連れて来た少女との約束を守り、周りの力に屈くつせず第一皇妃にする。このことが今、皇家内だけでなく、国民の間でもかなりの話題になっていた。海賊国家の気き質しつでもあるのだが、もし他の勢力を恐れ第二皇妃にすれば国民からの信頼を失ってしまい、それを取り戻もどすのは容よう易いなことではない。どちらにせよ阿主沙の樹雷皇としての寿じゆ命みようを縮ちぢめることになるだろう。

　遥はるか辺へん境きようの惑わく星せいで偶ぐう然ぜんに出会い恋に落ちた阿主沙と船穂は、本人同士の想おもいにかかわらず、樹雷皇家内部に大きな波は紋もんを広げていたのだ。




　興味がなさそうに装よそおいつつ、舟参はそれとなく内海に探さぐりを入れた。

「ところで次期樹雷皇殿との話し合いはいかがですかな？」

「どうもこうもないわ。あの馬鹿者はいつまでたっても……」

「舟参殿、急ぎますゆえ、失礼します」

　内海を急せかしながら瀬戸が早々に立ち去っていく。振り向くことはしなかったがニヤリと微笑ほほえんでいる舟参の顔があると思うと、瀬戸は言いようのない怒いかりを覚えた。

　まんまと舟参の策さく略りやくに乗ろうとしている単純な（そこが気に入っているのだが）夫に対して、今度は瀬戸がむくれる番であった。

「どうしたのだ、瀬戸？」

「フン」

　そんな会話を続けながら、娘である美砂樹の待つ控ひかえの間の扉とびらを開けると、美砂樹付つきの女官が簀す巻まきにされ猿さる轡ぐつわまでされて床ゆかの上に転ころがっていた。

「……またか」

　頭を抱かかえる内海。

　美砂樹はよく女官を出し抜き遊びに出ていた。女官とて美砂樹付、彼女を守る命めいを受けたエキスパートなのだが、それすらも隙すきをみて簀巻に出来る凄すさまじいばかりの戦せん闘とう力りよくを美砂樹は持っている。しかも、つい先日四歳になったばかりなのだ。

　美砂樹は生まれつきの魔ま女じよ──樹雷皇家の長い生体強化と皇家の樹による延えん命めい調ちよう整せいの歴史の歪ゆがみによる突とつ然ぜん変へん異い的存在であった。赤ん坊の頃ころは何人もの女官が彼女の力に巻き込まれ怪け我がをさせられている。それは女官達の恐怖心に敏びん感かんに反応した美砂樹の、一種の防ぼう衛えい本ほん能のうでもあった。

　剛ごう胆たんな親バカ内海と余りそういうことにこだわらない瀬戸を両親に持ったことが美砂樹に幸いし、物もの心ごころがつく頃には力の暴走はなくなる。そしてもう一人、彼女を恐れなかった女官のお陰でもあった。その女官が今、簀巻にされている麻ま真まである。

「どうやら窓から逃げ出したようね」

「なんと、美砂樹の身に何かあったら大変ではないか。すぐに警けい備び隊たいを……」

「イヤですわ、こんなことで捕つかまるような娘ではありませんよ」

「何を言っておる。美砂樹が、美砂樹が……」

　コロコロと笑う瀬戸と、おろおろと辺りを行ったり来たりしている内海、もうこれだけでこの夫婦がどのような人間であるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。




　余よ談だんだが、美砂樹の真の恐ろしさ……それは数十万年後に銀河中の人々が思い知ることになる。それを止めることが出来るのは柾まさ木き天てん地ちだけなのだが、それはまたの機会に記すことにしよう。




　船穂は嗚お咽えつを押し殺すようにして泣いていた。

　樹雷に来てからというもの、カルチャーショックの上にお妃きさき教育や生体の改造強化など皇妃となる準備に忙しく、殆ほとんど阿主沙に会うことが出来ずにいる。比ひ較かく的てき自由な家風とはいえ、さすがに皇家……いや、次期樹雷皇のお妃候補ともなると、阿主沙が押さえているといっても船穂に対する風当たりは強い。正直、船穂は極きよく度どのホームシックになっていた。

　さらに神木家との不仲が阿主沙の反対派だった者達を勢いきおい付かせ、船穂に対するそれは日増しに強くなっていく。阿主沙の為にと健けな気げに耐たえてきた船穂にとって、今や自室のベッドの中だけが唯ゆい一いつ安らぎを与えてくれる場所であった。

　そして今も、船穂の瞳めから流れた涙がベッドにある枕まくらを濡ぬらしているのだ。

『帰りたい……』

　浅あす海み宅の窓から見える風景、父と妹、全てが船穂にとって懐なつかしく恋しい。

「……お姉ちゃん。ねえ、お姉ちゃん」

「……えっ？」

　ふと顔を上げると、小さな女の子が船穂の顔を覗のぞき込んでいた。

「ねえ、お姉ちゃん。何な故ぜ、泣いてるの？」

　後ろでまとめている青い髪かみの少女に、船穂は地球で別れた妹の面おも影かげを重ねる。

「あなたは……」
















「ねえ、グスッ。……ねえ、なんで泣いてるの？　お腹なか痛いの？」

　船穂に感情移入したのか、覗のぞき込んでいた美砂樹の瞳めに涙が浮かんだ。それを見た船穂は本来の優やさしさを取り戻し、笑みを浮かべる。

　これが後に姉妹以上に仲がいいと言われる、船穂と美砂樹の出会いであった。




「私ね、阿主沙ちゃんの第一皇妃になるんだって」

　船穂に並んでベッドに座った美砂樹が屈くつ託たくなく微笑ほほえむ。

「じゃあ、あなたが美砂樹ちゃん」

「うん」

「私、船穂というの、よろしくね」

「知ってる。お姉ちゃんも第一皇妃になるんでしょ？　美砂樹と一いつ緒しよだね」

　第一と第二…そのことが問題の原因だというのに、美砂樹にとって皇妃とは全て第一皇妃であるらしい。そんな美砂樹の単純な考え方が船穂の心を軽くした。

「……そう言えば、美砂樹ちゃん、何ど処こから入ってきたの？　扉が開いた気け配はいはなかったようだけど」

「ここからだよ」

　ベッドから降りた美砂樹が窓まど際ぎわにトコトコと歩いていって、窓まど枠わくの上に立つ。

「ちっ、ちょっと、美砂樹ちゃん？」

「えいっ」

　窓枠に立っている美砂樹が消えた。

「きゃああぁぁっっ！　美砂樹ちゃん!!」

　悲ひ鳴めいを上げながら船穂が窓に駆かけ寄る。船穂の部屋は阿主沙の皇妃候補ということもあって皇宮の最上部近くに位置していた。

　窓から下の景色けしきを見て船穂の気が遠くなる。

「お姉ちゃん。こっち」

　声がして顔を上げると、美砂樹は上の窓から顔を出して手を振っていた。

「美砂樹ちゃん、危あぶない。そこを動いちゃ駄目。すぐに人を呼んで来るから」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう言うやいなや窓から消えて、再び船穂の目の前に現れる。

「ほらね」

「お猿さるさんみたい……」

「美砂樹、お猿さんじゃないよ。あははは」

　無む邪じや気きに笑う美砂樹につられ船穂も思わず笑い出す。

　数分後、部屋の中から聞こえてくる笑い声に気づいた侍じ女じよの知らせを受けて、瀬戸が船穂の部屋へと現れた。

「失礼します、船穂殿」

「あ、お母様っ！」

　喜びの顔を向ける美砂樹に瀬戸はきつめの顔を向ける。表情が少々きつめなのは瀬戸の地顔であるのだが、船穂は何かいけないことをしたのではないかと思い身を硬かたくした。

「申し訳ありませんでした、船穂殿。娘がお邪じや魔ましまして」

「あ、いえ……」

　どう答えていいか分からず、船穂が曖あい昧まいに返事を返す。

　瀬戸は美砂樹に向き直り、

「どうせまた窓から失礼したんでしょ！」

「うん、お姉ちゃんがね、お猿さんみたいって」

「お猿……さん？」

　瀬戸が船穂を見ると、彼女は赤くなって俯うつむいた。

　お猿の意味は分からないが何を意味しているのか気がついた瀬戸は、大声で笑い出す。

「あははははは！」

　美砂樹によく似た顔で豪ごう快かいに笑う瀬戸を見た船穂は、阿主沙の言っていた『クソババア』の人であることを感じ、妙みような安心感を覚えた。

「あははははは！」

「きゃはははは！」

　何な故ぜか美砂樹もつられて笑う。

「あははははははははは、こりゃいいわ…………なわけないでしょ！」

　いきなり真ま顔がおに戻った瀬戸が美砂樹のお尻しりを叩たたく。

「麻真を簀巻にするわ、人様の部屋へ、しかも初対面だというのに窓から入り込んで！」

「痛い、痛いよ、お母様ぁ」

「……あっ、あの瀬戸様、そんなに叱しからないで下さい。……おかげで、私……」

　船穂を見つめた瀬戸は、彼女の置かれている立場から彼女がどういう精神状態だったか察さつし、何を言いたいのか気付く。

　フッと笑った瀬戸が抱かかえていた美砂樹を降ろす。

「船穂殿がああおっしゃって下さるから、今回はこれで許ゆるしてあげます」

「ううっ……」

　涙目で口をへの字にしている美砂樹を無む視しして、瀬戸は船穂に声をかけた。

「……あら、そういえばこうやってお話しするのは初めてでしたわね？」

「は、はい。でも瀬戸様のことは阿主沙様からお伺うかがいしていました」

「…………クソババア」

「……はっ？」

「そう言ってたでしょ、阿主沙ちゃん？」

「あっ、いえ……。でも、口ではそうおっしゃっていても、瀬戸様のことをお話しなさっているときはどこか楽しそうで…………あっ」

　阿主沙がクソババアと呼んでいたと白状したようなものだ。

「プッ…アハハハハ～～～、正直でいいわ!!」

　笑いながら瀬戸が船穂を抱きしめる。

「……す、すみません」

「あははははははっ!!」

　思わず謝あやまってしまう船穂にさらに瀬戸が大声で笑う。

「あ～～っ、お母様ずるい！　美砂樹もぉ～っ」

　取り残されたと思った美砂樹が瀬戸と船穂の間に割り込んで来る。

　樹雷に来た船穂にとってそれは、阿主沙に会う以外に初めて感じた安らぎでもあった。

　それからというもの、美砂樹は度たび々たび船穂の所に遊びに来るようになった。

　皇妃同士が仲良くなり始めているというのに、阿主沙と内海の交渉は遅ち々ちとして進まず、ぎくしゃくした関係は相変わらず続いている。

　そんなある日、船穂の暗殺事件が起こった。

　船穂の食事の中に細さい胞ぼう破は壊かいを起こすナノロボットが入り込んでいたのだ。樹雷のガードシステムをかいくぐっての犯行は、内部の、しかも極きわめて高い地位の者の手引きにより行われたことを如によ実じつに表している。幸い船穂の生体強化の段階が予定以上に進んでいたこともあり、命を落とすまでには至らなかった。

　だがその事件で船穂の気持ちに動どう揺ようが走り、地球に帰りたいと思う気持ちがより一層大きくなったことは言うまでもない。

『私は、ここにいてはいけないのかもしれない……』

　そう思い悩む船穂を気き遣づかった瀬戸は、美砂樹をお妃教育の名目で船穂と生活を共にするように手て配はいする。美砂樹警けい護ごの名目で船穂も神木家の警護を受けられるため、彼女の身の安全は完全に保障された。

「船穂お姉ちゃんと一いつ緒しよにいられて嬉うれしいな。ね、ね、何して遊ぶ？」

　辛つらい事件も無む邪じや気きな美砂樹の微笑ほほえみで忘れることが出来る。瀬戸のはからいは船穂の警護というより、その点にあったのかもしれない。

　事件を知った阿主沙はこれ以上船穂の立場を危あやうくしないため、第一皇妃を美砂樹に譲ゆずるべきかと悩んでいた。今後多少の譲じよう歩ほはやむを得ないとしても、船穂を第二皇妃にすれば神木家の賛さん同どうを受け、彼女に『樹選びの儀式』を受けさせることは出来る。そうすれば最低でも第三世代の樹が与えられ、船穂を皇族として了りよう承しようさせられると考えていた。

　もうすぐ前樹雷皇の喪もが開ける。

　阿主沙に与えられた時間は余り残されてはいなかった。




「…………!?　美砂樹ちゃん、何か言った？」

　いつものように美砂樹と勉強をしていた船穂は、突然、何かの声に呼ばれたような気がして美砂樹に声をかけた。

「ううん、美砂樹何も言ってないよ。船穂お姉ちゃんこそ、美砂樹に何か言った？」

「私も何も……」

『キテ…ココヘ、キテチョウダイ……』

　言葉でそう言われた訳ではなかったが、船穂と美砂樹の頭の中にそのようなニュアンスを込めた『何か』が介かい入にゆうしてくる。そしてそれは嫌いやな気分ではなく強きよう制せいでもなく、二人の心に自然に染しみ込んできた。

「船穂お姉ちゃん、誰か呼んでる……」

「誰なの…誰？」

　二人はお互いに響ひびいてくる謎なぞの感覚を確かく認にんし合って部屋を出る。

「こっちからするね？」

「ええ……」

　謎の感覚が強くなる方向へ歩いていく二人は、いつの間にか皇家の樹の間へと通じる入り口の前に立っていた。

　そんな二人の前に現れたのは警備員からの報告を受けた舟参である。

「何をしているのですかな？　美砂樹殿と…あなたは、阿主沙殿が連れてきた、確たしか…船穂とか言う……」

　船穂の事情を知っている舟参がわざとらしく言う。皇族として認みとめられていない船穂に『殿』を付ける理由はないし、またそうしたいとも思わなかった。

「ここより先は皇家の樹のある神聖なる場所。美砂樹殿はともかく、皇家の人間でない貴女あなたが無む断だんで入れる所ではありません。いえ、既すでに入ろうとしていることすら死罪に値あたいするでしょうね」

「そんな。私達は、誰だれかに呼ばれたんです。ね、美砂樹ちゃん？」

「うん」

　必至に事情を説明する船穂たちに、舟参が性しよう悪わるな笑えみを向ける。

「そんな言い逃のがれが通用すると思っているのですか？」

「儀式以外で皇家の樹に呼ばれる。そんな例が数件あったと記憶しているのだけど間違ってますか、阿主沙殿？」

「いえ、過去に五例ほど記録されています」

　いつの間にか舟参の隣となりには瀬戸と阿主沙が立っていた。

「阿主沙様」

「阿主沙ちゃん」

　船穂と美砂樹が同時に声を出す。

　どうしてこういつもいい時に現れるのかと、心の中で歯は嚙がみしつつも表面上は平へい静せいを保っている舟参が二人を見た。

「これはこれは、阿主沙殿に瀬戸殿。二人のご意見を拝はい聴ちようさせて頂き、大変参考にはなりましたが、仮にもしそうであったとすれば、皇家の樹の間へ続くこの扉とびらが……」

　言いながら振り向いた途と端たん、ひとりでに扉が開いていく。

「ば、馬ば鹿かな……。で、ですがここの警備責任者はこの私ですぞ！　たとえ誰の命めいであろうと古いにしえから続く我らの法を曲げることは出来ぬ!!」

　狼ろう狽ばいしながらも主張する舟参に、瀬戸の眉まゆが吊つり上がった。

「お黙だまりっ、このすっとこどっこい！　ここは皇家の樹の支配する所、そしてこの樹雷星もまた然しかり。その主が認みとめた客きやく人じんを門番の勝手な思惑おもわくで通さぬなど思い上がりもはなはだしいっ!!」

「お、お言葉ですが、呼ばれたのは美砂樹殿だけで…船穂殿はそれを真ま似ねしている可能性もないとは言えますまい」

　怒ど鳴なる瀬戸に圧おされながらも、舟参はしつこく食い下がる。

「あの先へは樹に認められた者しか通れぬ所、それは舟参殿もよくご存じのはず」

　瀬戸が厭いや味みったらしく言う。舟参が樹選びの儀式の時、扉が開かなかったことを暗にほのめかしているのだ。

　微かすかに肩を震ふるわせている舟参は、自分に残されている最後の言葉を伝えた。

「いいでしょう、どうぞこの扉をお通り下さい。但ただし、もし樹に拒きよ絶ぜつされれば死罪も致いたし方かたありますまい。いかがですかな、船穂殿？」

「船……」

　船穂に近づこうとする阿主沙を瀬戸が制す。

　握にぎっていた美砂樹の手に力を込めて船穂が言った。

「私、行きます」




　突とつ発ぱつ的てきな事じ態たいではあったが過去に例があることから、船穂と美砂樹の樹選びの儀式が急きゆう遽きよ行われることとなった。

　樹選び儀式には立会人が三人以上必要になるため、阿主沙と瀬戸、そして舟参が名乗りを上げたが樹に拒きよ否ひされた為、代わりに竜木家の言こと申のが同行した。儀式に立会人が必要とはいっても絶対という訳ではない。立会人が入れる場所は以前立会人自身が儀式を受けた時に入ることの出来たエリアまでだからだ。もし儀式を受ける人間が第一世代のエリアに入れば大たい抵ていの場合それ以上立会人は入ることが出来ない。そういう意味では正式な立会人はパートナーを選ぶ樹そのものであった。

「行こう、船穂お姉ちゃん」

「ええ」

　開かれている扉に船穂と美砂樹が手を繫つないで入った途と端たん、二人の姿は消える。無事に転送されたことを知り安あん堵どした阿主沙は、瀬戸、言申と共に後に続く。

　扉の前に残されたのは、扉に入ることが出来ず、そして船穂が樹に選ばれるという衝しよう撃げき的な事実に惚ほうけている舟参だけであった。

　皇家の樹の間の扉から転送された場所は天てん樹じゆの中である。そこには何本もの第二世代の樹が浮かんでおり、転送ポートとそれを繫つなぐ通路はまるで迷めい路ろのようであった。

　その余りの景色けしきに船穂と美砂樹が目を見張る。

「これが、皇家の樹……」

「すごい、すご～い！」

　そんな二人を歓かん迎げいするかのように樹達が光を放ち、その舞まいがメロディを奏かなでる。耳を傾かたむけていた阿主沙は魅み月つきと再会したような錯さつ覚かくを覚おぼえたが、隣となりでニヤニヤしている瀬戸に心を見み透すかされたような気がして慌あわてて視し線せんを船穂たちに向けた。

　船穂の手を引っ張るようにして美砂樹がはしゃぎ回る。

　第二世代の樹にある全ての転送ポートを通ったが、彼女たちを選んだ樹はなかった。

「ここで第二世代のエリアはお終しまいです。ということは、彼女達を呼んでるのは第一世代の樹なのでしょうか？」

　言申の問いに答えられる者はいない。全ては樹の意志だからだ。

　一行は一番奥にある、阿主沙が第一世代のエリアに通った時と同じ扉に向かうと、前の入り口同様ひとりでに扉が開いた。

　船穂達と共に転送された阿主沙は、いぶかしげに辺あたりを見回す。

「ここが第一世代のエリアなのですか？」

「違う…どこなのだ一体」

　独ひとり言のように言申に答える阿主沙。

「第一世代のエリアではないでしょう。もしここがそうであるなら、私も言申殿も入って来ることは出来ないのですから」

　と瀬戸。

「では一体、ここは……」

　元もと々もと気の弱い言申が不安げに辺りを見回すが、そんな心配は杞き憂ゆうで、ここにいる樹達も船穂と美砂樹を歓かん迎げいする光を放っていた。

「しかし、皇家の樹の匂においはあるものの、他の樹とは形が違うな」

　阿主沙の言う通り、第一世代、第二世代とも多少の形状や大きさの違いはあれ、似たような外見をしている。だがここの樹達は明らかに異なっていた。樹じゆ液えきで宝石の花を咲かせている物、完全に水中に沈しずんだ物、水すい晶しようのように結けつ晶しよう化かした物等など、その形状は一つとして同じ物がなかった。

「呼んでるわ……」

「うん、呼んでるね」

　樹の声を感じたのか、船穂と美砂樹がある樹に向かって歩いていく。

　そして、その前で歩みを止めて船穂が言う。

「あなた達ね、私達を呼んだのは」

「なんと……」

　船穂と美砂樹の前にある樹を見た阿主沙、瀬戸、言申が目を見張る。

　そこには寄り添そうように生えている二本の樹があった。その姿はまるで大きく広げた鳥の翼つばさのようであった。

「同じ樹が二つ。……双ふた子ごか！」

　船穂と美砂樹を選んだ樹、その一つ一つは第二世代に分類される。しかし双子であるが故ゆえに完かん璧ぺきな力のシンクロが出来、二本の樹を合わせた力は第一世代と同等であった。しかも個々で三枚の光こう鷹おう翼よくが作れる、第一世代以上の力を持っていると言っても過言ではない。

　ともあれ、船穂と美砂樹の樹選びの儀式は大成功の内に終わったのだ。




　第二世代の樹を手に入れたことによって船穂の立場は好転し、第一皇おう妃ひとして承しよう認にんされることとなった。それには、皇家上層部のみしか知らされなかったが、生体強化時の遺い伝でん子し調査で、樹雷初代総そう帥すいの妹、真ま沙さ希きの子孫であることが判明した点も大きく関わっている。

　一部の皇族たちの船穂に対する不満がなくなった訳ではないが、表立った中ちゆう傷しよう非ひ難なんを受けることはなくなった。もっとも色々な不満が形を変え、船穂への中傷非難になっていたところもあるし、楽観的な樹雷の気質がいい方向に働いたとも言える。

　しかし内海と阿主沙の関係はぎくしゃくしたままで、皇族の中でも最大勢力を誇ほこる神木家は完全中立を決め込むことを宣せん言げんした。それは最高評議会の最大勢力が舟参のいる天木家へ移行したことを意味している。

　ともあれ、亡なき樹雷皇の喪もが明けると同時に戴たい冠かん式しきが行われ、正式に阿主沙は新しい樹雷の皇として銀河にその名を轟とどろかせることになった。

　盤ばん石じやくなる勢力を持つ皇であるとは正直言えなかったが、それでも新生樹雷は新たなる歴史の第一歩を踏ふみ出したのである。




　それから六年後──二〇歳の船穂と樹雷皇の結婚の儀が行われる。
















　一〇歳の美砂樹との仮かり祝しゆう言げんも合わせて行われた為ため、近来類るいを見ない豪ごう華かな式となった。

　美砂樹はその類たぐい稀まれな武道の才能であらゆる大会の優勝をさらい、高貴な生おい立ちや肩かた書がきなどを賛さん辞じさせない気さくさもあって国民的アイドルとなる。色々なテレビ局からインタビューを受けることも多く、ことあるごとに船穂を姉のように慕したっていることを話すので、国民達の船穂への偏へん見けんは徐じよ々じよに取り除かれていった。その偏見も舟参辺あたりから情報操そう作さされたものではあったのだが。

　初めは船穂に関する意い地じ悪わるな質問も多かったが、特に舟参の息のかかったテレビ局のリポーターが辛しん辣らつな質問をした時、美砂樹が遂ついに泣き出してしまうという事件があった。そのテレビ局は一遍に悪者となり、彼女の熱ねつ烈れつなファン達に閉局寸前にまで追い込まれる。

　以後、二度と彼女にそういう質問をする者はいなくなった。

　彼女のファンクラブの最大組織を運営しているのは実の父の内海である。彼の親おや馬ば鹿かぶりもここまでくれば立りつ派ぱなものだった。




　四年後──船穂の長男、第一皇子遙よう照しようが誕生する。

　跡あと取とりの男子を得たことと人ひと柄がらにより船穂は国民から高い人気を得、その地位を不動のものとしていく。二人の性格や容よう貌ぼうが対照的であることが余計船穂と美砂樹の魅み力りよくを際きわ立だたせていたため、美砂樹の人気に比例して彼女の人気も上じよう昇しようしていった。




　五年後──一九歳の美砂樹と樹雷皇の結婚の儀が行われる。

　お祭り好きな国民性のため、結局、前回以上の大おお騒さわぎとなった。




　三年後──八歳の遙照による樹選びの儀式が行われる。

　母、船穂と同じく皇家の樹に呼ばれた遙照は、第一世代の樹『船穂』を得た。

　時を同じくして美砂樹の長女、第一皇女阿あ重え霞かが誕生する。




　四年後──一二歳の遙照と四歳の阿重霞の婚約の儀が行われる。

　自分達の子供同士を結婚させましょうと約束していた船穂と美砂樹の願いを樹雷皇が聞き入れる形となり、正式に婚約が行われた。本人達の意志を無視した親の身み勝がつ手てな行動と言えなくもない。憧あこがれていた兄と結婚出来ると幼おさない阿重霞は喜んでいたが。




　七年後──美砂樹の二女、第二皇女砂さ沙さ美みが誕生する。

　運命の時は近い。




　そしてその三年後──歴史が大きく揺ゆれ動く事件が起こる。




　破は壊かい魔まと呼ばれる宇う宙ちゆう海かい賊ぞく、魎りよう呼こが、魎りよう皇おう鬼きを伴ともなって樹雷本星に襲しゆう撃げきしたのだ。




　それは、柾まさ木き天てん地ち達の時代から七〇〇年前に遡さかのぼる。


（了）　









　　　あとがき対談　二人のビッグショー＋１プラスワン








平成９年６月３日、テレビアニメ『新・天地無用！』の制作が慌あわただしく行われているＡＩＣ天地スタジオで、この小説を脱だつ稿こうしたばかりの梶島正樹と黒田洋介が、ビッグで一〇分足らずの対談を始めようとしていた。

ちなみに、この小説はオリジナル・ビデオ『天地無用！　魎皇鬼』の原案者である梶島正樹の膨ぼう大だいなプロットを、同作品の七話から一三話のシナリオを手がけた黒田洋介がシーンやセリフを追加して、小説風にまとめ直したものである。梶島氏と黒田氏のコンビはアニメ版も同じ手法でシナリオを作ってきた。メディアが変わった『天地無用！魎皇鬼』を二人はどんなふうに捕とらえているのか、時間もないので早速、対談を始めてもらうことにしよう。







黒田洋介（以下黒田）「いやぁ、ついに出ましたね。『天地無用！魎皇鬼・解体真書２』っぽい『真・天地無用！魎皇鬼』」

梶島正樹（以下梶島）「やっとだね（笑）」

黒田「形式も出版社も何もかも違いますけど」

梶島「小説だからね」

黒田「この過去話は、九五年に発売されたＣＤドラマシリーズ、『天地無用！魎皇鬼ダッシュ』でやろうとしたんですよね？」

梶島「本当にＣＤにしてたら、エライことになってたんじゃないかな。全一〇枚とか」

黒田「でも三年以上も企画を温めてたから、エピソードも増えたんじゃないですか？」

梶島「物語の大まかな流れは変わってないけど、細かなエピソードは結構追加した。でも時間が開きすぎて、ビデオとつじつまが合わないところも出ちゃったかな（笑）」

黒田「そんなことないですよ。梶島さんよりボクのほうが大変。だって『魔法少女プリティサミー』はやってましたけど、『天地無用！魎皇鬼』の文章を最後に書いたのって、ＰＣ─ＦＸ版の番外編ですもの。しかも内容はラブギャグばっか（笑）」

梶島「俺おれも絵を書いたのは久しぶり。この小説のプロットだって、だいぶ前に書いたものだから」

黒田「すみません、遅おくれまして」

梶島「いえいえ。プロットを書き終わったあと、たまに読み返してたりしたんだけど、自分で思った。面おも白しろいや、って（笑）」

黒田「あははは（笑）」

梶島「樹じゆ雷らい編の一から一六まで一気に読んでね。いい話だなって（笑）」

黒田「そうなんですよ、皆さん。この『真・天地無用！魎皇鬼』シリーズは全部で一六ものエピソードが用意されてるんです」

梶島「短編がほとんどだけどね」

黒田「四、五冊はつきあってくださいね…って、それより、今テレビで放映してる『新・天地無用！』を観みている人は、設定が違うから面めん食くらっちゃうんじゃないですかね？」

梶島「確かにそうかもしれないけど、『天地』のオリジナル・ビデオがリプライス・ビデオで出るってことで」

黒田「おおっ、さりげなく宣せん伝でんしましたね（笑）」

梶島「まあ、小説読んで、ビデオ観てくれたらいいかなと」

黒田「しっかし、リプライス・ビデオが出るくらい前の作品の、しかも本編から七五〇年前の過去話をこの時期に小説で出すっていうんですから豪ごう気きですよね」

梶島「最近はリプライスされるまでの期間が短くなってるしね。第一期（一話から七話）はいいとしても、第二期（八話から一三話）は少し早いかな」

黒田「なんか、自分が歳としとったって実感しちゃいました」

梶島「あはは（笑）」

黒田「でもこの小説、ビデオ版のファンの方には目の玉飛び出してしまうようなネタの嵐あらしですよね？」

梶島「テレビの『天地』しか知らない人が、この小説を読んでどんな反応してくれるか、楽しみなところではあるね」

黒田「割と平気なんじゃないですか。第一巻は樹雷皇のエピソードとして、単発の読み切りものとして成り立ってますから。まあ、『天地』ファンの人向けのサービス的蛇だ足そくや余よ談だんも盛もり込まれてますけどね」

梶島「この小説が全巻発売されれば、私がどんなことを考えて『天地』を作ってきたか分かってもらえるんじゃないかと思う。特にビデオ版の第二期以降が何な故ぜ、ああいう形になったのかを」

黒田「『天地』本編がおいしい部分だけを抽ちゆう出しゆつした感じだから、エピソード的に歯は抜ぬけの部分が多くて、この小説で描えがききれてなかったことを補ほ塡てんしている…というか、柾まさ木き天てん地ちたちの物語も壮そう大だいな天地ワールドの一部分をポッと抜き出して描いているだけで、過去にだって、未来にだって物語はある」

梶島「阿あ主ず沙さの若かりし頃ころのエピソードは、『天地』の漫まん画が化かが決まった時にやってもらおうかとも思ってたんだけど、やっぱり天地達が出てないと……ということで、六話の続きみたいな部分から始めることになったの」

黒田「あ、そうだったんですか。この小説ってそんな古くからネタ仕込んでたんですか？」

梶島「うん」

黒田「でもまあ、いきなり見たこともないキャラの漫画を描かれても、読者様は混乱しちゃいますし。しょうがないですよ」

梶島「だから今度はＣＤドラマにしようとしたんだけど、やっぱり、そこでも天地達が出てないって話になって……」

黒田「急きゆう遽きよ、『天地無用！魎皇鬼ダッシュ』でマニー・オタクが出てくる話にしたんですよね」

梶島「で、最終的に小説になったと」

黒田「長い道のりでしたね」

梶島「長かった」

黒田「ボクは活字という媒ばい体たいにしてよかったと思いますよ。梶島さんのプロットって、一つのセリフに、複数の意味が込められてたりすることがあるじゃないですか。たとえばビデオの第八話で鷲羽が天地に『見てたからね』ってのがありましたけど、あれは魎呼とリンクしてたからそれを介かいして鷲羽も天地を見ていたと、そういう意味が込められていますよね。でも、それがプロットに書いてあってもセリフにはしづらいんですよ。結局、『見てたからね』と言わせても視聴者様に伝わらない（笑）」

梶島「そうなんだよね（笑）」

黒田「でも活字ならそれも書けますから」

梶島「過去話はシリアスっぽい展開が多いからね。そういう意味では、小説という形式をとってよかったと思う」

黒田「確かにシリアスでしたね。だから文章も歴史小説っぽい感じにしてみたんです。梶島さんが書いた解説っぽい部分をなるべく残して」

梶島「富士見ファンタジア文庫っぽくないよね（笑）」

黒田「確かに、ボクが書いてる『プリティサミー』とはまるで違いますね。全編、シリアスだし、なにしろ阿主沙がカッコいい！」

梶島「カッコよすぎたかな（笑）」

黒田「いいじゃないですか、カッコよくて。あ、ボク、これ書いてからビデオの一三話を観み直なおしたんですけど、印象がガラリと変わりました。阿主沙なんか、どうしてあんな偏へん屈くつな親父おやじになっちゃったんだろうって（笑）」

梶島「偏屈な親父って…娘を取り戻しに来ただけだし」

黒田「そっか、根本的には変わってないのか」

梶島「と思うけど。それより、読んでもらえれば分かるんだけど、樹雷の男連中はみんな女の尻しりにしかれてるよね（笑）」

黒田「女性上位の世界（笑）」

梶島「うん。女性陣が強いんだよね」

黒田「あとがきを先に読む方もいるので、ネタバレは控ひかえ目にしましょう。さて、さりげなく第二巻の予告でもしてみませんか？」

梶島「二巻は、阿主沙の息子むすこである遙照（柾木勝かつ仁ひと）が破は壊かい魔まを追って地球へ行く話ですね。そういった意味ではビデオの第一話に繫つながる重要なエピソードです」

黒田「魎呼もガンガン登場するから、期待して下さい。柾木天地と出会う前の彼女がどんな女性だったのかが見どころです。衝しよう撃げき的てきかな？」

梶島「ですね。なんか、『スター・ウォーズ』みたいになってきたな（笑）」

黒田「天地サーガ。まるで『超人ロック』（笑）」

ますなりこうじ（以下ますなり）「おはようございます。遅おくれました」

黒田「あ、ここでアニメ監かん督とくのますなりこうじさんが登場しました」

梶島「あはは（笑）」

黒田「実はこの対談、オリジナル・ビデオ『フォトン』のラジオドラマのシナリオ打ち合わせの余った時間でやってたりしてます。ますなりさんが遅れて来たんですね」

ますなり「何してんの？」

梶島「『天地』の小説のあとがき用の対談を」

ますなり「あ、そうなんだ。ついに完成したんだ。おめでとう！」

黒田「……と祝しゆく辞じを頂いたところで、我々は仕事モードに入ります。今まで発表された作品とは百味違う、梶島正樹さんならではの壮大な天地ワールドを楽しんで下さい。それではまた、第二巻のあとがき対談でお会いしましょう」
























































































































真しん・天てん地ち無む用よう！魎りよう皇おう鬼き




壱の巻《樹雷》








黒くろ田だ洋よう介すけ　梶かじ島しま正まさ樹き
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